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　異い形ぎようの怪物たちが、空を埋め尽くしている。

　それは数多あまたの神話や伝承で語られてきた、災さい厄やくの獣けものそのものだという。

　禍憑妃マガツヒ。それが彼らの名だ。

　その姿や性質は多様にして奇怪。いかなる進化の過程で生まれた生物なのか──そもそも彼らが、通常の意味での生物なのかも定かではない。彼らはただ、どこからともなく現れて、人類の都市を、そして文明を破は壊かいする。超常現象を引き起こす破局粒子ＤＣＰを操あやつる怪物たちに、人類の持つ兵器はほぼ無力だった。

　たったひとつの例外を除いては──

「クシナダ！　封印解放第二段階アンシール・レベルツー──！」

　空中を浮遊する禍憑妃マガツヒのさらに上空から、小柄な兵士が降下してくる。

　可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女である。

　彼女が身につけているのは、宝石のように輝かがやく真しん紅くの鎧よろい。

　獣の姿を象かたどったシルエットは、兵器というよりも、どこか呪じゆ術じゆつ的てきな衣装を連想させた。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を聖衣シユラウド──それが彼女の鎧の名だ。

　そして彼女は、握りしめた巨大な光剣を、臆おくすることなく禍憑妃マガツヒの背中に突き立てた。分厚い外殻に護まもられた怪物の巨体を、そのまま力任せに切り裂いていく。断だん末まつ魔まの咆ほう吼こうを残して禍憑妃マガツヒは沈ちん黙もく。その姿が光に包まれて消滅した。

　そう。いかなる兵器でも傷つけられないはずの禍憑妃マガツヒを倒したのは、小柄な少女。聖衣シユラウドをまとうことを許された彼女たち獣じゆう装そう巫ふ兵へいだけが、禍憑妃マガツヒに対抗できる人類唯一の希望なのだ。

　光輝く剣を携え、天あま翔かける彼女の姿は、戦せん闘とう服ふくを着た兵士というよりも、神話の中に描かれた天使か、あるいは戦いくさ乙おと女めそのものである。

　が、

　しかし禍憑妃マガツヒを倒した彼女の口から洩もれたのは、その神こう々ごうしさとは裏腹の卑ひ俗ぞくな欲望にまみれた声だった。

「狩猟とった──っ！　追加報酬獲とった──っ！　これでご飯が……まともなご飯が食べられる！　うっぷ……！」

　真紅の鎧をまとう少女が、絶叫しながら、力尽きたように航行中の船の上に落下してくる。

　ぜえぜえ、と息を切らせながら彼女は甲かん板ぱんの隅に膝ひざを突き、海に向かって胃の中身を逆流させた。もはや天使どころか、人間としての最低限の尊そん厳げんすら危ぶまれる姿である。

「だ、大丈夫、羽は々ば姫きちゃん？」

　胃液を吐き出している天あま乃の羽々姫の背中に、怖おず怖おずと声をかけたのは、純白の聖衣シユラウドを着たポニーテールの少女だった。民間軍事会社〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟所属の獣装巫兵、樛とがの宮みや鳴な々な葉は、十五歳である。

　彼女たちが乗っているのは、東とう南なんアジア方面行きの旧式コンテナ貨物船〝みのかさご〟だ。

　関かん門もん海かい峡きようを通過するまでの間、この船を禍憑妃マガツヒから護ご衛えいするのが、彼女たちの今日きようの任務しごとだったのだ。

「うー……なんとかね」

　青白い顔をした羽は々ば姫きが、口元をぬぐいながら顔を上げた。

　見るからに体たい調ちようが悪いのは、禍憑妃マガツヒとの戦せん闘とうで負傷したわけではなく、単に船酔いしただけである。とある事情で、莫ばく大だいな借金を抱えている羽々姫としては、そんな状態でも、少しでも狩猟数を稼かせいで追加報酬を手に入れたいところなのだろう。

　しかし貨物船を狙ねらって集まってきた禍憑妃マガツヒの数は予想以上で、護衛部隊は完全に圧倒されていた。たとえ羽々姫の体調が万全でも、船を護まもりきれるかどうかは微妙な情勢だ。

　狙そ撃げき型がたの聖衣シユラウドを着た鳴な々な葉はが必死に迎撃を続けているが、敵の数が多すぎて、防戦で手一杯になっている。

「……って、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい、サボってないで少しは手て伝つだってくださいよ！　後輩にだけ働かせてなにやってんですか!?」

　そんな中、コンテナの上にあぐらをかいて座っている桜さくら狩がり紗々羅に気づいて、羽々姫が眉まゆを吊つり上げた。しかし薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドをまとった長身の美少女は、気け怠だるげに羽々姫を一いち瞥べつし、うるさいハエを追い払うような仕し草ぐさで手を振った。

「あー……いや、遠えん慮りよしとくわ。面めん倒どうくせーし」

　なんじゃそりゃあ、と羽々姫が憤ふん激げきする。

「何言ってんですか!?　あんた小隊長でしょうが！　面倒くさいってなんなんですか!?」

「だってこれ、敵の数が多すぎるだろ。どうなってんだよ、鳴々葉？」

「え!?」

　唐突に紗々羅に話を振られて、ポニーテールの少女がおろおろとうろたえた。鳴々葉は正規の巫ふ兵へい訓練を受けた優ゆう等とう生せいだが、生来の気の弱さと要領の悪さで苦労が絶えないのだ。

「そ、そんなこと私に訊きかれても……は、春だから……でしょうか？」

「そういや、最近、めっきり暖かくなってきたよなー」

「禍憑妃マガツヒを、冬眠から醒さめたカエルかなんかと一いつ緒しよにしないでくださいよ！」

　間の抜けた会話を続けている紗々羅たちを睨にらんで、羽々姫は苛いら々いらと怒ど鳴なりつけた。

「まったく……病弱な音ね々ね先輩ですら、あんなに頑張ってるっていうのに……！」

　羽々姫が指し示した方角には、淡い紫むらさき色いろの聖衣シユラウドを着た四人目の獣じゆう装そう巫兵が浮かんでいた。いかにも育ちのよさそうな、気品漂う美び貌ぼうの少女である。

　極きよく東とう自じ衛えい機き構こう・特任中尉の小こ揺ゆる木ぎ音々。

　彼女は両手に巨大な鉄てつ扇せんを広げて、押し寄せてくる小型の禍憑妃マガツヒたちを片っ端から撃げき墜ついしまくっていた。おっとりした性格の彼女にしてはめずらしい、やけにアクティブな戦いっぷりである。時折、ほほほほほ、などと甲かん高だかい笑い声が聞こえてくるのがちょっと恐い。

「頑張ってるというか、今日きようはやけにハイだな、音ね々ねのやつ。なんか白目も妙に血走ってるし。どうしたんだ？」

「あの……そういえば音々先せん輩ぱい、出しゆつ撃げき前まえに謎なぞの栄養ドリンクっぽいものを飲んでたような」

　紗さ々さ羅らの質問に答えて、鳴な々な葉はが頼りない口く調ちようで言った。羽は々ば姫きと紗々羅が表情を引ひき攣つらせて振り返る。

「それってもしかして、また音々先輩が自分で調合した怪しげな薬品なんじゃ……」

　不安げな表情で呟つぶやく羽々姫。生まれつきの病弱な体質を補うために、音々は、自ら様々な薬品を調合するという傍はた迷めい惑わくな趣しゆ味みを持っていた。それらの薬品の効果は絶大だが、そのぶん副作用も強力だ。ドーピングの反動に肉体のほうが耐えきれず、人格が変わって暴ぼう走そうする彼女を、羽々姫たちはこれまで何度も目にしている。

　息を吞のんで羽々姫たちが見守る中、限界は唐突に訪れた。

　それまで膨ぼう大だいな魔ま力りよくを撒まき散らして禍憑妃マガツヒを蹴け散ちらしていた音々が、勢いよく鼻血を噴ふいたのだ。意い識しきの途と切ぎれた音々の手の中には、凝ぎよう縮しゆくされた魔力の塊が、決けつ壊かい寸前のダムのような不安定な姿で揺れている──

「あーあ。ダメだ。あれはまた暴走するな」

　他ひ人と事ごとのような無責任な口調で、紗々羅が言った。羽々姫は、唇を無意味にぱくぱくさせながら、頭上の音々までの距きよ離りを目測し、

「暴走する……って、この至近距離であれだけの魔力が暴発したらわたしたちは……!?」

「うふふふふ！　おーっほほほほ！」

　音々の笑い声が高らかに響ひびき渡り、その直後──押し寄せてきた凄すさまじい爆ばく圧あつと衝しよう撃げき波はによって羽々姫の意識は一いつ瞬しゆんで刈り取られた。




　　　　１




　赤あか間まが関せき要よう塞さいは、〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟の分ぶん屯とん基地である。

　本ほん州しゆう最西端にあるこの要塞は禍憑妃マガツヒ侵攻阻止を担う最さい前ぜん線せんであり、そこに配置された部隊は当然、選えりすぐりの優ゆう秀しゆうな兵士たちである──べきなのだが、残念ながら現実はそうではなかった。そもそもこの基地にいる人々は、正規の軍人ですらなかった。

　禍憑妃マガツヒの関かん東とう侵攻により東とう京きようが陥落してから、すでに十六年が経たっている。

　その結果、日に本ほんの国力は大幅に低下。政府自衛軍も大幅な縮小再編成リストラを余よ儀ぎなくされていた。そんな軍の人員や装備を引き継ぎ、日本各地に設立されたのが、金で雇われて禍憑妃マガツヒ撃退を請うけ負おう武装集団。すなわち民間軍事会社である。

　株式会社〝極東自衛機構〟も、そんな営利を目的とする軍事企業のひとつだ。

　そこに所属する兵士たちもまた、金で雇われた契約社員──傭よう兵へいに過ぎない。

　臨りん時じ首都から遠く離はなれた赤あか間まが関せき要よう塞さいは、その弱小軍事会社の一部門。最さい新しん鋭えいの機き材ざいや優ゆう秀しゆうな人材が回ってくるはずもない。羽は々ば姫きたちがいるのは、そういう場所だ。

　本ほん州しゆうのどん詰まりに位置するこの要塞こそ、まさに人類の最さい果はての地なのだった。




「うーっ、さすがに昨日きのうは死ぬかと思ったわ」

　翌朝、ベッドから這はい出してきた羽々姫は、パジャマ姿のまま洗面室へと向かった。

　獣じゆう装そう巫ふ兵へいの朝は早い。夜明け直後の空気は冷えきっていて、春なのに息が白く煙る。

　洗面台の鏡かがみに映る羽々姫の顔には、あちこち絆ばん創そう膏こうが貼はられたままだ。昨日の貨物船護ご衛えい任務の後こう遺い症しようである。

「うん……禍憑妃マガツヒが途中で帰ってくれて助かったね」

　隣となりの洗面台で顔を洗っていた鳴な々な葉はが、弱々しい息を吐く。

　全身包帯まみれなのは彼女も同じだ。少ない装甲面めん積せきとは裏腹に高い防御力を持つ聖衣シユラウドだが、それにも限界というものがある。暴ぼう走そう状態の音ね々ねが暴発させた魔ま力りよくの量は尋常ではなく、その爆ばく発はつに巻きこまれて、羽々姫たちはひとたまりもなく気絶。同じく多大な被害を受けた禍憑妃マガツヒの群れが撤てつ退たいしてくれなければ、危うく全滅の危機だった。

　しかし、そんな苦く難なんを乗り越えたにもかかわらず、羽々姫の表情は暗かった。

「狙ねらってた輸ゆ送そう船せんが吹っ飛んだからでしょ。おかげで護衛の報酬は出ないわ、違約金取られるわでこっちは大赤字だよ」

　ふて腐れた表情の羽々姫を見て、鳴々葉は、あはは、と曖あい昧まいに笑ってみせた。

　音々の暴走に巻きこまれて、貨物船〝みのかさご〟は大破轟ごう沈ちん。結局、羽々姫たちは任務を完遂できなかったのだ。むしろあの状況で貨物船の乗員に死人がでなかっただけでも、奇跡的な幸運だったといえるだろう。

「それにしても最近は本当に多いね、襲しゆう撃げき。もしかして本当なのかな、あの噂うわさ」

「半島のほうの禍憑妃マガツヒの棲せい息そく圏けんで不ふ穏おんな動きがあるってやつ？」

　独り言のような鳴々葉の呟つぶやきに、羽々姫が軽く眉まゆを寄せて訊きき返す。

「うん。十六年前と状況がよく似てるって」

　鳴々葉は消え入りそうな声でぼそりと答えた。十六年前。大発生した禍憑妃マガツヒの襲来によって政府自衛軍が壊かい滅めつ的てきな打撃を受け、東とう京きようが陥落した〝関かん東とう侵攻〟の年である。

　もしそれと同規模の侵攻を受けたときに、今の日に本ほんがそれに耐えきれるだろうか──決して口には出さないが、誰だれもが不安に思っていることだ。

　実際ここ数週間ほど、禍憑妃マガツヒの襲撃が異常に増えているのも事実だった。羽々姫が体たい調ちよう不良で船酔いしたり、音々が栄養剤の飲みすぎで暴走したのも、元はといえば、出撃回数の急増による疲労の蓄ちく積せきが原因だ。

　しかし羽々姫は歯ブラシを口に突っこんだまま、

「その辺はよくわからないけど、それより単純に人手不足なのがね……」

　やる気のない表情で言いながら、ふと窓越しに見える景色けしきに目を留める。

　兵舎の正門前に止まった車から、降りてくる人ひと影かげに気づいたのだ。

　大きな荷物を背負った若い女性だ。紺こん色いろのスーツの胸元からのぞく、純白のブラウスが目に眩まぶしい。傭よう兵へいらしからぬ初うい々ういしい雰囲気の人物だった。

「あれは？」

「新しく赤あか間まが関せきに来た人かも。今日きようから新人さんが配属されるって、整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんが言ってたから」

「新人……そうか、そういう季節かあ」

　鳴な々な葉はの説明を聞いた羽は々ば姫きが、うらやましそうな声を出す。

「いいなあ。うちの小隊にも誰だれか来ないかな。そしたら戦闘しごとも少しは楽になるだろうし」

「そうだね。でも、いきなりそんな都合よくは……」

「来るわよー、新入隊員」

「え？」

　溜ため息いき混じりに首を振ろうとしていた鳴々葉は、突然の声に驚おどろいて振り返った。前髪に寝ね癖ぐせをつけたままの音ね々ねが、ちょうど洗面室に入ってきたところだ。ちなみに爆ばく心しん地ち近くにいたのが逆に功を奏したのか、魔ま力りよくを暴ぼう発はつさせた張本人の音々だけは、なぜかほぼ無傷だった。

　そのことに釈然としない気分を覚えつつ、羽々姫が訊きき返す。

「音々先せん輩ぱい？　今の話、本当なんですか？」

「紗さ々さ羅らから聞かなかった？　今日から配属になるはずよ」

　ふわ、と上品にあくびをしながら音々が答えた。

　鳴々葉がぱちぱちと瞬まばたきをする。

「新人ですか。それって、私たちに後輩ができるってことですよね」

「後輩……！」

　これまで縁えんのなかったその単語を耳にして、羽々姫がパッと表情を輝かがやかせた。

「そうか。わたしたちも今日から先輩って呼ばれちゃうのかー。いやー、まいったな。懐なついてくれるといいけどなー。えへへへへへ」

「嬉うれしそうだね、羽々姫ちゃん」

　歯ブラシを握りしめて浮かれる羽々姫を、鳴々葉が微ほほ笑えみながら見つめる。

「うん、まあね。知らない土地に来て不安だろうし、面めん倒どうを見てあげないとね。慣なれるまではわたしの部へ屋やで一いつ緒しよに暮らしてもいいかなー。きっと素直で真ま面じ目めで仕事熱ねつ心しんで先輩想おもいな可か愛わいい子なんだろうなー」

「そ、そうかな……あんまり過大な期待をするのも、ちょっとどうかと……」

　普ふ段だん先輩に虐しいたげられている反動なのか、都合のいい妄想を膨ふくらませ始める羽々姫を見て、鳴な々な葉はが不安そうな表情を浮かべた。しかし音ね々ねは愉たのしそうな笑え顔がおのまま、

「入隊試し験けんの成せい績せきは、すごく優ゆう秀しゆうだったらしいわよ」

「そうなんですか？」

　人見知りの鳴々葉が、少し怯おびえたように訊きき返す。

「……もしかして恐こわい子だったりしませんよね。足を引っ張らないでください、とかって私を怒ったりとか」

「大丈夫、大丈夫。そんなことないって」

　羽は々ば姫きが、根拠もなくきっぱりと断言する。そして彼女は、ふんぞり返るような勢いで薄うすっぺらい胸を張り、

「万一そんな生意気な後こう輩はいだったら、わたしがガツンと上下関係ってものを躾しつけてあげるから」

「う、うん」

　鳴々葉は、なおも心配そうに音々を見た。

「でも、なんだか急な話ですね。今日きようからいきなり配属なんて」

「そうね」

　音々が窓の外を眺めて、おっとりと微ほほ笑えむ。淡い朝焼けに照らし出されているのは、芽吹き始めたばかりの春の木々たちだ。

「でも、そういう季節だしね」
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「というわけで、彼がうちの小隊の新入隊員だ」

　その日の午後。館かん内ない放送で総務部に呼び出されていた紗さ々さ羅らは、作戦室に戻ってくるなり、なんの前置きもなく突然そう言った。

　そんな紗々羅を、羽々姫たちはきょとんとした表情で見つめた。

　部へ屋やに入ってきたのが、紗々羅一人ひとりだったからである。

　正せい確かくに言えば一人と一匹。

　紗々羅の足元に小型の愛あい玩がん動物が、ちょこんと座っている。

「……は？」

「えーと、新入隊員って……もしかして、これ、ですか？」

　羽々姫と鳴々葉が、それぞれ困惑の表情で紗々羅の足元の動物を眺めた。

　まさかそんなはずはあるまい、という彼女たちの期待を裏切るように、紗々羅は平然と紹介を続ける。

「エヴェレット・ウェルシュ・コーギー・ペンブローク中尉だ」

　名前濃ゆっ、と羽は々ば姫きは思わずうめいて、

「って、犬ですよね、これ？」

「たしかに犬っぽく見えなくもないな」

　おとなしくお座りを続ける小型動物を見下ろして、紗さ々さ羅らが答える。犬だとすれば推定年ねん齢れいは生後半年程度。やや胴長で脚が短い。少し間が抜けた感じの人ひと懐なつこい顔立ちをしているが、大きな黒い瞳ひとみには意外に知的な輝かがやきがあった。

　自分を凝ぎよう視しする羽々姫に気づいて、彼は、挨あい拶さつするように、わん、と鳴く。

　その声で羽々姫はハッと我に返って、

「ていうか、むしろ犬以外の何者にも見えませんよ！　わんっ、て鳴いてるし！　犬が新入隊員ってどういうことですか!?　しかも中尉って、わたしや鳴な々な葉はよりも上の階級!?」

「よかったわね、羽々姫さん。可か愛わいい後こう輩はいができてー」

　音ね々ねがにこやかな口く調ちようで言った。空気を読まない彼女の発言に、羽々姫はペースを乱されて、

「そ、それはまあ見た目は可愛いですけど……」

「だよな。人懐こいし。毛皮だってモフモフしてるし」

　満足そうに腕を組んで頷うなずく紗々羅。

「そういう問題じゃないです！　なんで民間軍事会社に犬が入社して来るんですか!?」

「べつにおかしかないだろ。軍用犬なんて、世界中どこの軍隊でも飼ってるぜ」

　思いがけない紗々羅の反はん論ろんに、羽々姫は、ぐっ、と言葉に詰まった。たしかに軍事目的で犬を飼かい馴ならす行為は、古代から現代に至るまで、世界各地の軍隊で行われていることだった。

　その目的も、基地の警けい備びや、負傷者の捜索、爆ばく発はつ物ぶつの探知など様々だ。武装した犬に敵兵を攻こう撃げきさせる訓練が行われた時代もあったらしい。

「中尉は入隊試し験けんを抜群の成せい績せきで突破した優ゆう秀しゆうな隊員だからな。素直だし、真ま面じ目めだし、仕事熱ねつ心しんだし、先輩想おもいだし」

　得意げな口調でそう言いながら、紗々羅がエヴェレット中尉の背中を撫なでさする。鳴々葉は、びっくりしたように目を見張って、

「さっき羽々姫ちゃんが言ってた理想にぴったりだね」

「た、たしかにそんなことも言ったけど、でも犬だよね!?　理想以前にそもそも種族からして間違ってるよね!?」

「これが中尉の獣装戦闘服ＢＤＵな」

　羽々姫の必死の反論を無視して、紗々羅が軍用のスーツケースを運んでくる。人間用のものと比べるとサイズはだいぶ小型だが、それはたしかに羽々姫たちが獣装戦闘服ＢＤＵを運搬する際に使うケースによく似ていた。

「……獣装戦闘服ＢＤＵ？　この犬、聖衣シユラウドを着れるんですか？」

　さすがに驚おどろいて羽々姫が訊きき返す。ああ、と紗々羅は投げやりに頷いて、

「正せい確かくには、うちらの聖衣シユラウドとはちょっと違うらしいんだけどな」

「まあ、犬ですしね……」

「こいつの実戦テストのために、中尉は試し験けん的てきにうちに配属になったんだ」

「はあ」

　なるほど、と羽は々ば姫きは溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。中尉とやらが配属されてきた理由はわかったが、楽しみにしていた後こう輩はいが犬と知らされた落胆はやはりぬぐえない。

　そして紗さ々さ羅らは、そんな羽々姫の失望を知ってか知らずか、

「そうそう。いくら優ゆう秀しゆうといっても、知らない土地に来たばかりで不安だろうからな。誰だれかが面めん倒どうを見てやらないとなー」

「え……!?」

　その場にいる全員の視し線せんが集まる気配けはいに気づいて、羽々姫が狼ろう狽ばいした。

「ちょっと、なんなんですか、その視線。まさか、わたしにこの四足動物の世話をしろと!?」

「あたしは気管支が弱いから動物の世話はちょっとな」

　そう言って紗々羅は、ゴホゴホとわざとらしく咳せきこんだ。羽々姫は思わず歯を剝むいて、

「そんな話、初耳なんですけど……！　鳴な々な葉はは？」

「わ、私!?　私はその、犬がちょっと苦手で……」

　ぶるぶると勢いよく首を振る鳴々葉。こちらは噓うそをついている気配はない。政府機き関かんの諜ちよう報ほう員いんだった父親の下で、幼少時から〝忍者〟としての英才教育を受けてきた鳴々葉にとって、潜せん入にゆう工作の障害となる犬は、ある意味、天敵のようなものだ。苦手意い識しきがあったとしても不ふ思し議ぎはなかった。そして、

「私が面倒見ても構わないけどー。ちょうど臨りん床しよう実験用の大型動物が欲しかったとこだし」

「新入隊員を実験動物にしないでください！」

　さらりと恐ろしいことを言い出した音ね々ねを黙だまらせて、羽々姫は深々と息を吐いた。

「ああもう、いいですよ！　やりますよ！　わたしがこの子の面倒を見ればいいんですよね！」

　やけくそ気味の羽々姫の言葉を、紗々羅は当然のような顔で聞き流し、

「じゃあ、そういうことで。よかったな、中尉」

　紗々羅の言葉に、わん、と答えて、中尉は勢いよく羽々姫の胸元に飛びついた。抱き上げる羽々姫にじゃれついて、ふかふかした尻尾しつぽをぱたぱたと揺らす。

「喜んでるわねー」

「中尉も羽々姫ちゃんのことを気に入ったみたいですね」

　そんな微ほほ笑えましい光景を眺めて、音々と鳴々葉もほっこりした表情を浮かべる。一方、中尉に頰ほおを舐なめられまくっていた羽々姫は、

「気に入ったっていうか、ちょっと、あんた興こう奮ふんしすぎ……って、なにこの生温かいの？」

　自分の制服に広がっていく染みに気づいて硬直した。

　喜びのあまり、中尉がおもらししてしまったのだと羽は々ば姫きが気づく前に、「うれションか」と身みも蓋ふたもなく呟つぶやいたのは紗さ々さ羅ら。

　羽々姫の悲鳴が基地中に響ひびき渡ったのは、その直後のことだった。
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　トレーニング用のジャージに着替えた羽々姫が、とぼとぼと足を引きずりながら作戦室に戻ってくる。いちおうシャワーは念入りに浴びたが、うれションを引っかけられた精神的なダメージからはまだ立ち直りきれてはいないのだ。

「うー……ひどい目に遭ってしまったわ」

　ぼそぼそと愚ぐ痴ちりながら作戦室のドアを開ける。と、まるでそれを待ち構えていたように、中尉が勢いよく羽々姫に突っこんできた。またなにか引っかけられるのではないかと警けい戒かいする羽々姫だが、中尉は羽々姫の足元をぐるぐると回るだけである。

「こ、今度はなに？」

「どうやらトレーニングの時間だって中尉は主張しているみたいだな」

　携帯ゲーム機きの画面を睨にらんだまま、無関心な口く調ちようで紗々羅が言う。羽々姫は首を傾かしげながら、

「トレーニング？」

　そして中尉が口になにかをくわえていることに気づく。それは犬の散歩用の引リきー綱ドだった。

「……って、もしかして散歩のことですか？　わたしに散歩に連れていけと？」

　いちおう待機任務中なんですけど、と羽々姫は困惑したように独りごちる。昨日きのうのような護ご衛えい任務をべつにすれば、傭よう兵へいとしての羽々姫の主な役割は九きゆう州しゆう方面から侵攻してくる禍憑妃マガツヒの迎げい撃げきである。作戦室で待機しているのも、立派な仕事の一部なのだが、

「上官の命令なんだから、つき合ってやれよ。待機時間中のトレーニングも立派な任務だろ」

「……まあ、いいですけどね。散歩くらい」

　犬のほうが階級が上という理不尽な事実に納得したわけではなかったが、抵抗するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、羽々姫はぞんざいにそう言った。

　それを聞いて、突然立ち上がったのは音ね々ねだった。

「散歩くらい？　甘いわね、羽々姫さん」

「な、なにがですか？」

　想定外の音々の反応に、羽々姫は思わず身構える。

「犬にとって散歩というのは、ただの運動ではなく、社会性を学ぶ機会でもあるのよー」

「はあ……社会性ですか」

「犬というのは群れで生活する動物よ。そして群れの上下関係を決定するのが散歩なのよー。飼い犬に引きずられたり、犬の勝手な行動を制止できないような飼い主はボス失格。もちろん、犬よりも先にバテるような情けない飼い主は論ろん外がいね。犬に舐なめられても文句は言えないわ」

「な、なるほど」

　意外にもまともな音ね々ねのアドバイスに、羽は々ば姫きは素直に感銘を受けた。

　飼い主よりも自分のほうが偉いと勘違いした飼い犬が、人間の命令を無視して様々な問題行動を起こすという話は、羽々姫もどこかで聞いた記き憶おくがある。アルファシンドロームなどと呼ばれている傍はた迷めい惑わくな現象である。

　ただの飼い犬ならまだしも、中尉は、聖衣シユラウドの装着すら許された軍用犬だ。世話係である羽々姫が舐められたら、最悪、一般市民に被害が及ぶ可能性もあった。そう考えると、たしかに中尉の散歩は重要な任務だといえるだろう。

「わかりました。先せん輩ぱいと後輩、どちらの立場が上か、わたしがきっちり躾しつけてやりますから！」

　無邪気に走り回っている中尉を眺めて、羽々姫が気合いの入った声を出す。

「おー、よく言った。というわけで、ほれ」

　やる気のない疎まばらな拍手をしながら、紗さ々さ羅らがひょいとなにかを放り投げてくる。それを受け取って羽々姫は顔をしかめた。犬のフンを処理するためのスコップだ。

　続けて鳴な々な葉はがごちゃごちゃとした荷物を羽々姫に押しつけて、

「あ、あの、これも。もしウンチをしちゃったときは、この袋に入れて持って帰って。このペットボトルはおしっこを流す水。あとこれ消臭スプレー」

「う、うん……」

　細こま々ごまとした鳴々葉の説明を聞きながら、後輩ができたはずなのに、なぜ自分の雑用ばかりが増えていくのだろう、と悩み始める羽々姫だった。




　汗だくになった羽々姫が中尉を連れて戻ってきたのは、すっかり陽ひが暮れたあとのことだった。もちろん待たい機き任務の時間はとっくに過ぎている。

　先に兵員宿舎に戻っていた鳴々葉たちは、夕飯の支し度たくをしている途中だった。赤あか間まが関せき基き地ちの兵員食堂は、経費節減のために勤務時間外の食事は提供してくれないのだ。

「あ、お帰り。羽々姫ちゃん」

　力尽きたように兵舎の玄関に倒れている羽々姫に気づいて、エプロン姿の鳴々葉がぎょっとしたように駆け寄ってくる。

「た、ただいま……」

　羽々姫はのろのろと顔を上げ、力のない声でそう言った。そんな羽々姫の周りを愉たのしそうに跳ね回っているのは、もちろん中尉である。

　鳴々葉は、羽々姫に肩を貸しながら、

「大丈夫？　なんだかげっそりしてるけど？」

「中尉とわたし、どっちが上かはっきりさせるために、十五キロも走ってしまったわ……」

「た、大変だったね、それは」

　鳴な々な葉はが啞あ然ぜんとしたように嘆息する。道理で帰りが遅いはずである。第一巫ふ兵へい隊たいの中では、比較的体力のある羽は々ば姫きだが、犬と本気で競きよう争そうして勝てるほど甘くはなかったらしい。そしてバテバテの羽々姫に追い打ちをかけるように、食堂で待っていた音ね々ねが無邪気な声で訊きく。

「羽々姫さん、負けちゃったのー？」

「ち、違います。まだ勝負はついてませんから。今日きようのところは勘弁してあげただけです！」

　慌てて顔を上げた羽々姫が、鳴々葉に支えられたまま必死に言い訳する。そして羽々姫は、食堂のテーブルの片隅を眺めて、不意に目を丸くした。

　そこに置かれた皿の上には、鮮あざやかな色合いの生肉が盛りつけられていた。今どき市場でも滅多めつたに手に入らない、高級な生食用の馬ば刺さしである。

「なにこれ？」

「え……と、今日の晩ご飯だけど？」

「なんでこんないい肉？　今日ってなにかのお祝いだったっけ？」

　声を弾ませながら、羽々姫が訊く。借金まみれで質素な食生活を続ける羽々姫にとって、その肉は目も眩くらむほどのご馳ち走そうに見えているのだろう。実際、高価な肉なのだが。

　しかし鳴々葉は、今にも涎よだれを垂らしそうな羽々姫の横顔から、そっと目を逸そらす。

「あの、そうじゃなくて、晩ご飯というのは、つまり、その子の」

　そう言って鳴々葉が指さした先には、首くび輪わをつけた中尉の姿があった。

　羽々姫は呆ぼう然ぜんと瞳どう孔こうを開いて、生肉と中尉を見比べて、

「え？　中尉の……エサ？」

「うん。中尉の食事は栄養バランスをきちんと計算した献こん立だてが、本社のほうから毎日送られてくることになってるんだって」

「こんな肉が……毎日……」

　目め眩まいを起こしたように、ふらふらとその場に屈かがみこむ羽々姫。そのまま動かなくなった彼女の背中が、小刻みに震ふるえ出す。やがて羽々姫の口から洩もれ出したのは、地の底から響ひびいてくるような不敵な笑い声だった。

「ふっふっふ、甘いわ──！」

　鳴々葉が心配そうに見守る中、羽々姫が再び立ち上がる。そして彼女はテーブルの上に手を伸ばすと、生肉の載った皿をつかんで高らかに頭上に掲げた。

「は、羽々姫ちゃん？」

「ふははは！　そんな軟弱な生活をしてたら傭よう兵へい稼か業ぎようは務まらないわ！　しょせんこの世界は弱肉強食。中尉の肉は、先せん輩ぱいであるわたしの肉！」

「ペ、ペットの食べ物をカツアゲしようとする飼い主って……」

　欲望に取とり憑つかれた羽は々ば姫きの奇行に、鳴な々な葉はが真ガ剣チにドン引きする。

　しかし羽々姫は子どものようにムキになり、

「いいの。これも教育の一いつ環かんなの。我慢と命令に従うことを覚えさせるのも飼い主の役目──！　というわけで、この肉はわたしがあとで美お味いしくいただいて……え!?」

　その瞬しゆん間かん、羽々姫に飛びかかったのは中尉だった。べつに自分のエサを横取りされて怒っているわけではないのだろう。ただ皿を奪って騒さわぐ羽々姫を見て、そういう遊びだと勘違いしてしまったらしい。

「ちょっ……違う、中尉！　これはべつに遊んでるわけじゃなくて、待てステイ！　待てステイ！」

　中尉の体当たりをまともに喰くらって、羽々姫が転倒。そんな彼女の全身に、撒まき散らされた生肉が降り注ぐ。羽々姫の上に飛び乗った中尉は、さっそく生肉まみれの彼女に鼻先を押しつけて、あちこち舐なめ回し、羽々姫はたまらず悲鳴を上げた。

「羽々姫ちゃん……」

　地獄絵図のようなその光景を、為なすすべもなく立ち尽くして見守る鳴々葉。

　そんな彼女たちを呆あきれ顔がおで眺めて、

「仲いいな、こいつら」

　テーブルに座っていた紗さ々さ羅らが溜ため息いきをついた。




　　　　４




　それからの一週間ほどは平へい穏おんに過ぎた。

　あれほど頻ひん繁ぱんだった禍憑妃マガツヒの侵攻も途と絶だえて、獣じゆう装そう巫ふ兵へい部ぶ隊たいの出しゆつ撃げき回数も減っていた。大陸方面の不穏な情勢は続いていたし、よその地区では相変わらず小規模な侵攻が確かく認にんされていたが、少なくとも極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの管かん轄かつ内ないでは、禍憑妃マガツヒの出現がぱったりと止やんでいたのだ。

　束つかの間ま訪れた平和な日々。それは傭よう兵へいである羽々姫たちにとっては、暇な日々ということでもある。その退屈を紛らわしてくれたのは、中尉だった。

　最初は怯おびえていた鳴々葉も、少しずつ中尉の存在に慣なれて、今では彼の頭を撫なでられる程度にはなっていた。音ね々ねは怪しげな薬品入りのエサを中尉に与えようとして、そのたびに羽々姫に𠮟しかられていたし、紗々羅は基地の売店までの便利な使いっ走りとして中尉を活用。おかげで中尉は賢かしこいお使い犬として、基地内に着々とファンを増やしていた。

　世話係の羽々姫だけは躾しつけと称して中尉と張り合い、そのたびにストレスをためこんでいたが、ともあれ、飼い主の無ぶ聊りようを慰なぐさめるのが愛あい玩がん動物の役目だというのなら、中尉はそれを立派に果たしたといえるだろう。




「行きますよ、中尉。そーれ、とって来い！」

　その日も羽は々ば姫きたちは、トレーニングという名目で中尉と戯たわむれていた。

　基地の裏庭のだだっ広い空き地で、鳴な々な葉はが円えん盤ばん形がたのオモチャを放り投げ、それを中尉が追いかけるという平和な光景が繰くり広げられている。短い脚に似合わぬ機き敏びんな走りでフライングディスクの落下地点に回りこみ、見事に空中でキャッチしようとする中尉。だが、

「させるかァッ！」

「は、羽々姫ちゃん!?」

　そんな彼に向かって大人おとなげない本気のタックルをぶちかましたのは、羽々姫だった。

　予期せぬ不ふ意い討うちに中尉の身体からだが数メートルほど吹っ飛び、その隙すきに羽々姫がディスクをつかみ取る。羽々姫は横取りしたディスクを勝ち誇ったように頭上に掲げ、

「よっしゃーっ！　これでわたしのほうが立場が上ということで確かく定ていね。人間様に勝てると本気で思ったか、この犬コロめ！　犬コロめ！」

「……犬と対等に張り合ってる時点で、人間として負けてる気がするよ、羽々姫ちゃん……」

　激はげしい目め眩まいに襲おそわれたように、頭を抱えてうずくまる鳴な々な葉は。

　羽々姫はそんなことには目もくれず、勝利の雄お叫たけびを上げ続ける。それを見逃す中尉ではなかった。羽々姫の本気タックルを喰くらったことで、これはそういう遊びだと認にん識しきしたらしい。無防備な羽々姫のどてっ腹に向かって、助走をつけた中尉の体当たりが炸さく裂れつ。羽々姫は悲鳴を上げることもできずに悶もん絶ぜつした。

「仲いいな、あいつら」

　そんな羽々姫たちの様よう子すを遠目に眺めながら、紗さ々さ羅らが淡々と呟つぶやいた。

　だらしなく木の幹にもたれた姿勢だが、彼女の目つきはなぜか妙に真剣だ。

「そうねー。精神年ねん齢れいが近いのかしら」

　紗々羅の隣となりに座った音ね々ねが、膝ひざの上に抱いたノートパソコンを操そう作さしながらくすくすと笑う。パソコンの画面に映し出されているのは、羽々姫たちと戯れる中尉の姿だ。

「普通の犬の知能は人間の二、三歳児程度だっていうしな」

　そう言って紗々羅は身体を起こした。音々の横からパソコン画面の表示をのぞきこむ。

「データ、取れたか？」

「ええ」

　紗々羅の質問に、音々が悠然と頷うなずいた。

「中尉の聖衣シユラウドは、羽々姫ちゃんのＡＳ５５２クシナダと同じ突とつ撃げき型がたね。固有権能は、前面に多重結界を展開しながらの強行突撃。単体での戦せん闘とう能力はＣマイナスといったところかしら」

「戦力外Ｃマイナスか。まあ、だいたい予想どおりだな」

　後ろ髪をかき上げながら、紗々羅が呟く。音々も苦笑混じりに微ほほ笑えんで、

「そうねー。どう見ても犬だしねー」

「犬だよなー」

「……なんの話をしてるんですか？」

　不ふ思し議ぎそうな表情で紗さ々さ羅らたちの会話に割りこんできたのは、羽は々ば姫きだった。泥まみれになっている彼女の姿が、先ほどまでの中尉との戦いの苛か烈れつさを物語っている。

　そんな羽々姫を怪け訝げんそうに見上げて、音ね々ねが小さく首を傾かしげた。

「あら、中尉は？」

「寝ちゃいましたけど。さすがに遊び疲れたみたいで」

　そう言って羽々姫は背後を振り返る。少し離はなれた場所で、鳴な々な葉はに抱かれて、くったりと力尽きたように眠っている中尉が見えた。
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「おまえも疲れた顔してるな」

　眠そうに目をこすった羽々姫を眺めて、紗々羅がからかうように言う。羽々姫はムッと唇を尖とがらせて、

「そう思うなら、先せん輩ぱいたちも少しは中尉の世話を手て伝つだってくださいよ。わたし一人ひとりじゃ面めん倒どう見きれませんよ」

「我慢しろ。今夜までの辛しん抱ぼうだ」

　何気ない口く調ちようで、紗々羅が言った。羽々姫はきょとんと目を瞬しばたいた。

「今夜まで……ってなにがです？」

「中尉は明日あした、本社に返す。彼の聖衣シユラウドのデータもだいたい集まったしな」

　感情の籠こもらない紗さ々さ羅らの言葉を、羽は々ば姫きは無表情に聞いていた。

　紗々羅がなにを言っているのか、すぐには理解できなかった。

「本社に返す……ってどうして？　中尉はわたしたちの後こう輩はいじゃなかったんですか!?」

　かすれた声でどうにかそれだけ言い返す。しかし紗々羅は鬱うつ陶とうしげに手を振って、彼女の言葉を途中で遮さえぎった。

「最初に言っといただろ。中尉は実戦テストのために試し験けん的てきにうちに配属になったって」

「そんな……」

　羽々姫が強く唇を嚙かんだ。頭の後ろで腕を組み、紗々羅が芝生しばふの上に寝っ転がる。

「これでもう中尉の世話をしなくてすむぞ。よかったな」

　羽々姫はなにも答えなかった。
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　羽々姫はベッドに転がって、ぼんやりと兵舎の天てん井じようを見上げていた。消灯時間はとっくに過ぎていたが、目が冴さえてしまって眠れない。

　羽々姫の部へ屋やの片隅には、毛布にくるまった中尉の姿もある。赤あか間まが関せき基き地ちにやってきて以来、なぜか中尉も羽々姫の部屋に寝泊まりすることになっていたのだ。

　その中尉が、時折、闇やみの中で身じろぎする気配けはいが伝わってくる。間もなく訪れる別れを予感しているのか、彼もまた眠れずにいるらしい。

「おいで、中尉」

　羽々姫が彼に呼びかける。と、それを待ちわびていたかのように、中尉が羽々姫のベッドの上に飛び乗ってきた。いきなり腹の上にのしかかられて、羽々姫はぐえ、と情けなくうめく。

　だがそれでも中尉を押しのけようとはせずに、羽々姫は彼の背中を撫なでた。毛皮のもふもふとした感触と温ぬくもりが、掌てのひらにじんわりと伝わってくる。

　この感触とももうすぐお別れなんだな、と不意に実感して、羽々姫は細く溜ため息いきをついた。

「そうか、おまえ……いなくなっちゃうのか」

　ほんの一週間と少しのつき合いだ。

　どちらかといえば手間がかかったり、面めん倒どうだったり、ひどい目に遭った記き憶おくのほうが多い。それでも中尉は間違いなく、初めてできた羽々姫の後こう輩はいだったのだ。そんなことを考え出すと、羽々姫の胸は締しめつけられるように痛んだ。

　しかし、そんな羽々姫の感慨は、突然、襲おそってきた痒かゆみに邪じや魔まされる。全身が妙にチクチクと痒い。

「──って、ノミ！」

　中尉の身体からだを持ち上げて、羽は々ば姫きはガバッと起き上がる。羽々姫のベッドにノミを撒まき散らした張本人は、何食わぬ表情で羽々姫を見つめて、てへ、と舌を出していた。

「ああもう……この駄だ犬けんは本当にもう！」

　羽々姫はノミまみれになったパジャマを脱ぎ捨て、中尉を連れてシャワー室へと向かった。

　シャワーを嫌いやがって逃げ出そうとする中尉を押さえつけ、鳴な々な葉はが買ってきたノミ取りシャンプーをぶちまける。中尉がぶるぶると身体を振り、飛び散った泡が羽々姫の顔面を直ちよく撃げきした。

「ぶわっ、抵抗するな、こら。おとなしくしなさい」

　自らもシャンプーまみれになりながら、羽々姫はどうにか中尉を押さえつけることに成功。ズブ濡ぬれになった中尉は、ついに抵抗を諦あきらめておとなしくなった。

　どことなく落ちこんでいるようにも見える彼を、羽々姫はやれやれと見下ろして、

「そんなんで独りで本社でやってけるの？」

　無む意い識しきに心配そうな声が洩もれる。いっそのこと、この子を連れてこのまま逃げてやろうか、などと羽々姫が物ぶつ騒そうなことを思ったとき、中尉がいきなり彼女の腕から抜け出した。

「……中尉？」

　羽々姫には見えないなにかを凝視ぎようしするように、中尉はじっと壁かべの向こう側を睨にらんでいる。

　そして中尉は、ぶるぶると水みず飛沫しぶきを撒き散らし、羽々姫の左手を甘あま嚙がみしたまま走り出した。羽々姫についてこい、と言っているのだ。

　当然、抵抗しようとする羽々姫だが、中尉は手を離はなしてくれない。ノミ取りシャンプーの泡にまみれたまま、羽々姫は、深夜の基地内を素っ裸で引きずられていく。

「えーっ!?」




　真夜中にふと目を覚ますと、紗さ々さ羅らの枕まくら元もとには、薄はつ幸こうそうな顔立ちの、髪の長い女が立っていた。さすがに紗々羅も息を吞のむ。と、その女が、今にも泣き出しそうな声で呼びかけてきた。

「先せん輩ぱい！　起きてください、紗々羅先輩！」

「……なんだ。鳴々葉か」

　ぐったりと脱力しながら、紗々羅がやれやれと起き上がる。時計とけいは午前三時前を指している。

　震ふるえている鳴々葉の後ろには、枕を抱いたままの音ね々ねもいた。どうやら非常事態が発生して、鳴々葉が全員を起こして回っているらしい。奇妙なのは、こんなとき真っ先に大おお騒さわぎしそうな羽々姫の姿が見えないことだ。

「こんな時間にどうしたよ。幽ゆう霊れいでも出たのか？」

「いえ、そうじゃないんですけど」

　紗々羅の質問に、鳴々葉が頼りなく首を振る。それを見た音々が、まだ少し寝ぼけた声で、

「おねしょ？」

「違います！」

　頰ほおを赤らめながら鳴な々な葉はが叫んだ。

「羽は々ば姫きちゃんがいないんです。中尉も一いつ緒しよに基地を出ていったみたいで」

　なんだそんなことか、と紗さ々さ羅らは気の抜けたようなあくびを洩もらす。

「散歩か。子どもは起きるの早はえぇな」

「は、羽々姫ちゃんたちの聖衣シユラウドもなくなってるんです。もしかしたら中尉と別れるのが嫌いやで、基地から脱走したんじゃないかと」

「……脱走？」

　音ね々ねが不意に真ま面じ目めな声を出す。紗々羅も無む意い識しきに顔をしかめた。

「ふーん」

「どうしましょう。問題になる前に捜して連れ戻したほうが……」

　鳴々葉がおろおろと視し線せんを彷徨さまよわせる。

　民間軍事会社の社員といえども、傭よう兵へいである以上、基地からの無断外出は重大な契約違反だ。ましてや兵器である獣装戦闘服ＢＤＵを勝手に持ち出したとなると、犯罪者として扱われても不ふ思し議ぎではない。基地の上層部に知られる前に、どうにかして連れ戻すべきだった。が、

「まあ、大丈夫だろ」

　紗々羅はなんの根拠もなくそう言いきって、再び毛布にくるまった。鳴々葉が混乱したように顔を引ひき攣つらせる。

「え？」

「お腹なかが空すいたら帰ってくるんじゃないかしらー。ほら、帰き巣そう本能ってやつ？」

　無責任なことを言いながら、紗々羅のベッドに倒れこむ音々。そうそう、と紗々羅も頷うなずいて、

「羽々姫のやつ、金も持ってないしなー」

「そ、それはそうですけど、でも、万一のことがあったりするかも……」

「万一のことって？」

　紗々羅が面めん倒どうくさそうな口く調ちようで訊きき返す。鳴々葉は、うう、と弱々しく唸うなりながら、

「えーと、禍憑妃マガツヒと遭遇したりとか……」

「ンな馬ば鹿かな」

「そうねー。いくらなんでもそんなにタイミング良く出現したりは──」

　紗々羅と音々が、鳴々葉の発言を笑い飛ばそうとしたその直後、兵舎天てん井じようのスピーカーから、館かん内ない放送が鳴なり響ひびいた。

『──赤あか間まが関せきコントロールより各員へ。周す防おう灘なだ付近に大規模な破局粒子ＤＣＰの放出を検知。各巫ふ兵へいはただちに獣装戦闘服ＢＤＵを着装し、出しゆつ撃げき願ねがいます』

　けたたましいサイレンの音が鳴り響く中、三人は互いの顔を見合わせて、叫ぶ。

「出た──っ！」
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「禍憑妃マガツヒ──!?　こんなところに？」

　地面を突き破るようにして、巨大な禍憑妃マガツヒが出現する。その様よう子すを、羽は々ば姫きは、わずか数百メートル離はなれた場所から目もく撃げきしていた。赤あか間まが関せき基き地ちを飛び出した中尉が、羽々姫を無理やり禍憑妃マガツヒ出現地点まで引っ張ってきていたのだ。

「知ってたの、中尉？　あんた、まさかわたしをここに連れてくるためにあんなことを!?」

　中尉の歯形がくっきり残った左手を押さえて、羽々姫が恨うらみがましい口く調ちようで訊きく。

　褒ほめてもらえると思ったのか、中尉は尻尾しつぽを振りながら、わん、と吼ほえた。しかし羽々姫は、くわっ、と目め尻じりを吊つり上げて、

「わん！じゃねーよ！　わたし一人ひとりであんな大物倒せるわけないでしょうが!?　殺す気か!?」

　目の前にいる禍憑妃マガツヒの巨体を指さし、悲鳴のような声を出す。

　地面をぶち抜いて現れた禍憑妃マガツヒは、全長およそ六十メートルほど。

　古代の巨木を思わせる、植物系の妖よう獣じゆうだ。

　広こう範はん囲いに広がる樹じゆ枝し状じようの触手は、鞭むちのようにしなって接近する物体すべてを攻撃する。紅こう葉ようしているように見えるのは、禍憑妃マガツヒの魔ま力りよくが生み出す高温の炎のせいらしい。その炎に邪魔されて、迂う闊かつに近づくこともままならない。

　巨大な本体を支える無数の根は、蛸たこの足のようにウネウネと絡み合いながら蠕ぜん動どうし、意外なほどの高速移動を可能にしている。無数に枝分かれしたその〝足〟の一本一本が、それぞれ自らの意思を持って地上にある建造物を片っ端から踏みつぶしていた。前後左右どこにも死角がない、正真正銘の怪物である。とりあえず羽々姫と犬一匹でどうにかなるような相手ではない。

「……つっても、こんな市街地の近くまで接近されてたら、放置するわけにもいかないわよね。せめて足止めだけでもやんないと」

　巨大禍憑妃マガツヒの出現地点は、すでに門も司じ港こう絶対防衛線ラインの内側だ。海を越えれば、そこはもう赤間関の市街地である。

　高こう熱ねつの炎で岩がん盤ばんを融ゆう解かいし、地底を掘り進むことによって、この妖獣は、警けい戒かいの厳きびしい門司港絶対防衛線ラインを突破してきたのだ。ここしばらく禍憑妃マガツヒの襲しゆう来らいが少なかったのは、地中の移動に時間がかかっていたせいかもしれない。

　とはいえあれをどうしたものか、と羽々姫は、気乗りしない表情で立ち上がって剣を抜く。

　そんな羽々姫を励ますように、中尉が、わん、と勢いよく吼えた。

「だから、わん！じゃなくて……もういいわ、中尉はここでおとなしく待ってて。おシ座ツりト！　待てステイ！」

　ここ一週間の躾しつけの成果か、中尉は素直に羽は々ば姫きの指示に従った。

　今の中尉が身につけているのは、白い首くび輪わと、乗馬用の鞍くらに似た鎧よろい。四肢の先端には、ルームシューズのようなモコモコの長靴が装着されている。しかもご丁てい寧ねいに肉球付きだ。それが中尉の専用聖衣シユラウドなのだ。

　ただし、その戦せん闘とう能力はＣマイナス。〝単独では標準的な禍憑妃マガツヒを撃げき破はできない〟と判定された「戦力外」の聖衣シユラウドである。それに対して、あの巨大禍憑妃マガツヒの戦闘能力は、間違いなく天災級Ａクラス。戦力外Ｃマイナスの中尉を連れていっても、無む駄だ死じにさせるだけだろう。

「〝クシナダ〟！　封印解放第三段階アンシール・レベルスリー──！」

　羽々姫は聖衣シユラウドの背中に装着された羽根を展開し、空中へと浮上した。

　間近で見た禍憑妃マガツヒは、地上から見上げるよりもさらに大きく見えた。あまりにも巨大すぎて、どこを攻撃すれば足止めできるのか、見当もつかない。

　羽々姫の聖衣シユラウド、ＡＳ５５２クシナダの戦闘能力評価はＢ。通常、評価が一段階違えば、実際の戦闘能力は十倍ほどの開きがあるといわれている。つまり、あの天災級Ａクラス禍憑妃マガツヒと互角に戦うには、羽々姫と同格以上の獣じゆう装そう巫ふ兵へいが最低十人は必要だということだ。まともに戦えば勝ち目はない。

「とりあえず、足か！」

　雑草を引き抜くときは根っこから──という基地の花か壇だんで見た張り紙を思い出し、羽々姫は、禍憑妃マガツヒの足元に向かって急ダ降イ下ブした。これだけの巨体を支えている足である。生半可な攻撃では傷つけることもできないだろうが、逆に言えば、そこを傷つけることができれば、多少でも移動力を奪うことができるはずだった。

　しかしそんな羽々姫に向かって、上空から炎の奔ほん流りゆうが降り注いだ。炎の正体は、禍憑妃マガツヒの触手。超音速で飛来する炎の鞭むちが、暴ぼう力りよく的てきな破は壊かい力りよくで羽々姫を撃うち落とそうとする。

「ちょ……!?　死ぬ！　マジで死ぬ！」

　もはや根っこに近づくどころではなかった。滝のように降り注ぐ炎から、逃げ惑うだけで精一杯だ。しかしそれにもすぐに限界が訪れる。羽々姫の聖衣シユラウドの権能は生体感覚加速による超高速移動だが、物理的に逃げ場所がどこにもない状況では、どんなに速く動いても、攻撃をよけることはできないのだ。

　四方から飛来する炎の触手を、かわしきれないと羽々姫が絶望したとき──

「〝磐船イワフネ〟──！」

　海上から飛来した光の剣が、触手の一本を弾はじき飛ばしてわずかに軌道を変えた。羽々姫にはそれだけで十分だった。超高速移動で、かろうじて〝詰みチエツクメイト〟の状態を抜け出した羽々姫が、光剣の放たれた方角を振り返る。

「──鳴な々な葉は!?」

　赤あか間まが関せき基き地ちのある方角から近づいてくるのは、純白の聖衣シユラウドを着た獣装巫兵だ。その隣となりで、ヒラヒラと鉄てつ扇せんを振っている少女の姿も見える。

「羽は々ば姫きさん、生きてるー？」

「音ね々ね先せん輩ぱい！　紗さ々さ羅ら先輩まで……」

　最後にやってきた小隊長を見て、羽々姫は胡う乱ろんげに目を眇すがめた。禍憑妃マガツヒが地上に現れて、まだ十分も経たっていない。ただでさえ面めん倒どうくさがりな上に、極端に寝起きの悪い紗々羅が、こんなに早く戦場に到着することは常じよう識しき的てきにあり得ないはずだ。

「……妙に早かったですね？　べつにいいですけど。助かりましたけど」

「中尉を連れて基地を脱走した馬ば鹿かがいて、夜中に叩たたき起こされたからな」

　疑惑の眼まな差ざしを向けてくる羽々姫を、紗々羅が不ふ機き嫌げんそうに睨にらみ返す。

　羽々姫は慌てて首を振り、

「だ、脱走じゃありません。中尉がわたしを無理やり連れてきただけで──」

「ほー。ついにエヴェレット中尉を上官として認めたのか？　曲がりなりにも人間のおまえが、四足動物の命令に従っただけだと？」

「うぐぐぐぐ」

　紗々羅の皮肉っぽい問いかけに、羽々姫が苦く悶もんするような声を出す。

　そんな二人ふたりのやりとりを遮さえぎったのは、鳴な々な葉はの涙声だった。

「話はあとにして手て伝つだってくださいよう！　早くあの禍憑妃マガツヒを止めないと……！」

　鳴々葉のＡＳ５５０サグメは、狙そ撃げき型がたの聖衣シユラウドだ、禍憑妃マガツヒの攻撃範はん囲い外がいから、一方的に光の短剣を撃うち出して猛攻を続けている。しかし巨大禍憑妃マガツヒの動きにはほとんど影えい響きようはない。彼女の聖衣シユラウドの攻撃力では、あの禍憑妃マガツヒに有効打を与えられないのだ。

「ああくそ、面倒くせーな……〝散藤バラフジ〟──！」

　気け怠だるげな口く調ちようで言いながら、紗々羅が巨大な炎の奔ほん流りゆうを放つ。彼女のＭＳ２４０サクヤを駆動しているのは、赤あか間まが関せき基き地ちの地下に封印された禍憑妃マガツヒ〝火焰樹カエンジユ〟の魔ま力りよくだ。その戦せん闘とう能力評価は、世界でも数体しか存在しないといわれる天変地異級Ａプラス。最強クラスの攻撃力を誇る彼女なら、あの巨大禍憑妃マガツヒにも対抗できるはずだった。

「すごい……」

　桜さくら色いろの業ごう火かに包みこまれた巨大禍憑妃マガツヒを眺めて、鳴々葉が呆ぼう然ぜんと息を吐く。

　実際それは頼もしいというよりは、本能的な恐怖を感じさせる光景だった。たった一人ひとりの少女の攻撃が、全長六十メートルを超える妖よう獣じゆうの巨体を、一いつ瞬しゆんで焼き尽くそうとしているのだ。それはもはや獣じゆう装そう巫ふ兵へいの戦闘というよりも、戦略兵器の爆ばく発はつを見ているような印象に近い。

「さすがにこんなときだけは役に立ちますよね、紗々羅先輩も」

　ホッと肩の力を抜きながら、羽々姫が言う。しかしその場でただ一人、紗々羅だけが不愉快そうに唇を歪ゆがめている。

「いや……やべーな」

「え？」

「……あいつは〝同類〟だ」

「同類……って、もしかして〝サクヤ〟の？」

　紗さ々さ羅らの不ふ機き嫌げんさの理由に気づいて、羽は々ば姫きが顔を強こわ張ばらせる。

　聖衣シユラウドとは、正せい確かくには人類が造り出した兵器ではない。禍憑妃マガツヒの細胞から生み出され、封印された禍憑妃マガツヒの魔ま力りよくによって駆動するという、一種の呪じゆ術じゆつ的てきな触媒なのである。

　その聖衣シユラウドを着こなすことができるのは、封印された禍憑妃マガツヒと交信コミユニケートする特殊な才能を持った少女だけ──

　聖衣シユラウドの装着者たる獣じゆう装そう巫ふ兵へいとは、災さい厄やくの獣けものを手て懐なずけ、その力を借りて戦う巫み女こなのだ。

　当然、その能力は万能ではない。封印された禍憑妃マガツヒからの魔力の転送には、莫ばく大だいな費用が必要だし、魔力の制御には常に暴ぼう走そうの危険がつきまとう。そして、

「ああ。火焰樹カエンジユの亞種だ。あたしの攻こう撃げきじゃあいつは倒せねェ」

　すっかりやる気をなくした表情で紗々羅が言う。青ざめたのは羽々姫たちだった。

　火炎放射器では、火事は消せない。当然すぎるほど当然のことだ。禍憑妃マガツヒの魔力では、同じタイプの禍憑妃マガツヒは倒せないのだ。

「ＬＳ２４９オトタチバナ──！」

　途方に暮れている羽々姫たちの代わりに、飛び立っていったのは音ね々ねだった。強力な防御結界の生成能力を誇る彼女の聖衣シユラウドは、炎の触手をものともせずに巨大禍憑妃マガツヒに接近していく。そして相手の懐ふところに入りこんだところで、彼女は凄すさまじい爆ばく発はつを巻き起こした。

　結界の内部で極限まで圧あつ縮しゆくした魔力を一気に解放する、爆縮結界と呼ばれる大技である。

　その破は壊かい力りよくは、紗々羅の炎と比較しても遜そん色しよくない。それを至近距きよ離りからまともに喰くらって、禍憑妃マガツヒの巨体が大きく揺らいだ。無数の触手が残らずちぎれ飛び、幹も半ばからへし折れている。

　さすがにこれではひとたまりもあるまい、と羽々姫たちがホッと胸を撫なで下ろし、その直後、

「きゃあああああああっ！」

「音々先せん輩ぱい……!?」

　消え残る爆煙の中から放たれた触手の一撃を浴びて、音々の身体からだが吹き飛んでいく。

　まるでマンガのように空高く上昇していった音々は、そのまま星になるかと思われたところで重力に引かれて自由落下を開始。海面に激げき突とつして、高さ数十メートルの水柱を噴ふき上げた。

　それでもどうにか生きているのは、強力な防御結界に護まもられた音々だからだ。羽々姫たちが今の攻撃を喰らっていたら、跡形もなく消し飛んでいただろう。とはいえ、さすがに無傷というわけにはいかなかったらしい。プカプカと波間を漂いながら、彼女はぴくりとも動かない。

「音々先輩が……音々先輩が……！」

「なんてしぶとい禍憑妃マガツヒなの……!?」

　羽は々ば姫きたちは口々に悲ひ愴そうな叫びを洩もらしながら、紗さ々さ羅らを睨にらむ。

「おまえら、なんであたしを見るんだよ!?」

「いや、さすが紗々羅と相性がいい禍憑妃マガツヒだな……と思って」

「火焰樹カエンジユは〝火種シード〟を破は壊かいしないと、すぐに再生するんだよ！」

　紗々羅が憤ふん慨がいしたように言った。その言葉どおり、音ね々ねの攻こう撃げきによって深傷ふかでを負ったはずの巨大禍憑妃マガツヒは、ものすごい勢いで再生を始めていた。

　ちぎれ飛んだ触手が次々に生はえ替わり、へし折れたはずの幹から新たな枝が伸びていく。

「〝火種シード〟……って、あの真ん中で光ってるやつですか？」

　羽々姫は、巨大禍憑妃マガツヒの中心部で輝かがやく、鬼ほお灯ずき型がたの果実を指さした。音々の攻撃で〝火種シード〟が剝むき出だしになっていたのは一いつ瞬しゆんだ。再生した触手がたちまちそれを覆おおい隠して、完かん璧ぺきに防御する。

「って、わたしたちの武器じゃ、あんなのどうにもできないですよ！」

　羽々姫が絶望的な気分でわめいた。圧倒的な破壊力を誇る音々の〝爆ばく縮しゆく結界〟でも、傷つけることができなかったのだ。羽々姫たちの聖衣シユラウドの武装では、〝火種シード〟を撃うち抜くような攻撃を繰くり出すことはほぼ不可能だ。

「心配ねーよ。こんなときのためにエヴェレット君を配属まわしてもらっておいたんだから」

　なぜか余裕の表情で紗々羅が言った。羽々姫と鳴な々な葉はは、困惑したように目を瞬しばたき、

「は？　中尉？」

「で、でも、中尉の権能は、たしか強行突撃ですよね……戦せん闘とう能力Ｃマイナスの……？」

「まさか……いくら中尉が犬畜生だからって、爆弾を背負わせてカミカゼアタックを強しいるという、動物愛あい護ご団体の猛もう抗こう議ぎ間違いなしの非人道的作戦を実行する気なんじゃ……」

「そんなんじゃねーよ！　……って中尉はどこだ？」

　ようやく中尉の不在に気づいて、紗々羅が周囲を見回した。羽々姫は居い心ごこ地ち悪そうな表情で頭をかき、

「中尉なら戦闘に巻きこまれないように、海沿いの公園で待つように言いつけてきましたけど」

「……まさかとは思うが……海沿いの公園っていうのは、あれのことか？」

「へ!?」

　紗々羅が指さした方角を見て、羽々姫の顔面からザッと血の気が引いた。

〝爆縮結界〟の直撃によって進路が逸それた巨大禍憑妃マガツヒが、今まさにその公園を踏みつぶそうとしているところだったのだ。

「ちゅ……中尉はもう逃げたよね……!?」

　声を震ふるわせながら羽々姫がうめく。しかし紗々羅は渋じゆう面めんで喉のどを鳴らし、

「いや、あいつ、ああ見えて、おまえに懐なついてたからな。案外、言いつけを守って、じっと待ってるって可能性も──」

「は、羽は々ば姫きちゃん！　あれ！」

　鋭するどく叫ぶ鳴な々な葉はが見ていたのは、公園の隅っこにあるブランコの近く。飼い主の帰りを待つ忠犬のように、ぺたんとお座りした中尉の姿がある。そんな彼の頭上を目がけて、禍憑妃マガツヒの巨大な根っこが降下を始めていた。

「ク、ＡＳ５５２クシナダ──封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

　羽々姫が、聖衣シユラウドの能力を全開にして飛び出した。常人の一千倍まで反応速度を上げた彼女は、音速以上の速さで疾走することが可能だ。だが、それでも中尉までの距きよ離りは絶望的に遠い。空気の摩ま擦さつが分厚い壁かべとなって、彼女の前に立ちはだかる。

「中尉────っ！　逃げて！」

　加速状態で叫んだ羽々姫の声は、中尉の耳には届かない。ただ、近づいてくる彼女に気づいて、中尉は嬉うれしそうに振り返り、人ひと懐なつこい表情で、わん、と鳴いた。

　禍憑妃マガツヒの根っこが公園を踏みつぶしたのは、その直後だった。

「そんな……」

　跡形もなく踏みつぶされた公園の周囲が、灼しやく熱ねつの炎に包まれる。確かく認にんするまでもない。あんな攻こう撃げきを喰くらって耐えられる獣じゆう装そう巫ふ兵へいはいない。ましてや戦力外Ｃマイナスの聖衣シユラウドしか持たない子犬では──

「わん！じゃないよ……中尉……」

　羽々姫が、ふらふらと着地して膝ひざを突く。

　中尉が死んだのは、ほかの誰だれでもない、羽々姫自身のせいだった。中尉は、禍憑妃マガツヒが出現することを前もって教えてくれた。そして羽々姫の言いつけを守って公園で待ち続け、そのせいで禍憑妃マガツヒに踏みつぶされたのだ。

　しかし焦点を失った自分の視界に、奇妙な光景が映っていることに羽々姫は気づく。

　すでに加速状態は解除している。しかし巨大な禍憑妃マガツヒの根っこが、着地する寸前の姿で不自然に止まっていた。どれだけ待っても、それが踏み下ろされることはない。

　逆に根っこは少しずつ浮き上がっていく。全長六十メートル近い巨大禍憑妃マガツヒの足を、誰かが下から押し返そうとしているのだ。

「え……!?」

　その圧力に耐えかねて、ついに禍憑妃マガツヒの根っこがへし折れる。その裂け目から飛び出したのは、聖衣シユラウドに身を包んだ小型の四足動物だった。

　だが、それは中尉ではない。中尉一匹で、あの巨大禍憑妃マガツヒに抗あらがうほどの力はない。空へと向かって舞まい上がっていくのは、色とりどりの無数の中尉だ。

　赤毛の中尉。マロ眉まゆの中尉。白黒まだらの中尉。額ひたいの模様や、毛の長さも違う。それらすべてが中尉ではなく、そして同時に中尉でもあった。

「中尉が……いっぱい……！」

　いつの間にか傍そばに来ていた鳴な々な葉はが、感嘆したような声で言う。

　羽は々ば姫きはのろのろと顔を上げて彼女を見た。光の波長を操あやつって自らの幻像を作り出すのは、鳴々葉が得意とする戦術である。

「分身？」

「ううん、実体だよ。中尉が増えてる……！」

「あれが中尉の権能ちからだ。枝分かれした無数の多元世界パラレルワールドに存在する自分自身を召喚してるんだよ──その総数は実に百一匹」

「ヒュー・エヴェレットの多世界解釈……」

　鳴々葉がぼそりと恰かつ好こうよさげな言葉を呟つぶやく。羽々姫はようやく我に返って眉まゆをひそめ、

「中尉の権能は強行突とつ撃げきだったんじゃ？」

「それは中尉の聖衣シユラウドの能力だろ。自己召喚は中尉自身の権能だよ」

　紗さ々さ羅らが愉快そうに唇を吊つり上げて笑った。彼女の言葉が意味することに気づいて、羽々姫たちが息を吞のむ。権能とは、破局粒子ＤＣＰによって引き起こされる超常現象の総称だ。

　禍憑妃マガツヒの魔ま力りよくを借りた聖衣シユラウド以外に、権能が使える存在は、ただひとつしか存在しない。それは禍憑妃マガツヒそのものである。

「権能って……じゃあ、中尉の正体は……」

「禍憑妃マガツヒ……！」

「最初に言っといただろ。犬っぽく見えなくもない、ってな」

　紗々羅が小さく鼻を鳴らす。そう、たしかに彼女だけは、中尉を犬ではなく常に新入隊員として扱っていた。禍憑妃マガツヒとは神話や伝承で語られてきた、災さい厄やくの獣けものだ。しかし希まれに人類と共生が可能な変わり種も存在する。羽々姫たちが着ている聖衣シユラウドが、そのなによりの証明だ。中尉も、そんな変わり種の一員だったのだ。

　聖衣をまとった百一匹の中尉が、禍憑妃マガツヒの上空へと集結する。

　彼の聖衣の権能は強行突撃。戦せん闘とう能力は戦力外Ｃマイナス。だが、それと同格の獣じゆう装そう巫ふ兵へいが百一匹いれば能力評価は一気に二段階引き上がる。ＣマイナスからＡマイナスへ。そしてそこに羽々姫が加われば──

「行っけえええええっ！　中尉！」

　羽々姫の声に応こたえるように、光に包まれた中尉が禍憑妃マガツヒへと突撃していく。それはいわば聖衣シユラウドのショットガンだった。禍憑妃マガツヒの触手が次々に引き裂かれ、幹が砕けた。そして剝むき出だしになった〝火種シード〟を、最後に突撃した羽々姫の光剣がぶった斬ぎる。

　凄すさまじい閃せん光こうを放ちながら燃もえ落ちていく禍憑妃マガツヒ。それを確かく認にんして、羽々姫は今度こそ安あん堵どの息を吐く。

　そんな羽々姫の前に舞まい降りてきたのは、中尉だった。どこか懐なつかしい彼の人懐こい顔を、羽は々ば姫きは微ほほ笑えみながら見つめ返し、

「おいで」

　思わずそんなことを口走ったあと、彼女は微笑みを凍りつかせた。

　百一匹もの中尉が、一斉に彼女目がけて殺到してきたからだ。

　羽々姫は慌てて命令を取り消そうとするが、興こう奮ふんした彼らの耳にそんなものは届かない。たちまち中尉に押おし潰つぶされて、悲鳴を上げる羽々姫。そして、

「ぎゃああああああああ！」

　夜明け前の空へと響ひびき渡ったのは、彼らの「うれション」を浴びた羽々姫の絶叫だった。
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　数日後。羽々姫は作戦室の窓辺に座って、ぼんやりと頰ほお杖づえを突いていた。

　音ね々ねに昼食のおかずを取られても気づかず、鳴な々な葉はが用意したお菓子にも興きよう味みを示さない。紗さ々さ羅らが仕事をサボってゲームに熱ねつ中ちゆうしていても、いつものように説教を始めたりしない。

　まるで別人のような覇は気きのなさだが、体たい調ちよう不良というわけではない。彼女が虚脱状態に陥っている原因は、作戦室の片隅に転がっていた。

　持ち主のいなくなった犬用の首くび輪わと引リきー綱ドである。

「行っちゃったわねー、中尉」

　ぼんやりしている羽々姫を気き遣づかうように、音々が優やさしく声をかける。しかし羽々姫は虚うつろな目つきのまま、機き械かい的てきに頷うなずくだけだ。

「そうですね」

「鬱うつ陶とうしいな、ったく」

　ちっ、と荒々しく舌打ちして立ち上がったのは紗々羅だった。羽々姫がポンコツ状態だと、雑用を押しつける相手がいないので彼女も困っていたのである。

「ほれ。こんなこともあろうかと、整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんに頼んで新入隊員を造っておいてもらったからよ。マルシオ・アンドレオーリ・ジ・アラウージョ君だ。こいつの世話でも焼いて元気だせ」

　そう言って紗々羅が、段ボール箱で作った犬型ロボットらしきものを引っ張り出してくる。

　見た目は小学生の夏休みの工作レベルだが、動的四足歩行に人工知能を備え、ロケットランチャーとパルスレーザー砲を装備、バイクにも変形できるという超スグレモノである。

　しかし羽々姫は、冷ややかな眼まな差ざしでそれを一いち瞥べつしたきり、

「ふん」

　たちまち興味を失ったように目を背け、二度と振り返ろうとはしなかった。

　せっかくの好意を蔑ないがしろにされた紗々羅が、腹立ち紛れにマルシオ君を蹴けり飛ばす。

「そういえば鳴な々な葉ははどこに行ったんだ？」

「警けい備び班はんの班長が挨あい拶さつに来るっていうから、迎えに行ったわよー」

　何気ない音ね々ねの言葉を聞いて、ふと興きよう味みを惹ひかれたように羽は々ば姫きが顔を上げた。

「……警備班ですか？　なんで巫兵隊うちの待たい機き室しつなんかに？」

「また羽々姫がなんかやらかしたのか。こないだみたいに脱走とか」

　紗さ々さ羅らがめずらしく真ま面じ目めな声で言う。

　警備班とは文字どおり、赤あか間まが関せき基き地ちの警備を担当する部署だった。外部からの侵入者を排除するだけではなく、契約社員の脱走を防ぐ役目も担っている。そんな連中の親玉が挨拶に来ると言われては、つい先日、脱走未遂をやらかした羽々姫としてもさすがに心こころ穏おだやかではない。

「わ、わたしじゃないですよ。だいたいあれは中尉のせいで、べつに脱走じゃないですって」

　羽々姫の必死の言い訳は、しかし、作戦室に響ひびくノックの音にかき消される。

　立て付けの悪い作戦室のドアが開き、鳴々葉が怖おず怖おずと顔を出す。彼女が浮かべていたのは、ひどく複雑そうな表情だ。

「あ、あのー、すみません。本社から新しく派遣されて来た警備班長が、私たちにひと言挨拶したいって仰おつしやってるんですけど……」

「新しい警備班長？」

　どういうことだ、と羽々姫たちは揃そろって首を傾かしげた。着任の挨拶くらいなら、わざわざ確かく認にんするまでもなく、勝手に入ってくればいいのに、と思う。

　しかし鳴々葉のあとに続いて入ってきた班長の姿を見て、羽々姫たちの疑問は氷解する。

「エヴェレット・ウェルシュ・コーギー・ペンブローク大尉です」

　紹介する鳴々葉の足元にちょこんと座っていたのは、茶ちや色いろい毛並みの小動物だ。

　やや胴長で脚が短く、少し間が抜けた感じの人ひと懐なつこい顔立ちをしている。啞あ然ぜんとしたような顔で彼を眺めて、

「犬じゃん！」

　目の端に浮いた涙をぬぐいながら、羽々姫が笑った。
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　少女が、荒々しい呼吸を続けている。

　彼女が身につけているのは真しん紅くの鎧よろい。獣装戦闘服ＢＤＵ──またの名を聖衣シユラウド。禍憑妃マガツヒと呼ばれる怪物に対抗するために、人類が生み出した超兵器。魔ま力りよくを操あやつる破邪の鎧である。

「はあ……はあ……」

　その鎧をまとっているのは、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女だった。小柄だが、ふっくらとした頰ほおの張りが妙につややかだ。

　彼女の眼がん前ぜんには、翼よく竜りゆうによく似た怪物がいる。全長十メートルを超える異い形ぎようの巨体。禍憑妃マガツヒ。凶悪な瘴しよう気きを撒まき散らすその怪物と、彼女は交戦中なのだった。

　光剣を中段に構えたまま、少女は虚こ空くうを蹴けりつけて加速。異形の怪物へと怯ひるむことなく突とつ撃げきした。だが、その瞬しゆん間かん、禍憑妃マガツヒの姿は彼女の視界からかき消える。

「──羽は々ば姫きちゃん、上っ！」

「へっ!?」

　後衛バツクアツプ担当の仲間の声に、少女──天あま乃の羽々姫は慌てて頭上を振り仰いだ。

　だが、そのときにはもう手遅れだった。

「ぬわあっ!?」

　圧倒的な速度で降下してくる禍憑妃マガツヒの爪つめに引っかけられて、羽々姫はひとたまりもなく吹き飛ばされる。それでもどうにか体勢を立て直し、地面への激げき突とつを免まぬかれたのは、仲間の警けい告こくがあったおかげだ。

「大丈夫!?」

「な、なんとかね……ありがと、鳴な々な葉は」

　純白の聖衣シユラウドを着たポニーテールの少女──樛とがの宮みや鳴々葉に支えられながら、羽々姫はキッと禍憑妃マガツヒを睨にらみつける。

「よくもやってくれたな……！　ＡＳ５５２クシナダっ、封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

　怒声を張り上げて叫んだ直後、羽々姫の身体からだは爆ばく発はつ的てきに加速した。彼女の聖衣シユラウド──ＡＳ５５２クシナダの固有権能のうりよくは生体感覚加速だ。空気抵抗などに耐えられる範はん囲いで、自分の肉体の反応速度を通常の一千倍近くまで加速する。

　その状態の彼女の攻撃を、避けられる敵は存在しない──存在しないはずだった。

　だが、裂れつ帛ぱくの気合いを籠こめて振り下ろした彼女の剣は、虚むなしく空を切る。

「避けられた!?　噓うそっ!?」

　愕がく然ぜんとする羽々姫を嘲あざ笑わらうように、禍憑妃マガツヒは悠々と身をかわしていく。羽々姫は歯は軋ぎしりしながらあとを追う。しかし加速状態での急旋回にはさすがに無む謀ぼうなものがあった。強烈な遠心力に振り回されて、羽々姫の身体は予想外の方向へと吹っ飛んでいく。その先にいたのは、禍憑妃マガツヒを狙そ撃げきしようとしていた鳴々葉だ。

「は、羽々姫ちゃん!?」

「わあああああっ！　避けて！　逃げて！」

　慌てふためきながら羽は々ば姫きは叫ぶが、加速状態の彼女の突進を避けるのは至し難なんの業わざだ。しかし急停止しようにも、限界を超えて加速していた羽々姫は止まれない。

　二人ふたりは為なすすべもなく激げき突とつし、そのままもつれ合って地上へと墜ちていく。

　離はなれた場所から、そんな羽々姫たちの姿を眺めていたのは、薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドを着ている長身の少女だ。彼女は、呆あきれたようにガリガリと頭をかき、

「たく、なにやってんだか……音ね々ね、頼む」

　隣となりにいた小こ揺ゆる木ぎ音々にそう呼びかける。薄うす紫むらさき色いろの聖衣シユラウドをまとった音々は、

「了解ー」

　のんびりとした声でそう言うと、勝ち誇ったように上空を旋回する禍憑妃マガツヒに向けて、魔ま力りよく球きゆうを撃うち放った。圧あつ縮しゆくされていた破は壊かい的てきな魔力の塊が一気に解放され、禍憑妃マガツヒを問答無用で打ちのめす。

　怪物の消滅を確かく認にんして、桜さくら狩がり紗さ々さ羅らは、やれやれと面めん倒どうくさそうに息を吐いた。そして墜つい落らくした二人の後こう輩はいの姿を捜す。

　羽々姫と鳴な々な葉はは、半ば地面にめりこむような形でぶっ倒れて目を回していた。

　白目を剝むく羽々姫の、ぷりぷりとした頰ほおを眺めて、紗々羅はもう一度嘆息した。
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〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟赤あか間まが関せき要よう塞さい──

　本ほん州しゆうの最西端に位置する、弱小民間軍事会社の分ぶん屯とん基地である。その施設内の、兵員待たい機き室しつというのは名ばかりのボロい木造校舎の一室で、

「あ痛つっ……うー、滲しみる」

　消毒液を吹きかけられながら、羽々姫は弱々しくうめいていた。

　その表情がいつになく落ちこんで見えるのは、負傷の影えい響きようだけではなく、生体感覚加速まで使っておきながら自力で禍憑妃マガツヒを倒せなかったせいだろう。

　羽々姫たち第一巫ふ兵へい隊たいの隊員メンバーは、正規の軍人ではなく、極東自衛機構の契約社員、つまり傭よう兵へいである。給料は完全歩合制。倒した禍憑妃マガツヒの数と脅威度に応じて賞しよう金きんが出る代わりに、聖衣シユラウドを動かすための費用は個人持ちだ。

　魔力を大量に消費する大技を連発した挙げ句に、本命の禍憑妃マガツヒ撃げき破はに失敗したせいで、今回の彼女の任務しごとはけっこうな赤字になっていた。借金返済のために傭兵になった羽々姫にとって、この想定外の出費はかなり痛い。

「二人とも派は手でにやられたわねー」

　絆ばん創そう膏こうまみれの羽は々ば姫きたちを眺めて、音ね々ねがしみじみと感想を述べる。鳴な々な葉ははなぜか、びくっ、と怯おびえたように全身を硬直させて、

「い、いえ……見た目のわりにたいした怪け我がでは……聖衣シユラウドの損傷ダメージはたいしたことはなかったですし」

「傷薬あるけど、使ってみる？」

　満面の笑えみを浮かべて、怪しげな小瓶を取り出してくる音々。

「体質によっては、たまに理性をなくして凶きよう暴ぼう化かしたりするけど、胴体をぶった切られたり、銃弾を喰くらった程度なら、たちまち細胞が分裂増殖して元どおりに再生するという優すぐれものよ」

「か、勘弁してください……すでに傷薬の範はん疇ちゆうを超えてますよね、それ……！」

　小動物のように震ふるえながら、鳴々葉は必死で首を振る。そんな二人ふたりのやりとりを見ながら、羽々姫は弱々しく溜ため息いきをついて、

「まあ、それはそれとして、最近、禍憑妃マガツヒが妙に強くなってませんか？」

「そうか？」

　机の上に広げたポテトチップスをつまみながら、紗さ々さ羅らが無関心に訊きき返す。

　はい、と羽々姫は、神妙な表情でうなずいた。

「なんだか生体感覚加速の効きが悪いんですよね。今日きようも攻こう撃げきをよけられちゃいましたし」

「あ、ああ」

　その瞬しゆん間かん、紗々羅はなぜか、ぎくっと表情を強こわ張ばらせる。

　彼女が思わず視し線せんを向けたのは、プリプリと必要以上に健康的に膨ふくらんだ羽々姫の頰ほおだ。心なしか顎あごのラインもふっくらと丸まって、眺めているだけで、モチモチとした弾力が伝わってくる。しかし羽々姫は、戸惑う紗々羅の表情に気づかないまま、

「それに攻撃の精度も上がってるみたいで。こないだまでなら楽にかわせたやつが、けっこうギリギリだったりしますしね」

「そ、そうだな」

　たらたらと冷や汗を流しながら、紗々羅は曖あい昧まいに相づちを打った。そして彼女は、困惑顔で音々の耳元に唇を寄せて、

「なあ……もしかして、羽々姫のやつ、まだ自分で気づいてないのか？」

「そうかもー……羽々姫ちゃんの聖衣シユラウドはサイズに余裕があるみたいだしー」

　音々もめずらしく困ったように眉まゆを寄せている。彼女が見つめる羽々姫の腹は、幼児体型という言葉では誤ご魔ま化かしきれないほど、ぽっこりと見事に膨ふくらんでいた。絵に描かいたようなイカ腹だ。

　かつて売れっ子のアイドルだったというだけあって、羽々姫はそれなりの顔立ちをしている。小柄だがスタイルも悪くない。しかしそれも少し前までのこと。ここ一、二カ月ほど羽々姫の体重は増加の一途を辿たどっており、今やぽっちゃりという表現すらギリギリなくらいに、彼女の体型はだらしないことになっていたのだった。

「自覚がないのはまずいよな。鳴な々な葉は、ちょっと教えてやれよ」

「ええっ!?　わ、私ですか!?」

　紗さ々さ羅らにいきなり話を振られて、鳴々葉がぎょっと目を見開いた。

　羽は々ば姫きは鳴々葉の動揺も知らずに、もりもりとポテチを頰ほお張ばっていたが、

「ん？」

　やがて周囲の視し線せんに気づいたのか、怪け訝げんそうな態度で顔を上げた。

　はち切れんばかりに膨ふくらんだ羽々姫の頰肉が、その反動で、ぷるん、と揺れる。

　鳴々葉は半泣きになって、そこから目を逸そらし、

「無理、無理です。絶対無理！」

「だけど、このままじゃまずいだろ。機き動どう力りよくが落ちてるのも、敵の攻こう撃げきに当たりやすくなってるのも、絶対あいつがふとましくなってるせいだって」

「たしかにそれはそう思いますけど……！」

「さっきも、身体からだが重すぎて止まれなくなってたものね」

　鳴々葉と羽々姫の激げき突とつの原因を、音ね々ねが冷静に指摘する。鳴々葉は、うう、と瞳ひとみを涙で潤うるませながら、

「あの、やはりここは紗々羅先せん輩ぱいが指摘してあげてもらえませんか。小隊全体の問題ですし」

「う……そ、そうか……」

　紗々羅が、こほんと咳せき払ばらいして姿勢を正した。傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに定評のある彼女ならば、面と向かって羽々姫にひと言告げるくらい余裕だろう、と期待されたのだが──

「……やっぱ、面と向かっては言いにくいな、こういう話は」

　唐突にへたれて、苦笑いを浮かべる紗々羅。鳴々葉は落胆したように肩を落として、

「ですよね」

「……なあ、本人に気づかれないまま、なんとか羽々姫の体型を元に戻す方法はないのか？　ほら、瘦やせ薬ぐすりとか脂肪燃ねん焼しよう系サプリとか」

　紗々羅がすがるような口く調ちようで音々に訊きいた。しかし音々はあっさりと首を振る。

「ないわよー」

「え？　そうなんですか？」

「なんか意外だな。いつも怪しげな薬ばっか調合つくってるくせに」

　鳴々葉と紗々羅が、それぞれ驚おどろいたように言う。しかし音々はむしろ不ふ思し議ぎそうな表情で、

「瘦せ薬を作ろうと思ったことはないかもー。私、いくら食べても太らない体質だからー」

「なんですかそれ!?　ずるいじゃないですか！」

　なぜか突然、激げつ昂こうしたように立ち上がって叫ぶ鳴々葉。その剣けん幕まくに音々は思わず後ずさり、

「そ、そんなこと言われてもー」

「つか、なんで鳴オ々マ葉エが怒ってるんだ？　とりあえず、音ね々ねも謝あやまっとけ」

　涙目で怒り狂っている鳴な々な葉はを、どうにかなだめながら紗さ々さ羅らは気け怠だるく息を吐く。

　ヒソヒソ話を続ける彼女たちを、さすがに訝いぶかしく思ったのか、羽は々ば姫ねが胡う乱ろんげに目を細め、

「さっきからなにを話してるんですか？」

「き、気にするな、全然たいした話じゃないから！」

「そ、そうですね。このポテトチップスが美お味いしいなー、って言ってただけで」

「油がギトギトして、食欲をそそるわねー」

　慌てて話題を逸そらそうとする紗々羅たち。露ろ骨こつに挙きよ動どう不ふ審しんな彼女たちを、羽々姫はますます疑わしげに睨にらんで、

「はあ」

「そうだ、今日きようの晩飯、なんにするよ？　たまにはあたしがおごってやるぜ。ダイエットにも最適の精しよう進じん料りよう理りとか、ヘルシーな薬やく膳ぜん懐かい石せきとか」

　額ひたいの汗をぬぐいながら紗々羅が早口で言う。羽々姫はびっくりしたように目を瞬しばたいて、

「え？　紗々羅先せん輩ぱいのおごりですか？」

　しかし彼女は、すぐに表情を曇くもらせた。空っぽになったポテチの袋を、名残なごり惜おしげに見つめながら羽々姫は立ち上がり、

「うー、残念ですけど、遠えん慮りよしておきます。ちょっと今夜は用があるので」

　そのまま部へ屋やを出ていく彼女の背中を、紗々羅たちは放心したように見つめた。

「噓うそだろ、おい……!?」

「あ、あの吝嗇家どケチの羽々姫ちゃんが……」

「タダご飯を断るなんて……!?」

　軽いパニック状態に陥った三人は、互いに抱き合って震ふるえ続ける。どうやら彼女たちの知らないところで、恐るべき異変が起きているらしかった。
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「──考えてみれば、最初から話がおかしかったんだよな」

　数十分後。ようやく混乱から立ち直った紗々羅が、投げやりに言う。

「あのド貧乏な羽々姫が、まともなやり方でピチピチに肥こえるほど、いいモノを喰くえるはずがねーもんな」

「うう……否定できません」

　失礼極まりない紗々羅のセリフを、鳴々葉が控え目に肯定する。

　アイドル時代の所属事務所に騙だまされて多た額がくの借金を抱え、その返済のために傭よう兵へいをやっている羽々姫は、常に金欠に喘あえいでいるのだ。

「だけど羽は々ば姫きさんは、いったいなにを食べてあんなになっちゃったのかしら？」

「そういえば不ふ思し議ぎですね……赤あか間まが関せきは物価が高いですから。安くて高カロリーな食べ物って、そんなには手に入らないはずなんですけど」

「兵員食堂のご飯も、質素だものね」

　音ね々ねは頰ほお杖づえを突いたまま、深刻な表情でそう呟つぶやいた。民間軍事会社である極きよく東とう自じ衛えい機き構こうでは、兵員食堂の食事といえどもタダではない。あの赤貧の羽々姫に限って、余るほどのカロリーを摂取できるとは考えにくかった。

「犯罪の臭においがするな」

　ぼそり、と真顔で呟く紗さ々さ羅ら。鳴な々な葉ははぎゅっと両手を握りしめ、

「は……犯罪ですか？」

「そうだな……たとえば基地の食しよく糧りよう倉庫に忍びこんで、食い物を強奪してるとか」

「食糧の強奪……なんて、そんな!?」

「そういえば、最近、羽々姫ちゃんが自じ炊すいしてる姿をよく見かけるわねー。落ち葉でおイモを焼いたりとかー」

　なぜか遠くを見るような表情で音々が言う。それって自炊って言うんだろうか、と鳴々葉は微妙に戸惑いながらも、

「で……でも、食糧倉庫の警けい備びってかなり厳げん重じゆうですよね。いくら羽々姫ちゃんでも、日常的に食材を盗み出すのはさすがに無理だと思うんですけど……」

「そうか。だったらカツアゲかもな」

「カ、カツアゲ!?」

「市内の一般人を脅して、金を巻き上げてるとか、食事をおごらせてるとかな」

　紗々羅が、見てきたかのような口く調ちようですらすらと告げる。ああ、と音々も手を叩たたいて、

「そういえば、最近、羽々姫ちゃんが、夜な夜な凶器を持って徘はい徊かいしているという噂うわさを聞いたことがあるわね。シャベルとか鉄パイプとかー」

　思いがけず出てきた有力な目もく撃げき証言に、鳴々葉は顔を青ざめさせながら、

「そんな……あの羽々姫ちゃんに限って……恐喝なんて」

「貧乏生活の反動かもな。借金返済のためにって真っ先に食費をケチってたからな」

「貧困がすべての元凶なのよー。生活苦が人の心を荒すさませるのよー」

　きっぱりと断言する紗々羅と音々。ちょっと体重が増えたくらいで、ずいぶんな言われようではあるが、鳴々葉にも彼女たちの言葉を否定する根拠は思いつかない。

　そのとき窓の外を通りかかった人ひと影かげに気づいて、紗々羅が、ん、と眉まゆを上げた。Ｔシャツとジャージに着替えた羽々姫が、ひと気けのない方角へと歩いていくところだ。

「羽々姫か……？　そういやあいつ、今夜は用事があるとか言ってたな」

「こんな時間から、どこに行く気なんでしょうか」

　鳴な々な葉はが疑問を口にする。もちろんその問いかけに答えられる者はいない。

「…………」

　紗さ々さ羅らは無言のまま部へ屋やを出て、羽は々ば姫きの尾行を開始した。鳴々葉と音ね々ねも、彼女に続く。

　すでに周囲には夕ゆう闇やみが濃こい。しかし羽々姫は通い慣なれているのか、兵舎の裏の狭い通路を、迷いもせずに歩いていく。

「格納庫の裏に向かってるのか？　あっちにはなにもなかったよな？」

　困惑を隠しきれない口く調ちようで紗々羅が呟つぶやく。音々も戸惑いの表情を浮かべて、

「公式には新しい隊舎の建設予定地ってことになってるけど、実際は更さら地ちのまま放置されてるはずよー。たまに警けい備び班はんの見回りがあるだけで」

「そんなところになんの用だ？　怪しすぎるだろ……」

「は、羽々姫ちゃん……」

　同僚の奇怪な行動に、鳴々葉はますます不安を募らせる。

　そして紗々羅は、羽々姫が背負っていた物ぶつ騒そうな道具に気づいて表情を険しくし、

「なんだ、あれ？　鉈なたか？　なんであいつ、あんなもの持ってんだ？」

「ああああああ……」

　羽々姫のリュックから突き出ているのは、分厚い鋼こう鉄てつ製せいの刃を持つ巨大な山刀だった。本来は木々の枝を切り落としたり、雑草を払うための道具だが、ホラー作品の連続殺人犯が凶器として愛用することでも知られている。なんにせよ元アイドルの少女には似つかわしくない凶悪な道具である。ますます高まる犯罪の予感に、メンタルの弱い鳴々葉は取り乱しそうになるが、鉈を背負った羽々姫の目的地は、少し意外な場所だった。

　ほぼ正方形の開けた広場。畝うねを盛り上げた剝むき出だしの土と、その上に整せい然ぜんと並ぶ植物の蔓つる。水はけをよくするために掘られた側溝。そしてカラス対策のためのネットやポール──

「……畑？　こんなところに農場が？」

「けっこう本格的ね。誰だれが管理してるのかしらー」

　基地の敷しき地ち内ないにぽつんと存在する農場に、紗々羅たちは疑念を深める。

　彼女たちが息を殺して見守る中、羽々姫はカラス避けのネットをくぐって畑の中へと堂々と侵入した。そしてほどよく育った野菜たちの傍そばへと屈かがみこみ、すらりと背中から鉈を抜く。

「たしかに、ウチらの基地って食しよく糧りよう倉庫の警備は厳げん重じゆうだけどよ……倉庫に入る前の食材はそれほどでもないよな」

　かすれた声で紗々羅が言った。鳴々葉が今にも泣き出しそうに表情を歪ゆがめる。

「え……!?」

「もしかして、羽々姫さんの食生活が充実してる原因って……」

「農作物泥どろ棒ぼうか？」

　疑惑の口調で呟く紗々羅たちの目の前で、羽々姫が鉈を一いつ閃せんした。さくっ、と小気味いい音を立てて、植物が次々に刈り取られていく。あらかた目立つ茎を刈り終えたところで、羽は々ば姫きは地面に指を突き立て、土中に残っていた部分を根こそぎ引っこ抜き、

「羽々姫ちゃん……ダメええええぇっ！」

　見かねた鳴な々な葉はが、ついに立ち上がって絶叫した。

「え……？」

　羽々姫が驚おどろいて動きを止める。彼女の凶行を止めようと、鳴々葉が畑の中へと飛びこんでいく。仕方なくそれを追いかける紗さ々さ羅らと音ね々ね。

「な、鳴々葉？　それに先せん輩ぱいたちも……なんで？」

「やめろ、羽々姫！　これ以上、罪を重ねるな！」

「え？　え？」

「警けい備び班はんにはすでに通報したわー。すぐにここに駆けつけてくるわよー」

　音々がそう言って、携帯電話を突き出してくる。羽々姫はひたすら混乱し、

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ!?　わたしがいったいなにをしたって言うんですか!?」

　言い逃れようとする羽々姫を、紗々羅がきっぱりと断罪する。

「この期に及んでとぼけてんじゃねーよ、この農作物泥どろ棒ぼう！　おまえが手に持ってる野菜が、動かぬ証拠だろうが！」

「わたしが持ってるのって……この雑草のことですか？」

「…………雑草？」

　羽々姫が差し出してきた右手を眺めて、紗々羅は頼りない声を出す。

　たしかにそこに握られていたのは、そこらの道端でよく見かけるありふれた雑草だった。

　どうやら羽々姫は、畑の中に侵入してきたそれらを、せっせとむしっていたらしい。

「泥棒ってなんなんです？　そりゃ勝手に基地の敷しき地ちを耕したのは悪かったですけど」

　不満げに唇を尖とがらせている羽々姫を眺めて、紗々羅は絶句。代わりに音々が訊きき返す。

「勝手に耕した……って、ここの野菜を育ててたのは、羽々姫さんなの？」

「ええ、まあ」

　秘密を知られてしまったことが不本意なのか、ばつが悪そうにうなずく羽々姫。同僚の無実が証明されたことに、鳴々葉はホッと息を吐き、

「じゃ、じゃあ……羽々姫ちゃんが太ったのは、ここの野菜を食べてたせいで!?」

「……え!?」

　油断した鳴々葉の不用意なひと言で、羽々姫の表情が凍りついた。

　失言に気づいた鳴々葉が動きを止める。紗々羅と音々は一歩下がった場所から、固かた唾ずを吞のんで羽々姫の反応を見守っている。

「あ……違っ、違わないけど……違うの！　羽々姫ちゃん……！　違うのぉぉぉ！」

　虹こう彩さいから光を消した羽々姫を見つめて、錯さく乱らんした鳴々葉が悲痛な叫びを洩もらす。

　息苦しいほどの気まずい沈ちん黙もくの中、乾いた風の音だけが吹き抜けていく。
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　重苦しい一夜が明けた翌朝。

　作戦室に小隊全員が集まったのを見計らい、紗さ々さ羅らはおもむろに命令をくだした。

「というわけで、羽は々ば姫き──瘦やせろ」

　あまりにも直球すぎる紗々羅の発言に、うわ、と鳴な々な葉はが思わずうめく。

　一方、当事者の羽々姫は、不満そうにジト目で紗々羅を睨にらんで、

「瘦せろって言われても、わたし的にはそんなに体型変わってないと思うんですけど……ほら、こないだまでちょっと瘦せすぎてたから太って見えるだけで。むしろ胸のあたりが成長しただけって言うかー……」

「ほー……そうか。じゃあ、このだるんだるんの肉も成長しただけか？」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮かべながら、羽々姫に手を伸ばす紗々羅。プニプニとした羽々姫の身体からだの一部を指先で丹念にもてあそび、

「す、すみません。二の腕の肉をつまむのはやめてください……」
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　ついに観かん念ねんした羽々姫ががっくりとうなだれた。紗々羅はやれやれと呆あきれ顔がおで呟つぶやきながら、

「しかし見事に育てたもんだなー、この短い期間に」

「苦労したんですよ。水を撒まいたり、害虫を取り除いたり、園芸情報誌を立ち読みしたりして」

　得意げに野菜作りの苦労を語り出す羽は々ば姫き。紗さ々さ羅らは冷ややかにそれを眺めて、

「いや、あたしが言ってるのは、おまえの脇わき腹ばらの肉のことだが」

「うぐぐぐぐ……！」

「で、でも、本当に一人ひとりでよくあんなに育てたよね」

　見かねた鳴な々な葉はが、取りなすような口く調ちようで会話に参加する。

「兵員食堂のおばちゃんたちも感心してたよ。羽々姫ちゃんの野菜は大きくて身が詰まってるって」

　羽々姫は気を取り直したように力強くうなずいて、

「うん。こないだ買ってきた肥料がよかったみたい。ホームセンターで安売りしてたやつなんだけどね……うう、あと少しで収しゆう穫かく期きだったのに……」

　そう言って羽々姫は再び落ちこむ。基地の敷しき地ちを勝手に使ったことで警けい備び班はんの連中に怒られた挙げ句に、羽々姫が丹精こめて育てた野菜は、兵員食堂用に没収されてしまったのだった。

「とか言ってるそばから、スナック菓子をガツガツ喰くってんじゃねーよ」

　羽々姫が握っていたうまい棒を横からかっさらって、紗々羅が嘆息する。

　ぶー、と羽々姫は不満そうに頰ほおを膨ふくらませ、

「仕方ないじゃないですか。ここしばらく食事の量が増えてたから、胃がそれに慣なれちゃったんですよう」

「……思ったより大変かもしれないですね……羽々姫ちゃんのダイエット……」

　不安そうな表情で独りごちる鳴々葉。しかし紗々羅は素っ気なく手を振って、

「心配するな。音ね々ねが、瘦やせ薬ぐすりの調合に興きよう味みを持ったみたいだ」

「やめさせてくださいよ！　殺す気ですか!?」

　羽々姫が髪を振り乱して抗こう議ぎする。音々の趣しゆ味みは怪しげな薬品の調合だが、その強力すぎる効き目のせいで羽々姫は何度も死にそうな目に遭っているのだ。

「薬なんかに頼るより、運動でどうにかしたほうがいいと思うんだけど」

　鳴々葉が怖おず怖おずと助言する。むーん、と羽々姫は不服そうにむくれて、

「身体からだはいちおう動かしてるよ。農作業はけっこう重労働だからね」

「まあ、相撲すもう取とりもああ見えて筋肉質だっていうからな」

　紗々羅が妙に納得したようにうなずいた。どういう喩たとえですか、と羽々姫が唇を歪ゆがめる。

　それまで沈ちん黙もくを保っていた音々が、にこやかに口を開いたのはその直後だった。

「こうなったら合宿しかないわねー」

　思いがけない彼女の提案に、羽々姫たちは一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられる。

「……合宿？」

「ちょうど肥島こえのしまの小型禍憑妃マガツヒの駆除依頼が来てたわよー」

　そう言って音ね々ねは、机の上に地図を広げた。肥島と呼ばれているのは、日に本ほん海かいにある無人島だ。直径二キロにも満たない小さな島である。

「無人島……ですか？」

「もともとは、とある大富豪の別荘地だったんだけど、本人が死んじゃってからは無人のまま放置されてるみたい。禍憑妃マガツヒ駆除の依頼人は、死んだ大富豪の親しん戚せきの人たちね」

「……無人島でダイエット合宿か。悪くないな」

　音々の説明を聞き終えた紗さ々さ羅らが、ニヤリと不敵に微ほほ笑えんだ。

　羽は々ば姫きも渋々と同意して、

「まあ、いいですけどね。任務しごとのついでですし」

「じゃあ、決まりねー」

　音々が軽く手を打ち鳴らす。

　そして、そういうことになった。
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　密林の中には、怪物たちが蠢うごめいていた。

　翼よく長ちよう五十センチから一メートルほどの、飛行タイプの禍憑妃マガツヒの群れだ。全身を金属質の甲殻で覆おおった彼らは、蝙蝠こうもりと昆虫を混ぜ合わせたような奇怪な姿をしている。

　個々の戦せん闘とう力りよくはそれほどでもないが、それでも人類にとっては十分な脅威であり、なによりも数が多すぎた。彼らが一斉に飛来すれば、県庁所在地クラスの都市ですら、半日足らずで壊かい滅めつさせられかねない。が、

「散藤バラフジ──！」

　そんな禍憑妃マガツヒたちの群れを、紅ぐ蓮れんの炎の一いつ閃せんが、跡形すらも残さずに焼き払っていく。意志を持つ蛇のようにのたうつ炎の鞭むち。その正体は、紗々羅の獣装戦闘服ＢＤＵの専用武装だった。彼女のＭＳ２４０サクヤは、熱ねつと炎を操あやつる聖衣シユラウドなのだ。

「まあ、こんなもんか」

　視界に映る怪物たちをすべて焼き尽くして、紗々羅が気け怠だるく肩をすくめる。

「この地区の駆除はだいたい終わりましたね」

　生き残りの禍憑妃マガツヒの反応が近くにないことを確かく認にんして、純白の聖衣シユラウドを着た鳴な々な葉はも上空から降りてきた。

　禍憑妃マガツヒの駆除依頼を受けた肥島は、島の大部分が深い森に覆おおわれて見通しが利かない。島内に潜ひそむ禍憑妃マガツヒの群れを殲せん滅めつするのは、想像以上に難なん儀ぎだった。敵の生態がよくわからない以上、何日もかけてちまちまと倒していく以外に、有効な作戦が立てられない。

「思ったより手間がかかるな、この依頼」

「そうですね。でも、羽は々ば姫きちゃんのダイエットにはちょうどいいかもです」

　眩まばゆい木こ漏もれ日びに目を細めながら、鳴な々な葉はが悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。湿度の高い森の中は、気温のわりに蒸し暑い。禍憑妃マガツヒとの長時間の戦せん闘とうは、地味に体力を消耗する。余分な脂肪をためこんでいる今の羽々姫にとっては尚なお更さらだろう。

「で、その羽々姫たちはどこに行ったんだ？」

　伸しん縮しゆく式しきの鞭むちを収納して、紗さ々さ羅らが訊きく。鳴々葉は、頭飾り型の通信アンテナを、ピクピクと猫のように動かしながら、

「島の南側の偵察に出かけたはずなんですけど……そういえば、連絡がないですね」

「肥こえの宮みや家けの別荘があるエリアか。ただの偵察にしちゃ、ずいぶん時間がかかってるな」

「私たちも行ってみますか？」

「ああ。あいつらがこの程度の禍憑妃マガツヒに手こずるとも思えないが、いちおうな」

　紗々羅たちは乱らん暴ぼうに地面を蹴けって、ふわりと空中へと舞まい上がっていく。

　密林のせいで歩き回るのは困こん難なんだが、面めん積せきそのものは狭い島だ。獣じよう装そう巫ふ兵へいの機き動どう力りよくなら、島の隅から隅まで移動するのも、たいして時間はかからない。

　島の中心部は小さな山になっており、その裏側には小さな港と、古びた洋よう館かんが見える。

　かつてこの島の所有者だったという大富豪、肥宮太たい蔵ぞうの別荘だ。

　金にあかして造られた豪ごう奢しやな建物は、彼の死後、何年も放置されてなお、堂々とした威い厳げんを失ってはいない。しかし、肥宮太蔵という人物が、なにを考えて、こんな辺へん鄙ぴな孤島に別荘を建てたのか──今となっては、それを知る者はもうどこにもいなかった。

「羽々姫ちゃんがいるのは、たぶんこのあたりなんですけど……」

　発信器マーカーの電波を辿たどりながら、鳴々葉は別荘近くの森林へと入っていく。

　狭い木々の隙すき間まを抜けていくと、やがて真しん紅くの鎧よろいを着た少女の後ろ姿が見えてきた。だが、彼女の輪りん郭かくがはっきりしてくるにつれて、鳴々葉の表情には困惑が広がっていく。

　苦悩するように頭を抱えたのは、紗々羅も同じだ。どこからともなく漂ってくるのは、熟うれた果実の甘い芳ほう香こうだった。朽ち木をベンチ代わりに座る羽々姫の周囲には、もぎたての果物が山のように積つみ上げられていたのである。

　それらにかぶりついていた羽々姫は、近づいてきた鳴々葉の気配けはいに気づいて顔を上げ、

「あれ、鳴々葉？　紗々羅先せん輩ぱいもどうしたんですか？」

「──それはこっちが訊きてえよ！　おまえ、こんなところでなに喰くってんだ!?」

　紗々羅が、めずらしく怒りを露あらわにして絶叫する。

　口の周りにべったりと果汁をつけたまま、羽々姫はパチパチと目を瞬しばたき、

「これですか？　この森に自生していた果物ですけど」

「……マンゴーか？　でかいな……！」

「ほかにもいろいろありますよ。パパイヤとかイチジクとか夏みかんとか野いちごとか」

「充実しすぎだろ！」

　季節感とかどうなってんだこの島は、と紗さ々さ羅らは呆あきれたようにうめいて、

「で、おまえは今までそれを喰くいまくってたってわけか!?」

「に、任務に必要なカロリーの摂取です！　兵士たるもの、食しよく糧りようの現地調ちよう達たつは基本ですから」

「明らかに過剰摂取だろ!?　喰いすぎで動けなくなってるじゃねーか！」

　瑞みず々みずしく張り詰めた羽は々ば姫きの腹を指さして、紗々羅が怒ど鳴なる。

　鳴な々な葉はは目元を覆おおったまま弱々しく首を振り、

「もしかして、この島に合宿に来たのは逆効果だったんじゃ……」

「ああ、くそ……こんなときに音ね々ねのやつはなにをやってんだ!?」

　紗々羅は、荒々しく舌打ちしながら、合宿の提案者の姿を捜した。

　羽々姫はドリアンの皮を剝むきながら、紗々羅たちの背後を指さして、

「音々先せん輩ぱいなら、別荘のほうに行きましたけど……なにか調しらべたいことがあるって」

「調べたいこと？」

「はい。どうして肥こえの宮みや家の人たちは、この島の禍憑妃マガツヒを駆除しようと思ったのかって」

　羽々姫の何気ない言葉を聞いて、ふむ、と紗々羅は眉まゆを寄せた。

　言われてみれば、奇妙な話だった。紗々羅たちは傭よう兵へい──それも貴重な獣じゆう装そう巫ふ兵へいである。命の保証がない代わりに、支払われる報酬の金きん額がくは、そこらの医者や弁べん護ご士しの比ではない。

　そんな大金を払って紗々羅たちを雇ってまで、この島の禍憑妃マガツヒを駆除しても、それに見合うだけの経済的な見返りがあるとは考えにくかった。

「……たしかに今さらって感じはするな。一時的に禍憑妃マガツヒを一掃したからって、この島に引っ越してくるわけにはいかないだろうし、交通の要所ってわけでもないし」

「この周辺に地下資源があるって話も、聞いたことがないですしね」

　鳴々葉も頼りない表情を浮かべて呟つぶやいた。だが、そのとき森の奥から、楽しげな笑い含みの声が聞こえてくる。

「うふふふ、それがあるのよねー……お宝が」

「……音々？」

　振り返った紗々羅が、現れた音々を見て怪け訝げんな表情を浮かべる。薄うす紫むらさきの聖衣シユラウドを着た少女の手には、一冊の古びた手帳が握られていた。肥宮太たい蔵ぞうの別荘から持ち出してきたものなのだろう。

「──お宝ってなんですか？」

　食事の手を休めて、羽々姫が訊きいた。さすがにお宝という響ひびきには興きよう味みをそそられたらしい。

「肥こえの宮みや家は、禍憑妃マガツヒの関かん東とう侵攻が始まったころから急きゆう激げきにのし上がってきた新しん興こうの企業家なのよ。主な収益源は、化学工業ね。樹じゆ脂し材料とか、肥料とか」

　手帳をパラパラとめくりながら、音ね々ねが言う。ああ、そういえば、と膝ひざを打つ羽は々ば姫き。彼女が畑で使っていた化学肥料も、肥宮印の製品だったのだ。

「だけど、当主の肥宮太蔵が、どうやって一代でそれほどの富を蓄えたのかは、誰だれにも知られていないのよ。一説によれば、首都陥落の際に旧日に本ほん政府の秘密資金を持ち逃げしたんじゃないかともいわれてるのだけどー」

「いきなり胡う散さん臭くさい話になりましたね」

　疑り深い表情を浮かべる羽々姫を、音々は愉快そうに見返した。

「そうねー。でも、肥宮太蔵が謎なぞの資金源を持っていたのは事実なのよ。その価値はざっと見み積つもっても九十億新円ほど。そして彼の死後も、その財産の大部分は手つかずのままどこかに眠っているのよー」

　ハッ、と紗さ々さ羅らが攻こう撃げき的てきに笑った。

「話が見えてきたぜ……肥宮家の連中は、太蔵の遺い産さんがこの島に隠されてると思ってるんだな。だけど遺産を探すには、この島に巣くってる禍憑妃マガツヒが邪じや魔まだった。それで極東自衛機構ウチらに禍憑妃マガツヒの駆除を依頼してきたってわけか」

「肥宮太蔵の遺産が……この島に……」

　食べかけのドリアンを地面に落として、羽々姫がゆらりと立ち上がった。飽食によってどんよりと澱よどんでいた彼女の瞳ひとみに、かつての餓うえた獣けもののような光が甦よみがえっていた。

　紗々羅も紗々羅でなにやら思うところがあったのか、ぐっと拳こぶしを握りしめて、

「九十億の埋蔵金か。そんだけあればゲーム会社を買い取って、好きなゲームを開発させられるな……例のヤツの続ぞく編へんも作れるし、死んでしまったあのキャラも生き返らせられる……」

「借金が……借金が返せる……！」

　その間も譫うわ言ごとのようにブツブツと繰くり返す羽々姫。音々は最後までめくり終えた手帳をパタンと閉じて、

「なーんて、大富豪の隠し遺産なんて、そんなに都合良く見つかるはずはないけどねー」

「ああ、だよな」

「ですよねー」

　紗々羅と羽々姫が口々に同意して──その直後、彼女たちの表情から笑えみが消えた。

　ドン、と衝しよう撃げき波はを撒まき散らしながら、二人ふたりは我先にと上空へ飛び去っていく。彼女たちの目的はもちろん、この島のどこかにあるという肥宮太蔵の遺産なのだろう。

「さ、紗々羅先せん輩ぱい!?　羽々姫ちゃん!?」

　取り残された鳴な々な葉はが、頭上を見上げて呆ぼう然ぜんとうめいた。

　その隣となりでは、音々がにこやかに自分の頰ほおに手を当てながら、

「あらあら。これで羽は々ば姫きさんのダイエットも少しははかどるかしらー」

「音ね々ね先せん輩ぱい……もしかして、わざとやってますか？」

　ぐったりしたような声で鳴な々な葉はが訊きき返す。

　音々は澄すまし顔がおのまま、さあ、と可か愛わいらしく小首を傾かしげてみせた。
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　無人の密林に、轟ごう然ぜんと爆ばく発はつ音おんの連れん鎖さが鳴なり響ひびく。

　爆心地にいるのは真しん紅くの鎧よろいをまとった少女だ。光剣〝十束トツカ〟をツルハシ代わりに振りかざした羽々姫が、肥こえの島しまの地表をものすごい勢いで掘り返しているのだ。

「埋蔵金……！　埋蔵金……！」

　欲望まみれの掛け声を張り上げながら、地面に穴を抉えぐっていく羽々姫。しかし、いくら狭い島だといっても、手当たり次第に掘り返すだけでは埋蔵金に辿たどり着けないことに気づいたのか、羽々姫は、ようやく追いついてきた鳴々葉をギロリと睨ねめつけて、

「鳴々葉、埋蔵金はどこ!?」

「え!?　そんなこと訊かれても……！」

　いきなり殺気立った視し線せんを向けられて、鳴々葉がおろおろとうろたえる。

　チッ、と羽々姫は乱らん暴ぼうに舌打ちし、

「磁じ気きセンサーとか金属探たん知ち機きとか音おん響きよう探査とか、なんかあるでしょ。あんたの聖衣シユラウドのあざとい耳飾りは、なんのためについてるのよ!?」

「ま、埋蔵金を探すためではない……と思うけど」

「つべこべ言わずにさっさとやれ！」

　弱々しく言い訳する鳴々葉を、羽々姫の代わりに怒ど鳴なりつけたのは、薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドをまとったもう一人ひとりの獣じゆう装そう巫ふ兵へいだった。

「さ、紗さ々さ羅ら先輩まで……！」

「いっそ、この森を丸ごと焼き払うか……そのほうが見つけやすいだろ」

「や、やめてください。探しますから！」

　炎の鞭むちを振り上げる紗々羅を、鳴々葉が半泣きになりながら制止する。

　鳴々葉の聖衣シユラウド──ＡＳ５５０サグメは、電磁波や音波を自在に操あやつる、波動制御という権能を持っていた。その能力を応用すれば、たしかに羽々姫たちの言うように、埋蔵金の手がかりを探すことも不可能ではない。

「うう……とりあえず、地表付近の金属反応はこんな感じですけど……」

　鳴々葉はＡＳ５５０サグメのセンサーが解析したデータを、羽々姫たちの聖衣シユラウドに転送する。しかし、埋蔵金らしき物体の反応は見あたらない。

「なんだこれ。全然使えねーな」

「そ……そんなこと言われても……」

「やっぱり手当たり次第に掘り返すしかないみたいですね。ふふふ、農作業で鍛きたえた土起こしのテクを見せてあげます！」

　この勝負もらったーっ、と叫びながら、再び穴掘りを再開する羽は々ば姫き。大量の土砂を撒まき散らしながら、凄すさまじい勢いで島が耕されていく。

　しかし上空からそれを眺める紗さ々さ羅らは、なぜか余裕の笑えみを浮かべていた。

「ほお……たいしたもんだ。さすがに言うだけのことはあるな」

「なんですか、その勝ち誇った態度は……!?」

　悠然とした紗々羅の気配けはいを警けい戒かいして、羽々姫が表情を引ひき締しめる。紗々羅は、聖衣シユラウドの背中からなにかを引き抜いて、それを高らかに掲げてみせた。

「こんなこともあろうかと、整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんに頼んで造っておいてもらった新型装備があるんだよ。いでよ、ダウジングロッド・アカマガセキ・カスタム！」

　彼女の両手に握られていたのは、銀ぎん色いろに輝かがやく金属製の棒だった。Ｌ字型に折り曲げられた、左右一対の針金である。長さ三十センチほどの金属棒を、前にならえ、の姿勢で構える紗々羅。

　それは超常的な作用によって、水脈や地中の貴金属に反応するといわれる器具だった。

　一般的には、ダウジングロッドの動作は、無自覚な筋肉の動きによるものであると説明され、超常的な検知能力はないといわれている。だが、その一方でダウジングの有効性を信じる人々は今も多い。紗々羅もその中の一人ひとりだったらしい。

「紗々羅先せん輩ぱいのオカルト好きって設定、まだ生きてたんですね……いやまあ、いいですけど」

　気の抜けたような表情で羽々姫が溜ため息いきをつき、

「ただの針金より信用されてない私の聖衣シユラウドのセンサーの立場って……」

　傷ついたように背中を丸めて、鳴な々な葉はが落ちこむ。と、その鳴々葉の頭飾りが、ピコピコとなにかに反応して震ふるえた。

「あれ？」

　鳴々葉が落ち着かない様よう子すで、きょろきょろと周囲を見回し始める。

　それに気づいて羽々姫が振り返り、

「どうしたの、鳴々葉？」

「う、うん……この島の地下に、大きな洞どう窟くつがあるみたいなんだけど」

「洞窟？」

　針金を握ったままの紗々羅も、怪け訝げんそうに訊きいてくる。

「はい。入り口はたぶん、あの山の麓ふもとあたりに……」

　鳴々葉が指さした方角を、羽々姫と紗々羅が一斉に睨にらみつけた。

「地下空洞か……それっぽくなってきやがったぜ」

「埋蔵金！　埋蔵金っ！」

　二人ふたりは同時に舌なめずりをすると、再び我先にと洞どう窟くつへと向かって飛び出していく。

　鳴な々な葉はは、彼女たちを呼び止めようと慌てて手を伸ばし、

「ちょ、羽は々ば姫きちゃん……！　そっちにはまだ禍憑妃マガツヒの群れが……！」

　その言葉が終わる前に、鳴々葉の視界を、凄すさまじい閃せん光こうと爆ばく炎えんが満たした。

　行く手を塞ふさぐ禍憑妃マガツヒたちの群れを、羽々姫と紗さ々さ羅らが一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらしたのだ。

「うわ……」

　宝探しにかける羽々姫たちの執念に、鳴々葉がドン引きしたように声を震ふるわせる。

　そして音ね々ねは、その光景を眺めながら、他ひ人と事ごとのような口く調ちようで、

「だいぶ調子を取り戻してきたみたいねー」

「いいのかな、こんなんで……」

　苦悩の呟つぶやきを洩もらしながら、鳴々葉はとりあえず羽々姫たちのあとを追って駆け出した。
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　禍憑妃マガツヒとは、この世界に突如として出現した怪物たちの総称だ。

　それは数多あまたの神話や伝承で語られてきた、災さい厄やくの獣けものそのものだという。

　その姿や性質は多様にして奇怪。いかなる進化の過程で生まれた生物なのか──そもそも彼らが、通常の意味での生物であるのかも定かではない。彼らはただ、どこからともなく現れて、人類の持つ都市を、そして文明を破は壊かいする。

　ただひとつだけわかっていること──それは人類と彼らが、決して共存できないということだった。禍憑妃マガツヒは人類の天敵なのだ。

　そんな怪物たちの大群が、洞窟の中をびっしりと埋め尽くしている──

「なんだ、この洞窟!?　どうなってる!?」

　殺到してくる小型の禍憑妃マガツヒを撃うち落としながら、紗々羅が唇を歪ゆがめて叫ぶ。

　島内の禍憑妃マガツヒを殲せん滅めつし、首尾良く辿たどり着いた洞窟で、紗々羅たちを待ち構えていたのは、数百体を超える怪物の群れだった。この洞窟は、どうやら禍憑妃マガツヒたちの巣になっていたらしい。

　この島から本土までの距きよ離りは、わずか四十キロ足らず。ここで繁はん殖しよくした禍憑妃マガツヒたちが、市街地へと侵攻を開始したら、壊滅的な被害が出ていたはずだ。

　群れが完全に成長を終える前に、この巣を発見できたのは幸運だった。紗々羅たちの埋蔵金探しが、結果的に被害を未然に防いだことになる。もちろん、ここで彼らを無事に倒せればの話だが──

「ぬがー、埋蔵金っ！」

　羽々姫が光剣を振り回し、怪物たちを薙なぎ倒していく。しかし敵の数はあまりにも多すぎた。斬きっても斬きっても、次から次へと新たな禍憑妃マガツヒが押し寄せてきて、羽は々ば姫きたちは洞どう窟くつの奧へと進めない。

「い、いくらなんでも、これだけの数をわたしたちだけで倒すのは無理じゃないですか……？　本社に増援を要よう請せいしたほうが……」

　羽々姫たちの援えん護ごを続けながら、鳴な々な葉はが涙声で提案した。が、羽々姫と紗さ々さ羅らは、声を合わせて、即座に鳴々葉の懇こん願がんを却下する。

「駄目だだめよ！」

「増援なんか来たら分け前が減っちゃうじゃないまいぞうきんはぜんぶウチらのもんだ！」

「ええー……っ!?　そんな理由!?」

　そうこうしている間にも、洞窟内には無数の閃せん光こうと爆ばく音おんが飛び交い、禍憑妃マガツヒたちの死体が積つみ上げられていく。羽々姫たちの疲労も相当だ。ぜぇぜぇと荒い息を吐きながら、戦せん闘とうを続ける彼女たちの背後で、ただ一人ひとり、音ね々ねだけは涼しい顔でその場に屈かがみこんでいる。洞窟の中に堆たい積せきした土をすくい上げて、面おも白しろそうに眺めているのだ。

「……高純度の五酸化二リンと炭酸カルシウムにマグネシウム、それにフミン酸ね。ふふ」

「音々先せん輩ぱい？　なにを調しらべてるんですか？」

「岩石よー」

「はあ……」

　要領を得ない音々の返事に、鳴々葉は困惑顔で首を傾かしげる。音々はふわふわと微ほほ笑えみながら顔を上げ、

「気をつけて。この洞窟の中にいる禍憑妃マガツヒの親玉は、相当の古ふる強つわ者ものよ。ひょっとしたら、関かん東とう侵攻以前からの生き残りかもー」

「どうしてそんなことがわかるんです……？」

　顔を引ひき攣つらせながら訊きき返す鳴々葉の声は、その直後、洞窟内を満たした巨大な爆発音にかき消された。衝しよう撃げきをもろに喰くらった羽々姫が、ゴムマリのように吹き飛んでいく。

「──ぬわああああっ！」

「は、羽々姫ちゃん!?」

「出やがったな。こいつがこの島の禍憑妃マガツヒの女王ボスか……禍憑妃マガツヒの分際で宝の番人気取りとは、いいご身分だな」

　洞窟の奥から現れた一体の禍憑妃マガツヒを睨にらんで、紗々羅が歯は軋ぎしりする。

　そこにいたのは、洞窟内の広間に巣くった、体長十五メートルほどの巨大な怪物だ。

　コウモリと女王バチを掛け合わせたような猛たけ々だけしいシルエット。全身は黄金にきらめく金属質の甲殻に覆おおわれ、そのあちこちが禍まが々まがしい蛍光色に輝かがやいている。凶悪に発達した三対六本の脚は、硬い岩がん盤ばんを掘り進む掘削ドリルのような姿をしており、吐き出す呼気は破は壊かい的てきな超音波。顎あごからは強酸性の唾だ液えきがこぼれていた。

　鳴な々な葉はが撃うち出した光剣や、紗さ々さ羅らの炎は、超音波の障しよう壁へきに阻はばまれて、禍憑妃マガツヒまで届かない。この狭い洞どう窟くつの中では音ね々ねの爆ばく縮しゆく結界も使えないし、羽は々ば姫きの加速能力も本来の威力を発揮できないはずだ。

　巨大禍憑妃マガツヒが咆ほう吼こうを放つ。不可視の衝しよう撃げき波はが洞窟内で反はん響きようし、あらゆる方角から鳴々葉たちを襲おそってくる。回かい避ひ不能のその攻撃に、鳴々葉たちは為なすすべもなく打ちのめされた。岩がん盤ばんに背中から叩たたきつけられて、一いつ瞬しゆん、意い識しきが遠くなる。

「か、完かん璧ぺきに天災級Ａクラスじゃないですか!?　なんでこんな大物が、本土の近くに!?」

　鳴々葉が弱々しく咳せきこみながらうめいた。

　その隣となりでは、一人ひとりだけ防御結界に隠れていた音々が、鉄てつ扇せんをひらひらとさせながら、

「予想どおりだったわねー」

「なんで嬉うれしそうなんですかー。こんな逃げ場のないところで、あんな怪物をどう相手するんですか!?」

「──問題ねえ、うろたえるな！」

　ぐぬぬ、と歯を喰くいしばって立ち上がったのは、紗々羅だった。口の中にたまった血ちまみれの唾つばを吐き出し、不敵に笑う。見るからに痛々しいその光景に、鳴々葉は戦せん慄りつ。

「そ、そんなこと言われても……！」

「やれるな、羽々姫！」

「もちろんです！」

　土砂に埋もれていた羽々姫が、ゾンビのように地中から這はい出してくる。泥まみれの彼女の唇にも、獰どう猛もうな笑えみが浮かんでいた。

「うおおお、燃もえ上がれ、わたしの体脂肪よ！　ＡＳ５５２クシナダ、封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

「──行け！　散藤バラフジ！」

　羽々姫と紗々羅の身体からだから、膨ぼう大だいな魔ま力りよくがあふれ出す。

　加速能力を全開にした羽々姫が、真正面から巨大禍憑妃マガツヒへと突進。衝撃波の尾を引きながら、無む謀ぼうとも思える正面からの突撃を敢行した。

　一発の弾丸と化した真しん紅くの獣じゆう装そう巫ふ兵へいが、禍憑妃マガツヒの超音波障壁を貫通する。

　超音速で駆け抜けた彼女は、大気を引き裂き、背後に真空の穴トンネルを穿うがっていた。

　その不可視の穴トンネルに向かって撃ちこまれたのは、紗々羅が生み出した超高温の炎。空気抵抗から解き放たれた爆炎が、灼しやく熱ねつの濁だく流りゆうと化して禍憑妃マガツヒの巨体を襲おそう。

「埋蔵金強奪突撃斬ゴールドラツシユブラスト！」

「遺産相続成金伝説炎撃フオーチユンサクシード・エクスプロージヨン！」

　羽々姫と紗々羅が、声を合わせて絶叫する。技の名前はバラバラだが、とりあえず息だけはぴったりだ。

「が、合体技!?」

　その見事な連携攻こう撃げきに、鳴な々な葉はも思わず息を吞のむ。それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。羽は々ば姫きが斬きり裂いた甲殻の裂け目に、紗さ々さ羅らの炎が流れこみ、禍憑妃マガツヒの巨体を内側から焼き尽くす。

　断だん末まつ魔まの絶叫を上げることすらできず、女王禍憑妃マガツヒは爆ばく散さんした。そして彼女たちの攻撃の余波が、洞どう窟くつ内ないにいた禍憑妃マガツヒの群れをまとめて一掃する。

　そんな羽々姫たちの雄姿に鳴々葉は思わず感動の涙を流し、しかしその感動が続いたのは、一瞬だった。

「しゃあーっ、お宝はもらったーっ！」

「埋蔵金！　埋蔵金はどこっ！」

　勝利の余よ韻いんに浸る間もなく、再び遺い産さんの捜索を再開する紗々羅と羽々姫。欲望剝むき出だしの彼女たちの姿に、うわー……と鳴々葉が顔をしかめる。と、

「肥こえの宮みや太たい蔵ぞうの遺産ならあったわよー」

　音ね々ねが平然と微ほほ笑えみながら、唐突にそんなことを言い出した。それほど大きな声ではなかったはずだが、紗々羅と羽々姫は敏感にその言葉に反応し、眼球を血走らせて振り返る。

「なんだと!?」

「どこですか、音々先せん輩ぱい。お宝はどこに!?」

「ここよ。私たちの足元」

　うふふふ、と笑って音々は地面を指さした。

　さすがの羽々姫たちも、困惑したように立ち止まり、

「ただの土……に見えますけど……」

　そうね、とうなずいて音々は、そっと足元の土を掌てのひらにすくう。

「この土はね、グアノなのよ」

「……グア……ノ？」

「そう。洞窟の中に棲すんでる生き物のフンや死し骸がいが積つもってー、何年もかけて自然に乾かん燥そう、熟じゆく成せいしてできたものなのー。優すぐれた肥料や工業用の原料として高値で取り引きされるのよー」

　そう言いながら、音々は、手の中の土を羽々姫に手渡した。

　羽々姫はまじまじとそれを見つめて、軽く臭においを嗅かいだりしながら、

「高値で取り引きされる……って、じゃあ、肥宮太蔵の収益源ってのは……」

「このグアノを掘り出して、こっそり輸ゆ出しゆつしてたのねー」

「あの……じゃあ、この島に生はえてた果物がものすごく大きく育ってたのは……」

　ふと思い出して鳴々葉が訊きく。ギクッと全身を硬直させたのは羽々姫だった。

　音々はにっこりとそんな羽々姫に微ほほ笑えみかけて、

「島の土ど壌じように溶けこんでたのね。グアノはいい肥料になるからー」

「し……島に隠されてたお宝の正体が、禍憑妃マガツヒの……フン……？　あの果物は……禍憑妃マガツヒのフンで……ていうか、この洞窟の中に積もってるのは、全部……」

　顔面を蒼そう白はくにした羽は々ば姫きが、ダラダラと脂汗を流して震ふるえ出す。

　この洞どう窟くつに分厚く堆たい積せきした土は、すべて禍憑妃マガツヒの排はい泄せつ物ぶつ。いわばここは天然の肥こえ溜だめなのだ。そして羽々姫はその土の中に突っこんだり埋もれたりした挙げ句に、そのフンで育った果物をさんざん喰くいまくったのだった。そんなものを食べても人体に影えい響きようがないのか、その真実は誰だれも知らない。そして探し求めていた埋蔵金の正体が、よりによって禍憑妃マガツヒのフンだったという絶望と落胆──

　思い詰めた羽々姫は全身をじっとりと汗で濡ぬらし、そして、

「は、羽々姫ちゃん!?」

　ついに目を回して倒れた羽々姫を支えて、鳴な々な葉はが絶叫した。
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　心労で寝こんでいた羽々姫がどうにか復活したのは、それから一週間ばかりが過ぎてからのことだった。その間、ロクに食事も摂とれなかったせいで、彼女の身体からだからは余分な肉が軒並みそげ落ちて、すっかり瘦やせ細ってしまっていた。要するに元どおりになったいうことだ。

「良かったね、羽々姫ちゃん。体型が元に戻って」

　久々に作戦室に顔を出した彼女を見て、鳴々葉がホッとしたように言う。

　ほっそりした顎あごに手を当てながら、羽々姫は弱々しくうなずいて、

「うー、まあね……食の安全というものについて、あらためて考えさせられてしまったわ……」

「でも結局、家庭菜園は続けるんだな」

　携帯ゲーム機きを握ったまま、紗さ々さ羅らが窓辺に目を向ける。

　そこには羽々姫が持ちこんだベランダ用のプランターが並んでいた。ネギや青ジソ、サツマイモなどのお手軽な野菜が、明るい陽ひ射ざしの中ですくすくと育っている。

「ええ、まあ。ちょっとしょぼいですけど、おかずの足しくらいにはなりますし……」

　羽々姫はそう言って小さく微ほほ笑えんだ。この程度の量なら、食べても体重増にはつながらないし、それになによりも植物を育てるのは心が和なごむ。殺さつ伐ばつとした傭よう兵へい稼か業ぎようの数少ない潤うるおいなのだ。

　しかしそんな満足感に浸っている羽々姫の目の前で、紗々羅がプランターに手を伸ばし、程良く熟うれていたプチトマトを引きちぎって、止める間もなくそれを自分の口に放りこむ。

　羽々姫がぎょっと目を剝むいて、

「って、勝手に食べないでくださいよ!?　今夜のおかずにしようと思ってたのに！」

「作戦室で育てた野菜なんだから、みんなのものだろ。一個くらいでケチ臭いこと言うな」

「ふんがー！」

　喰くい物の恨うらみ、とばかりに取っ組み合いのケンカを始める羽々姫と紗々羅。

　そんな二人ふたりの姿を眺めて、鳴々葉が不意に暗い表情を浮かべた。

「音ね々ね先せん輩ぱい……羽は々ば姫きちゃんがこないだ言ってたことって……」

「ん？　禍憑妃マガツヒが強くなってるんじゃないかって話？」

「はい……もしかして、羽々姫ちゃんの体重が増えてたせいだけではないのかもって……」

　微ほほ笑えむ音々の横顔を見つめて、鳴な々な葉はが不安げに唇を嚙かむ。

　欲望剝むき出だしの羽々姫たちの攻こう撃げきで、どうにか撃退できたものの、肥こえの島しまで遭遇した禍憑妃マガツヒは恐ろしく強力な個体だった。それにあの凄すさまじい繁はん殖しよく力りよく──

　実は本当に禍憑妃マガツヒは強くなりつつあるのかもしれない。

　最近まことしやかに囁ささやかれている、あの噂うわさとの関係も気にかかる。十六年前の関かん東とう侵攻時と同じ、禍憑妃マガツヒ大発生の徴候があると──

「大丈夫よ。わたしたちのコンビネーションがあれば大丈夫」

　だが、そんな鳴々葉の憂ゆう鬱うつを払ふつ拭しよくするように、音々が晴れやかに微笑んでみせる。

「そ、そうです……よね」

　鳴々葉もつられて微笑んだ。

　窓辺では、羽々姫と紗さ々さ羅らのプチトマト争奪戦が激はげしさを増していた。髪を振り乱し、流血しながらも、仲良くじゃれ合っている二人ふたり──

　本ほん州しゆう最西端の最さい果はての地。極きよく東とう自じ衛えい機き構こう赤あか間まが関せき基き地ちは、今日きようも平和だった。
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　深夜二時──

　寝静まった兵員宿舎の一室で、少女がＰＣの画面を眺めている。

　青いモニタの光が照らし出しているのは、端たん整せいな美び貌ぼう。モデル顔負けの見事なスタイルの持ち主だが、下着姿でだらしなく座っているせいで、いろいろ台無しな感じになっている残念系の美人だ。普ふ段だんよりも少しだけ大人おとなびて見えるのは、気け怠だるい雰囲気のせいだろうか。

「そろそろ……限界だな……」

　立たち眩くらみに襲おそわれたように目元を覆おおって、彼女は小さく溜ため息いきをつく。そしてそのまま、倒れこむような勢いでベッドに転がった。窓際の色いろ褪あせたカレンダーを見上げて、苦笑する。

「あれから、もう三年も経たったのか……我ながら、ここまでよくやったもんだ」

　どこか自じ嘲ちようめいた声でそう呟つぶやいて、彼女は物もの憂うげに目を閉じた。脳裏をよぎるのは色褪せた思い出。無む意い識しきに伸ばした指先は、結局なにもつかめないまま虚むなしく空を切る。

「残念だが、あたしはどうやらここまでだ……悪いな。あとは任せたぜ」

　戦友たちの顔を懐なつかしく思い出しながら、少女は弱々しく独りごちた。

　疲れ果てた彼女は、深い眠りに落ちていく。もはや夢すらも見ることはない。

　最後に短いメッセージを残して、やがてパソコンの画面からも光が消える。

　Logout Successful...
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　夕暮れの空を背景に、異い形ぎようの怪物たちの群れが迫ってくる。

　その数は、およそ数百体──

　恐怖そのものを形にしたような、不気味な輪郭シルエツト。金属質の甲こう羅らに覆われたその姿は、獣けものや猛もう禽きんのようでもあり、あるいは昆虫や海かい棲せい生物のようでもある。

　人類の天敵、そして災さい厄やくの獣とも称される妖よう獣じゆう──禍憑妃マガツヒだ。

　空一面を覆い尽くすその異形たちと対たい峙じしているのは、長い髪をポニーテール風に結わえた一人ひとりの少女だ。極きよく東とう自じ衛えい機き構こう所属の獣じゆう装そう巫ふ兵へい、樛とがの宮みや鳴な々な葉は、十五歳である。

　鳴々葉が身につけているのは純白の鎧よろい。艶つややかな装甲に覆われた戦せん闘とう服ふくだ。

　獣の姿を象かたどったシルエットは、兵器というよりも、呪じゆ術じゆつ的てきな衣装を連想させる。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シユラウド〟──

　それがその奇妙な鎧の名前だった。

「ＡＳ５５０サグメ！　──〝磐船イワフネ〟！　撃うて！」

　聖衣シユラウドをまとう鳴々葉の背後に、光ひかり輝かがやく無数の短剣ダガーが出現し、禍憑妃マガツヒの群れに向かって撃ち放たれる。鮮あざやかな残像を残しながら、それらは精密な軌跡を描いて、迫り来る妖獣たちへと殺到した。

　巨大な爆ばく発はつが巻き起こり、光剣に撃うち抜かれた禍憑妃マガツヒたちが、燐りん光こうを撒まき散らして消滅していく。それを確かく認にんして、やった、と息を吐いたその直後、

「わ!?　わっ……！」

　爆散する同族の死し骸がいを乗り越えるようにして押し寄せてきたのは、新たな禍憑妃マガツヒの群れだった。それに気づいて、鳴な々な葉はは激はげしくうろたえる。

　再び光剣を生み出して迎げい撃げきするが、妖よう獣じゆうたちの侵攻は止まらない。敵の数が多すぎるのだ。おまけに背後から回りこんだ禍憑妃マガツヒたちに、彼女の退路は断たれている。

「ううぅ……もう……ダメ……」

　逃げられない、と絶望し、鳴々葉は頭を抱えて屈かがみこむ。

　そんな彼女を優やさしく包みこんだのは、淡い紫むらさき色いろの防御障しよう壁へきだった。続いて、真しん紅くの閃せん光こうが視界の隅を駆け抜け、禍憑妃マガツヒたちを容赦なく斬きり裂いていく。

「ごめんねー……遅くなっちゃったー」

　おっとりした声で呼びかけてきたのは、薄うす紫むらさき色いろの聖衣シユラウドを身につけた少女。両手に持った鉄てつ扇せんが障壁を張り巡らせて、禍憑妃マガツヒの攻撃から鳴々葉を護まもっている。

「鳴々葉、生きてる!?」

　巨大な光剣を振り回しながら振り返ったのは、真紅の聖衣シユラウドを着た少女。小柄で可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的である。白い頰ほおが軽く火ほ照てっているのは、禍憑妃マガツヒを倒したことで得られる賞しよう金きんの額がくを計算して、興こう奮ふん気ぎ味みなせいだろう。

「音ね々ね先せん輩ぱい！　羽は々ば姫きちゃん！」

　鳴々葉が涙で目を潤うるませながら叫ぶ。

　鉄扇を持った少女は、小こ揺ゆる木ぎ音々。真紅の鎧よろいの少女は天あま乃の羽々姫。いずれも民間軍事会社〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟に所属する獣じゆう装そう巫ふ兵へい。鳴々葉の僚機なかまだ。

　しかし、援軍として駆けつけてきてくれた彼女たちの聖衣シユラウドも、だいぶ傷つき、消耗していた。鳴々葉と合流する前に、相当な数の禍憑妃マガツヒと戦ってきたらしい。

「ああもう！　なんなの、こいつら！」

「多すぎー……硬すぎー……」

　そんな羽々姫と音々が、肩で息をしながら愚ぐ痴ちる。彼女たちの気持ちはよくわかる。

　実際、今回の禍憑妃マガツヒの群れは、あまりにも大規模で凶悪だった。

　単に数が多いだけでなく、見み慣なれない種族の強力な個体が多い。鳴々葉がこれまで遭遇した中では、おそらく最大規模の侵攻だ。

「絶対防衛線ラインまで、もう距きよ離りがありませんよぅ……！」

　背後にある巨大な要よう塞さいを振り返って、鳴々葉は弱々しい声を出す。門も司じ港こう絶対防衛線ラインは、九きゆう州しゆう方面からの禍憑妃マガツヒの侵入を防ぐ最後の砦とりでだ。この要塞を突破されたら、本ほん州しゆう赤あか間まが関せき市しの市街地まではわずか数キロ。甚じん大だいな被害が出るのは間違いない。

　絶対防衛線ラインに装備された百八門の火砲は、必死の応戦を続けていた。しかし禍憑妃マガツヒに与えた損害は皆無。破局粒子ＤＣＰを撒まき散らす禍憑妃マガツヒには、人類の持つ兵器はほとんど役に立たないのだ。禍憑妃マガツヒに唯一対抗できるのは、聖衣シユラウドをまとう獣じゆう装そう巫ふ兵へいだけなのである。

　とはいえ、数百体を超える禍憑妃マガツヒを、はたして鳴な々な葉はたちだけで防ぎきれるか──

　鳴々葉は絶望的な表情で唇を嚙かむ。髪につけた通信端末から、静かな声が流れ出してきたのはそのときだ。

「全員、下がれ」

　その声の主は、鳴々葉たちの後方──門も司じ港こう絶対防衛線ラインの頂上部に立っていた。

　薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドをまとった、長身の少女だ。でたらめに整ととのった顔立ちをしているが、その表情はどことなく気け怠だるげである。

「さ、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい？」

　羽は々ば姫きが警けい戒かいしたような顔つきで、四人目の獣装巫兵を睨にらみつけた。彼女──桜さくら狩がり紗々羅は、赤あか間まが関せき基地第一巫兵隊の小隊長だ。かつては政府自じ衛えい軍ぐんの撃墜王エースとして最さい前ぜん線せんで戦い続け、世界的にも名前を知られているという。

　しかし最近の彼女は、燃もえ尽き症候群を自称する無気力人間で、任務中でも手を抜きまくりサボりまくり。おかげで生き真ま面じ目めな羽々姫とは、なにかと衝しよう突とつが絶えないのだ。

「まさか、かったるいから帰ろうぜ、とか言い出すんじゃないでしょうね。ちょっとやめてくださいよこんなときに。だいたい紗々羅先輩は遅刻が多すぎなんですよ。こないだもわたしが用意した目覚まし時計どけいを寝ぼけて壁かべに叩たたきつけたりして──」

　ここぞとばかりにためこんだ鬱うつ憤ぷんを爆ばく発はつさせて騒さわぎ出す羽々姫。しかし紗々羅は、無感動な瞳ひとみで、そんな羽々姫を一いち瞥べつすると、

「あたしがやるから、おまえらは下がってろって言ってるんだ。巻きこまれても知らねーぞ」

「……へ？」

　いつになく冷淡な紗々羅の反応に、羽々姫が困惑の表情を浮かべる。そんな羽々姫の横をすり抜けて、紗々羅は禍憑妃マガツヒの群れへと突っこんでいった。生体感覚加速能力を持つ羽々姫でも反応できないほどの、異様な速度だ。そして敵の群れの中心部で、聖衣シユラウドの能力を解放する。

「行け、ＭＳ２４０サクヤ……〝熾し天てん森しん羅ら〟！」

　紗々羅の聖衣シユラウドを中心にして、巨大な炎の翼つばさが広がった。

　その灼しやく熱ねつの翼の正体は、複雑に絡み合う炎の鞭むちだ。一斉に解き放たれた火炎鞭が、樹じゆ木もくのように無数に枝分かれしながら広がって、禍憑妃マガツヒの群れを覆おおい尽くす。地上から、あるいは空中から、ありとあらゆる方向へと伸びる炎の鞭から逃れることは不可能──

　それはまるで、すべての生命を吞のみこむ恒星の最後の爆発を見ているような、恐ろしくも美しい光景だった。

「こ、これが本気の紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい……」

　ぽかん、と目を見開いたままの羽は々ば姫きが、感動に声を震ふるわせて呟つぶやいた。鳴な々な葉ははもちろん、紗々羅とのつき合いの長い音ね々ねまでもが絶句していた。救国の英雄とまで呼ばれた紗々羅の、本当の力を目にしたのは、彼女たちも初めてだったのだ。

　やがてほとんどの禍憑妃マガツヒを焼き尽くして、巨大な炎の翼つばさが消滅する。たった一人ひとりで爆ばく心しん地ちに残っていたのは、薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドをまとう少女だけだ。

「す……すごいじゃないですか、紗々羅先輩！　こんなことができるなら、なんで普ふ段だんからもっと真ま面じ目めに……」

　歓喜の声を上げながら、羽々姫が紗々羅のもとへと駆け寄っていく。しかし、抱きつこうとした羽々姫の目の前で、紗々羅が突然、目め眩まいに襲おそわれたようにふらついた。

　驚おどろいた羽々姫が、ぎょっと息を吞のんで紗々羅を支える。

「……紗々羅先輩？」

「ああ、悪い……ここのところオンゲーの新作続きであんま寝てなくてな」

　皮肉っぽい笑えみを浮かべた紗々羅が、そう言って大きくあくびをする。いつもの彼女と同じ投げやりな態度に、羽々姫はホッと肩の力を抜いて、

「は、はあ」

「さっさと片付けるぞ、羽々姫。賞しよう金きん稼かせいで、借金を返すんだろ」

　生き残ったわずかな禍憑妃マガツヒを睨にらんで、紗々羅が乱らん暴ぼうに羽々姫の頭を撫なでた。

「は、はい！」

　羽々姫は、飼い主に褒ほめられた忠犬のように勢いよくうなずき、再び光剣を構えて飛び立っていく。いつもと違うそんな二人ふたりの姿を、鳴々葉と音々は不安そうな表情で見送った。

「紗々羅ったら、なにか変なものでも食べちゃったのかしらー……」

　鳴々葉の気持ちを代弁するように、音々が真面目な声でそう言った。
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　赤あか間まが関せき要よう塞さいは、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの分ぶん屯とん基地だ。

　政府自衛軍の管かん轄かつではない、金で雇われて禍憑妃マガツヒ撃げき退たいを請うけ負う武装集団。すなわち民間軍事会社の支社である。そこに所属する兵士たちもまた、金で雇われた契約社員、すなわち傭よう兵へいということになる。

　禍憑妃マガツヒの関かん東とう侵攻により東とう京きようが陥落してから、すでに十六年が経たっている。

　その結果、日に本ほんの国力は大幅に低下。大幅な縮小再編成リストラを余よ儀ぎなくされた自衛軍に代わって日本各地に設立されたのが、極東自衛機構のような、営利目的の軍事企業というわけだ。

　なかでも弱小企業である極東自衛機構の営業範囲なわばりは、臨りん時じ首都から遠く離はなれた赤間関市。当然、補助金の額がくも安く、最さい新しん鋭えいの機き材ざいや優ゆう秀しゆうな人材が回ってくるはずもない。

　羽は々ば姫きたちがいるのは、そういう場所だ。

　本ほん州しゆうのどん詰まりに位置するこの要よう塞さいこそ、まさに人類の最さい果はての地なのだった。




「お疲れさまでした！　今日きようはさすがに疲れましたね。あ、飲み物どうぞ。よかったら、このタオルも使ってください」

　戦せん闘とう終了直後の赤あか間まが関せき基き地ち更こう衣い室しつ。シャワーを終えて出てきた紗さ々さ羅らに、羽々姫がスポーツドリンクとタオルを素早すばやく手渡す。部活の先せん輩ぱいに憧あこがれる女子高生のような雰囲気だ。

　普ふ段だんの羽々姫なら絶対にあり得ない態度だが、紗々羅がめずらしく真ま面じ目めに働いたことが、よっぽど嬉うれしかったのだろう。

「お……おお、サンキュ……」

　羽々姫の奇怪な行動に困惑しつつも、受け取ったタオルで髪を拭ふく紗々羅。そんな紗々羅を、シャワー室の外から誰だれかが呼んだ。

「紗々羅ー。ちょっといいかー？」

　廊下からヒラヒラと手を振っていたのは、よれよれの白衣を着た若い女だった。

　額ひたいに機械仕掛けのゴーグルを引っかけて、手には革グローブを嵌はめている。そのせいか技術者というよりも、マッドサイエンティストっぽい印象がある。

　袖そで乃の森もりちゃんこと、袖乃森柚ゆず子こ十九歳。極きよく東とう自じ衛えい機き構こう整せい備び科かの班長だ。

　なにか大事な用があるらしく、柚子は、面めん倒どうくさがる紗々羅を、ひと気のないロッカー室のほうへと引っ張っていった。先に食堂に行ってますから、と呼びかける羽々姫に背中を向けたまま、おー、とぞんざいに紗々羅が手を振る。

「ご機き嫌げんだね、羽々姫ちゃん」

　兵員食堂に向かう渡り廊下の途中で、微ほほ笑えみながら鳴な々な葉はが言った。羽々姫が紗々羅に懐なついているのが、少し意外だったのだろう。

「そ、そうかな」

　へへ、と羽々姫が照れたように頭をかく。

　甘いと言えばそれまでだが、実際、羽々姫は本気で感動しているらしい。紗々羅が強かったから、というだけではないのだろう。怠たい惰だで無能で無気力でこれまでロクに働こうとしなかった紗々羅が、誰に言われたわけでもなく、自らの意思で本気を出して、禍憑妃マガツヒを殲せん滅めつした。そのことが羽々姫にとっては予想外で、そのぶん感かん激げきも人一倍なのだ。

　そんな風に喜んでいる羽々姫を見て、鳴々葉も嬉しそうな表情になる。

　メンタルの弱い鳴々葉にとって、小隊内の人間関係がギスギスしている状況は好ましくない。紗々羅が真面目に働いて、羽々姫と仲良くしてくれるなら、そのほうが断然ありがたい。と、

「あ……」

　兵員食堂に到着する直前、忘れ物に気づいて鳴な々な葉はが立ち止まる。髪をいつものポニーテールに束ねるためのゴムがない。シャワー室に置いてきてしまったらしい。

　おろおろする鳴々葉に気づいて、羽は々ば姫きが、ん、と振り返り、

「忘れ物？」

「うん、髪ゴム。取ってくる」

「はいはい。先行って席取っとくね」

　手を振る羽々姫に見送られて、鳴々葉は来た道を戻り始めた。

　深刻な予算不足に苦しむ赤あか間まが関せき基地の兵舎は、老ろう朽きゆう化かが進んで、傷みが激はげしい。照明も暗く、はっきり言って不気味である。日没後に一人ひとりでうろつきたい場所ではない。

　そんな建物の中を怖こわ々ごわと歩いていた鳴々葉は、ロッカー室の奧から突然聞こえてきた声に驚おどろいて足をすくませた。薄うす暗ぐらい非常灯の下に立っていたのは、紗さ々さ羅らと柚ゆず子こだ。二人ふたりとも、めずらしく真剣な表情だった。

「……引退する？」

　柚子が驚いたように声を低くする。いつも陽気な彼女らしからぬ、深刻な口く調ちようだ。

「辞める……って本気で言ってるのかー？」

「ちょうどいい機き会かいだろ」

　ベンチに座った紗々羅が、乾いた声で笑った。背中を向けている紗々羅の表情は、鳴々葉の位置からではわからない。

「あたしと同期の連中で前ぜん線せんに出てるやつなんて、もうほとんど残ってないしな。みんな引退するか、行方ゆくえ知れずになっちまった。あたしもそろそろ潮しお時どきなんだよ」

　ドクン、と鳴々葉の心しん臓ぞうが跳ねた。紗々羅が辞める。引退する。極きよく東とう自じ衛えい機き構こうからいなくなってしまう、ということか。そんな馬ば鹿かな、と鳴々葉は混乱する。彼女たちはいったいなにを言っているのだろう、と思う。

「そうか。だけど、勿もつ体たいないな」

　柚子が残念そうに息を吐く。紗々羅は無言で肩をすくめるだけだ。

「部隊チームの連中にはもう話したのか？」

「いざとなると言い出しづらくてな」

　紗々羅が拗すねた子どものように言い訳をする。柚子は呆あきれたように苦笑して、

「こういう話は早めにしといたほうがいいぞー」

「まあな。あいつらには悪いと思ってるんだぜ、これでも」

　紗々羅はそう言って、だらしなくベンチに寝転がる。柚子はしばらくの間、そんな紗々羅を黙だまって見つめていたが、

「そうか……紗々羅がいなくなるのか。寂しくなるなー」

　ぼそりと呟つぶやく彼女を見上げて、紗々羅が困ったように微ほほ笑えんだ。

「悪いな。先に抜けさせてもらって」

「べつにおまえが謝あやまることじゃないけどなー」

「…………」

　二人ふたりの会話を最後まで聞かずに、鳴な々な葉ははふらふらと歩き出す。脚が小刻みに震ふるえているのは精神的なショックのせいだ。紗さ々さ羅らが引退。あまりにも唐突すぎて実感がわかない。ただ動揺で全身の震えが止まらない。

「ど……どうしよう……羽は々ば姫きちゃん……」

　知ってしまった情報のあまりの重大さに胃痛を覚えながら、鳴々葉は涙目で兵舎をあとにする。
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　夕食のメニューはハヤシライスだった。煮こんだタマネギの甘みとトマトの酸味が利いた、赤あか間まが関せき基き地ちの人気メニューだ。しかし鳴々葉の皿は一向に減る気配けはいがない。

「鳴々葉……食べないのー？」

　自分のぶんの食事を食べ終えた音ね々ねが、羨うらやましそうに鳴々葉の皿を見て訊きいてくる。病弱で、育ちのいい名家の令れい嬢じようでありながら、なぜか彼女は、食欲だけは人一倍旺おう盛せい──というよりも、胃袋底なしという表現が近い大おお喰ぐいキャラなのだ。

「あ、あの……よかったら食べますか？」

「ありがとうー。鳴々葉、大好きー」

　音々が表情を明るく輝かがやかせる。受け取ったハヤシライスにさっそく手をつけながら、彼女は小さく首を傾かしげ、

「で、シャワー室でなにかあったのー？」

　鳴々葉の瞳ひとみをのぞきこんで、何気ない口く調ちようで訊いてくる。食事に気を取られているように見せかけて、鳴々葉の異変にもちゃんと気づいていたらしい。

「え、いえ……べつにそういうわけでは……」

　鳴々葉はぎこちなく答えて首を振った。紗々羅が引退するらしい──本人が秘密にしているそんな重要な決断を、鳴々葉がここでうっかり洩もらすわけにはいかないのだ。それはつまり、誰だれにも相そう談だんできない、ということでもあるのだが。

「髪ゴム取りに戻ったんでしょ？　見つからなかったの？」

　つけあわせのサラダを頰ほお張ばったまま、羽々姫が怪け訝げんそうに目を細める。髪ゴムを回収できなかったせいで、鳴々葉は今も髪を下ろしたままだ。

「う……うん。あとでもう一度捜してみる」

　引ひき攣つった笑えみを浮かべて誤ご魔ま化かす鳴々葉。羽々姫は制服のポケットをごそごそとあさってなにかを取り出し、

「わたしの貸そうか？　こないだうっかり洗せん濯たくしちゃって、ちょっと褪たい色しよくしちゃってるけど」

「た、退たい職しよく……っ!?」

　鳴な々な葉はがビクッと肩を震ふるわせる。羽は々ば姫きは自前の髪ゴムを掌てのひらに乗せて鳴々葉に差し出す。

「うん。ここのあたりがね、ちょっと色いろ褪あせちゃってて」

「あ、そっか。そっちのタイショク……だよね。仕事を辞めるって意味じゃなくて……」

　誤解に気づいて、鳴々葉は安あん堵どの息を吐いた。その直後、

「紗さ々さ羅ら……どうしたのかしらー」

「ひっ!?」

　音ね々ねの不安そうな呟つぶやきを聞いて、鳴々葉は再び硬直する。

「さ、紗々羅先せん輩ぱいが、な、なにか……!?」

「着替えるのにずいぶん時間がかかってるな、と思ってー。お夕飯食べないのかしらー」

「ど、どうでしょう……」

　激はげしく脈打つ心しん臓ぞうを押さえて、鳴々葉は額ひたいに浮いた汗をぬぐう。無言でお茶をすすりながら、そんな鳴々葉を訝いぶかしげに眺めていた羽々姫が、さらに突然、

「やめちゃ」

「辞めっ……!?」

　羽々姫の発言に不意を衝つかれて、鳴々葉は激はげしく咳せきこんだ。

「ほら、このお茶……美お味いしいよね」

「や、八や女め茶ちや……う、うん。そうだね……」

　茶葉の袋に書かれた産地名を眺めて、鳴々葉が荒い息をつく。そんな鳴々葉の挙きよ動どう不ふ審しんぶりを、さすがに羽々姫も見み咎とがめて、

「どうしたの、鳴々葉。シャワー室でなにかあった？」

「な、ないよ。なんにもなかったよ！」

　必死で首を振って主張する鳴々葉。羽々姫は、ふーん、と素っ気なく呟き、

「……音々先輩、自白剤って持ってます？」

「あるわよー。国家機き密みつから思春期の黒歴史まで、なんでもござれの強力なやつがー」

　制服の胸元から怪しげな錠じよう剤ざいを取り出して、音々がにっこりと微ほほ笑えんだ。鳴々葉はたまらず悲鳴を上げた。音々の趣しゆ味みは薬剤の調ちよう合ごう。謎なぞの原料を元に独自製法で作られた彼女の薬は、市販薬など比較にならない強烈な効き目と、副作用のヤバさで知られている。

「なんでそんなものを普通に持ち歩いてるんですか!?」

「さあ、素直に吐きなさい。なにがあったの」

　自白剤の錠剤を鳴々葉に突きつけて、羽々姫が無表情に訊きいてくる。

　鳴々葉は、観かん念ねんしたようにがっくりと肩を落として、

「紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいが、整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんと話してて……」

「それはわたしも見てたけど……まさかあの人たち、またなにかくだらない悪わる巧だくみを……!?」

　羽は々ば姫きが眉まゆを吊つり上げた。柚ゆず子こは有能な技師だが、有能すぎて、しばしば非ひ常じよう識しきな発明品を作るという悪あく癖へきがあるのだ。そんなものが紗々羅の手に渡ったら、どんな風に悪用されるかわかったものではない。そのことを警けい戒かいしているのだろう。

　しかし鳴な々な葉はは、目を伏せたまま弱々しく首を振り、

「辞めちゃうって」

「……はい？」

「紗々羅先輩が引退して、いなくなっちゃうって」

「引……退……？」

　噓うそ、と羽々姫が掠かすれた声でうめいた。軽くパニックを起こしているのか、瞳ひとみの焦点が合っていない。いつも文句ばかり言ってたが、なんだかんだで彼女は紗々羅に懐なついていたのだ。

「どうして……今日きようだって、あれだけ大量の禍憑妃マガツヒを倒したのに……」

「私だって……信じたくないけど……」

　ぼろぼろと涙を流しながら、鳴々葉が言う。しかし現実に鳴々葉は聞いてしまったのだった。少なくともあのときの紗々羅たちは、冗じよう談だんを言っている雰囲気ではなかった。

「音ね々ね先輩！　音々先輩はなにか聞いてますか、紗々羅先輩から」

　羽々姫が、勢いよく顔を上げて音々に向き直る。

　音々は赤あか間まが関せき基き地ちの最古参兵だ。当然、紗々羅とのつき合いも一番長い。紗々羅が本気で引退するつもりなら、音々に真っ先に相そう談だんするはずだ。

　しかし音々からの返事はなかった。ただにこやかに微ほほ笑えんでいるだけだ。

「……先輩？」

　羽々姫が困惑したように呼びかける。それでも音々からの返事はない。ただ、微笑む彼女の唇から、つっ、と鮮せん血けつが一筋流れ出す。そして音々は、笑え顔がおのままゆっくりと前のめりに倒れ、

「ちょ、ちょっと音々先輩──!?」

　羽々姫が血相を変えて音々を揺さぶった。音々はぴくりとも動かない。彼女は目を開けて微笑んだまま、完全に気絶していたのだった。
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　傭よう兵へいたちの朝は早い。

　夜明け前に布団を抜け出した鳴々葉と羽々姫は、寝不足の身体からだを引きずるようにして作戦室へと向かう。紗々羅の引退発言が気になって、昨晩はほとんど眠れなかったのだ。

　桜さくら狩がり紗々羅が、獣じゆう装そう巫ふ兵へいとして最初の実戦に出たのは、まだ十二歳になる前だったという。

　それ以来、彼女は禍憑妃マガツヒとの戦せん闘とうの最さい前ぜん線せんで、休みなく戦い続けてきた。

　中でも紗さ々さ羅らの名を一いち躍やく有名にしたのは、三年前に起きた伊い吹ぶき山やま攻こう防ぼう戦せんだ。

　自じ衛えい軍ぐんが全兵力の四割を失ったともいわれるあの過酷な戦場で、当時十四歳だった紗々羅は、孤立無援の状況下、たった一人ひとりで敵の主力を殲せん滅めつした。日に本ほんを消滅の危き機きから救った彼女は、救国の英雄として民間人の間にも広く存在を知られることになる。

　しかし、それからわずか数カ月後、紗々羅は突然、軍を辞めた。

　そして現在の彼女の身分は、弱小民間軍事会社の契約社員だ。

　本ほん州しゆう最西端に位置する、ちっぽけな守備部隊の一いち傭よう兵へい。どうしてかつての英雄が軍を辞め、そのような身分に甘んじているのか、その理由は誰だれも知らない。

　それはつまり、彼女がいつそこからいなくなっても不ふ思し議ぎではない、ということだ。

　どんよりと暗く澱よどんだ気分で、羽は々ば姫きたちがそんなことを考えていると──

「危ねェ、ギリギリ間に合ったかー」

　問題の紗々羅が、寝ね癖ぐせのついた髪をかきながら作戦室に入ってきた。

　普ふ段だんなら遅刻など気にしたこともないくせに、今日きように限っては妙に律りち儀ぎだ。きちんと制服を着ているあたりも、紗々羅らしからぬ態度である。いつもの紗々羅なら、全裸にジャージの上着だけで基地内をうろついてたりするはずなのだ。

「あれ？　音ね々ねは？」

　作戦室の中を見回して、紗々羅が訊きいた。部へ屋やにいるのは羽々姫と鳴な々な葉はの二人ふたりだけ。音々も朝に強いほうではないが、紗々羅より遅くなるのはめずらしい。

「あの……音々先せん輩ぱいなら、昨日きのうから寝こんでます」

　鳴々葉が怖おず怖おずと口を開く。音々が倒れた理由を訊かれたらどうしよう、と不安だったが、紗々羅は特に気にした様よう子すもなく、

「そうか。あとで見み舞まいにも行かなきゃなー」

　慣なれた口く調ちようでそう独りごちただけだった。音々は病弱だからなー、と一人で納得したようにうなずいている。と、

「あの……」

　そんな紗々羅を睨にらんで、羽々姫が突然立ち上がった。なにか決意したような羽々姫の横顔に気づいて、鳴々葉は小さく息を吞のむ。どうやら悶もん々もんと悩むのに疲れて、直接本人に問いただすことにしたらしい。

「紗々羅先輩、引退するって本当ですか？」

　あまりにもそのまんまな羽々姫の言葉に、鳴々葉は思わず天を仰いだ。質問するにしても、もう少し穏おん便びんで婉えん曲きよくな言い回しはなかったのか。

　紗々羅は面めん喰くらったような表情を浮かべて、自分を睨みつけている羽々姫を見返し、

「なんの話だ？」

「とぼけても無む駄だです。昨日きのう、先せん輩ぱいが袖そで乃の森もりちゃんと話してたのを、鳴な々な葉はが立ち聞きしてたんですからね」

「立ち聞き？」

　ぎろり、と紗さ々さ羅らに横目で睨にらまれて、鳴々葉はぶるぶると首を振った。忘れ物を取りに戻ったらたまたま話し声が聞こえてきただけで盗み聞きする気はなかったんです違うんです、と必死に目だけで訴える。

「やっぱり本当に辞める気なんですか？」

　羽は々ば姫きがさらに紗々羅を問い詰める。紗々羅はやれやれと嘆息して、

「……ったく、そのことは袖乃森ちゃんと基地司令しか知らねーはずだったんだけどな」

　溜ため息いき混じりの口く調ちようでそう言った。自分の問いかけをあっさりと肯定されて、羽々姫がきつく唇を嚙かむ。

「どうしてなんですか。こんな、急に」

「そうだな。まあ、体力的な限界を感じたってところかな」

　どこか遠くを見るような表情で、紗々羅が言った。羽々姫がハッと表情を強こわ張ばらせる。

「体力の……限界……」

　羽々姫が思い出していたのは、戦せん闘とう中ちゆうの紗々羅の姿だ。〝熾し天てん森しん羅ら〟とかいうカッコイイ名前の大技で禍憑妃マガツヒの群れを蹴け散ちらした直後、一いつ瞬しゆん、紗々羅が目め眩まいを起こしたようにふらついた。過去の彼女にはなかったことだ。

「だ、だけど、誰だれにも相そう談だんせずに一人ひとりで決めるなんて……そんなの勝手じゃないですか！」

　駄だ々だをこねる子どものような態度で、羽々姫が言う。紗々羅は困ったように苦笑して、

「相談しろって言われてもな。プライベートな問題だしな」

「うう……それはそうかもしれませんけど」

　ぼそぼそと悔しそうに口ごもる羽々姫。紗々羅は、そんな羽々姫の頭を優やさしく叩たたいて、

「嬉うれしいだろ、羽々姫。これでおまえも小言を言わなくて済むようになるぜ」

「そ、そんなことっ……！」

　泣き出すのをこらえているような表情で、羽々姫が途と切ぎれ途切れに言い返す。そのとき、紗々羅の胸元で電子音が鳴った。携帯メールの着信音だ。

「来たか……早いな」

「お客さんですか？」

　鳴々葉が意外そうな表情で紗々羅に訊きく。赤あか間まが関せき基き地ちに客が訪れるのはめずらしい。出入りの業者や郵便配達人以外で、こんな辺境の地を訪れるような物好きは滅多めつたにいないのだ。

「ちょっと出かけてくる。ついてくるなよ」

　鳴々葉の質問をはぐらかすようにひらひらと手を振って、紗々羅は部へ屋やを出ていった。露ろ骨こつに怪しげな態度だった。むう、と眉み間けんにしわを刻んで、羽々姫は窓辺に駆け寄った。窓枠から上体を乗り出して、基地の正門前に立っている来客の姿を拝おがもうとする。

「……あれって、櫟いち井い監かん査さ官かん？」

　羽は々ば姫きの肩越しに窓の外を眺めて、鳴な々な葉はは困惑の声を出す。

　門をくぐって入ってきたのは、国防省の制服を着た若い女だった。眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな顔立ちには見覚えがある。櫟井茅かや乃の従軍監査官。国防省のエリート官僚だ。

「どっ……どっ……どっ……」

　羽々姫が白目を血走らせて、鳴々葉の首を絞め上げてくる。

「どうして国防省の職しよく員いんが紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいに会いに来るわけ!?」

「そ、それは私に訊きかれても……」

　苦しげに言い返しながら、首を振る鳴々葉。

　櫟井茅乃は紗々羅のかつての戦友だ。三年前の伊い吹ぶき山やま攻こう防ぼう戦せん当時、二人ふたりは同じ部隊にいたらしい。しかし紗々羅が突然軍を辞めたことで、二人の関係は断たれたはずだった。

　その茅乃が、なぜ今になって紗々羅に会いに来たのか──それが気にならないはずがない。

「鳴々葉、行くわよ」

　ガッ、と鳴々葉の手首を強く握って、羽々姫が大おお股またで歩き出す。

「え？　どこに……？」

「盗とう聴ちようよ、盗聴！　鳴々葉、そういうの得意でしょ」

「え、ええー……」

　得意じゃないよぅ、という泣き言は、羽々姫の耳には届かない。鳴々葉は抵抗むなしく羽々姫に引きずられて作戦室を出る。

　紗々羅と茅乃は、まるで人目を避けるように兵舎内の空あき部屋べやに入っていく。尾行する鳴々葉たちにとっては、都合のいい展開だ。

「やめようよ、羽々姫ちゃん」

「しっ……！」

　やんわりと戒いましめる鳴々葉をひと睨にらみで黙だまらせて、羽々姫は耳を壁かべに押し当てた。薄うすっぺらい兵舎の壁を透かして、紗々羅たちの会話は鮮せん明めいに聞こえてくる。

「──検査の結果、出たんだろ。余計な気き遣づかいは要いらないから、率直なところを話してくれ」

　最初に聞こえてきたのは、紗々羅の声だ。まるで別人のように真剣な口く調ちようである。

　茅乃が弱々しく首を振る気配けはいがある。

「よくないわ……どうしてこんなになるまで放っておいたの？」

　感情を押し殺したような茅乃の言葉に、鳴々葉は呆ぼう然ぜんと目を見張った。

　検査というのがなにを意味しているのかはわからない。理解したくない、というべきか。ただひたすら悪い予感だけがある。

「回復の見こみは？」

　紗さ々さ羅らが無感動な声で訊きく。茅かや乃のは静かに溜ため息いきをついた。

「あなたも薄うす々うすは気づいてたんでしょう？」

「手の施ほどこしようがない……ってことか」

　そう言って紗々羅は、開き直ったように声を上げて笑った。

「まあ、仕方ないな。これまでだって、騙だまし騙だましやってきたんだしな」

「……悪いことは言わないわ。すぐに極きよく東とう自じ衛えい機き構こうは辞めなさい。あなたはもう十分に戦った。引退して余生をのんびり過ごしても、誰だれにも文句は言わせないわ」

　真しん摯しな口く調ちようで、茅乃が言う。彼女は冷静を装っていたが、語尾のかすかな震ふるえは隠せていない。本気で紗々羅の身を案じているのだ。

　短い沈ちん黙もくを挟んで、紗々羅がぽつりと訊き返す。

「あと、どれくらい保もちそうだ？」

　茅乃がきつく握りしめた書類が、彼女の手の中でクシャッと音を立てた。

「正直、いつ倒れてもおかしくない状況よ……すぐに専門家を集めて処置をしないと」

「……それでも延命するのが精一杯なんだな」

　紗々羅が淡々と指摘する。茅乃は無言。その沈黙が彼女の答えだ。

「聖衣シユラウドの運用は？」

「論ろん外がいよ。今の体力で大規模な魔ま力りよくを使ったら、それこそ致命的だわ」

　少し焦ったような早口で、茅乃が叫んだ。わかった、と紗々羅が寂しげに言う。

「悪かったな。こんな用事で呼びつけちまって」

　動揺してないわけではないのだろうが、紗々羅の口調は明るかった。そのことが逆に悲ひ愴そうに感じられて、鳴な々な葉ははそっと壁かべから耳を離はなす。

　引退は体力的な問題が原因だと、紗々羅自身たしかにそう言っていた。だが、鳴々葉たちが想像していた以上に、事態は深刻になっていたらしい。いつ倒れてもおかしくない。それどころか命すら危ない、という風に聞こえた。

「は、羽は々ば姫きちゃん……どうしよう……」

　鳴々葉が震える声で呼びかけた。しかし羽々姫の返事はない。

　放心したような表情で立ち上がり、羽々姫はふらふらと当てもなく歩き出す。

「噓うそ……紗々羅先せん輩ぱいが……」

「は、羽々姫ちゃん……」

　打ちひしがれたような羽々姫の背中を眺めて、鳴々葉は言葉をなくした。

　窓辺から降りそそぐ朝の陽ひ射ざしが、今は灰はい色いろに色いろ褪あせて見えた。
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　その日の夜。羽は々ば姫きたちに突然呼び出された紗さ々さ羅らは、見み慣なれた作戦室に入ったところで足を止めた。真っ先に視界に入ってきたのは、黒板にチョークで描かかれたカラフルな文字。装飾が多くて読みにくいが「さくらがりささら壮行会」と書かれているように見える。

「なんだこれは？」

　テーブルの上に置かれた大量の菓子や飲み物を眺めて、紗々羅が困惑の声を洩もらす。

　そんな彼女の頭上へと、火薬の音とともに紙かみ吹雪ふぶきが降りそそいだ。クラッカーを構えていたのは鳴な々な葉はと音ね々ねだ。よく見れば壁かべ一面に、ティッシュで作った花飾りが貼はりつけられている。

「お待ちしてました、紗々羅先せん輩ぱい。ささ、どうぞ。こちらの席に座ってください」

　にこやかな営業スマイルを浮かべた羽々姫が、紗々羅の手を引いて案内しようとする。

　紗々羅はぞわっと鳥肌を立てながら、羽々姫の手を乱らん暴ぼうに振りほどき、

「羽々姫……おまえら、なにを企たくらんでる？」

「あー……えっと、これはですね……」

　露ろ骨こつに警けい戒かいする紗々羅を眺めて、羽々姫が困り顔で頭をかいた。

「つまり、引退する紗々羅先輩のこれまでの活かつ躍やくを労ねぎらって、ささやかながら慰い労ろうパーティなんかを開こうかなと思いまして」

「あの、これ、どうぞ」

　そう言って花束を運んでくる鳴々葉。音々はすでにあふれ出した涙をハンカチでぬぐっている。

「……あたしの引退が、そんな嬉うれしかったのか、おまえら」

　紗々羅が、ふううっ、と長い溜ため息いきをついた。困惑を通りこして呆あきれているのだ。

「そ、それはそうですよ」

　なぜか強がっているような口く調ちようで、羽々姫が答えてくる。

「紗々羅先輩ときたら、朝は弱いし、居眠りするし、がさつだし、他人の獲え物ものを横取りするし、他人が大事にとってあったおやつを勝手に食べたりするし……これからは、そういうことにいちいち文句を言わずに済むかと思うと清々します」

「ほー」

　紗々羅が半はん眼がんになって羽々姫を睨にらんだ。

　しかし羽々姫は、そんな紗々羅の表情の変化に気づいていない。なぜなら羽々姫は、まるで涙を隠すようにうつむいて、低く嗚お咽えつを洩らし始めていたからだ。

「だ……だいたい紗々羅先輩は日ごろから不摂生なんですよ。夜よ更ふかしするし、野菜食べないし、部へ屋やでごろごろゲームばっかりして……こ、これからは少し生活態度を見直して……でないと、わたしはもう面めん倒どう見てあげられないんですから……」

「羽は々ば姫き？」

　ぼろぼろと涙をこぼす羽々姫を見て、紗さ々さ羅らが困惑したように立ち尽くす。

　ふと見れば、鳴な々な葉はや音ね々ねも同じようにすすり泣きを始めていた。涙でくしゃくしゃに顔を歪ゆがませた彼女たちの声は、すでに言葉になっていない。

「……お願ねがいですから……少しでも長生きして……えぐっ……死んじゃやだよ……！」

　ついに号泣を始めた羽々姫が、紗々羅にしがみついてくる。続けて鳴々葉と音ね々ねも勢いよく飛びついてきて、押おし潰つぶされた紗々羅が、ごふっ、とうめいた。

「紗々羅先せん輩ぱい……！」

「紗々羅ー。薬を……薬を調ちよう合ごうするから……死んでもすぐに生き返るように頑張るからー！」

「えー……と、ちょっと待て、おまえら」

　どうにか羽々姫たちを引ひき剝はがして、紗々羅が弱々しく訊きき返す。

「今イチ話が見えないんだが。なんであたしが死ぬことが確かく定ていみたくなってんだ……？」

「だって、辞めるって言ってたじゃないですか！　体力の限界を感じて引退するって！」

　涙と鼻水まみれの顔で、怒ったように言い返してきたのは羽々姫だった。

　んん……と紗々羅は、混乱した頭を整せい理りして、

「引退する……って、ＤＦＯの話だよな？」

「ＤＦＯ？」

　きょとん、と充血した目を見開いて、羽々姫が呟つぶやく。難なん病びようの名前だろうか、と戸惑っているような表情だ。

　あれほど有名なのに知らないのか、と紗々羅は軽く呆あきれながら、

「ドラゴンフォース・オンラインな。三年くらい前からずっとプレイしてて、キャラも上限カンストまで育てたんだが、ゲーム内でやることなくなっちまったし、そろそろ引退しようと思ってな」

「オ……オンラインゲーム……ですか？　ゲームを……引退……？」

　鳴々葉が、たどたどしい口調で確認してくる。音々は能面のような無表情で紗々羅を眺めて、

「じゃあ、最近、紗々羅が昼間やけに眠そうにしてたのはー……」

「まだベータテスト期間なんだけど、こないだＤＦＯの続ぞく編へんが出たからな。いやー……やっぱ、オンゲーの掛け持ちは体力的につらいわ。ここんとこ毎晩寝不足で」

　ふわあああ、と思い出したように大きくあくびをする紗々羅。

　羽々姫はあまりの出来事に絶句して、ぶるぶると全身を引ひき攣つらせていたが、やがてそれも臨りん界かいに達して、

「なんじゃあそりゃあああああ──っ！」
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　全開にした窓から外に向かって、力の限り絶叫した。そして力尽きたように窓枠に突っ伏し、それきりピクリとも動かなくなる。

「ちょっと待ってください。じゃあ、どうして櫟いち井い監かん査さ官かんを呼んだりしたんですか？　なにかあの方に相そう談だんがあったんじゃ」

　よろよろと壁かべにもたれた鳴な々な葉はが、目め眩まいに耐えながら質問した。

「ああ、カヤノか……あれはまだ、おまえらには黙だまってようと思ってたんだけどな」

　しゃあねーな、と舌打ちして、紗さ々さ羅らがそれを口にしようとする。

　その直前、夜の静寂をぶち破って、けたたましいサイレンの音が鳴なり響ひびいた。作戦室のスピーカーから、オペレーターの緊きん迫ぱくした声が流れ出してくる。

『──赤あか間まが関せきコントロールより各員。門も司じ港こう方面に大規模な禍憑妃マガツヒの群れを確かく認にん。出しゆつ撃げき可能な獣じゆう装そう巫ふ兵へいはただちに迎撃せよ。なお、敵の総数は不明である。十分に警けい戒かいされたし。繰くり返す──』

「こんなときに出撃しごとだと……」

　最悪だ、と紗々羅が顔をしかめた。その唇がかすかに青ざめていることに、羽は々ば姫きたちは気づかない。

「紗々羅先せん輩ぱい、話はまたあとで。きっちりオトシマエつけてもらいますからね！」

「待て……羽々姫……！」

　紗々羅が制止する前に、羽々姫は作戦室を飛び出していた。鳴々葉と音ね々ねも、すぐに彼女のあとを追う。一人ひとり残された紗々羅が、くそ、と苦々しげに唇を歪ゆがめた。

「まずいかもしれねーな……」

　しっとりと汗で濡ぬれた掌てのひらを握って、紗さ々さ羅らがうめく。サーチライトに照らされた夜空には、月が赤く不吉な色に輝かがやいていた。
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　大地が、禍憑妃マガツヒの色に染まっていた。

　対つ馬しま海かい峡きよう付近の棲せい息そく圏けんからあふれ出した妖よう獣じゆうたちが、新たな餌えさ場ばを求めて、本ほん州しゆうへと侵攻を始めているのだ。海底から浮上し、地中から這はい出し、あるいは空中から飛来する無数の禍憑妃マガツヒの群れ。その数は、優ゆうに数千体を超えていた。個体名で識しき別べつされるレベルの大型禍憑妃マガツヒだけでも、七、八十体はいるはずだ。

「な……なにこれ!?」

「す、すごい数……」

　地面をも揺るがす禍憑妃マガツヒたちの大だい暴ぼう走そうに、羽は々ば姫きと鳴な々な葉はが呆ぼう然ぜんとうめく。数日前に遭遇した群れもそれなりの規模だったが、今回の侵攻は桁けたが違う。どう考えても、羽々姫たちだけで阻止できる数ではない。

「群生禍憑妃マガツヒの大移動ね……過去にも何度か目撃されてるらしいけどー」

　地ち平へい線せんまで続く妖獣たちの群れを眺めて、音ね々ねが感嘆の声を出す。

　羽々姫はキッと目つきを鋭するどくして、

「冷静に分析してる場合じゃないですよ！　とにかくここで喰くい止めないと、赤あか間まが関せきが……」

「く、喰い止めるって……でも、どうすれば……」

　気弱げに呟つぶやいたのは鳴々葉だった。しかし彼女が弱気になるのもわかる。ここまで敵の数が多すぎると、いったいどこから手をつければいいのかわからない。

　逃げられるものなら逃げ出したいが、禍憑妃マガツヒの侵攻はこのまま赤間関を越えて、本ほん州しゆう奥地まで到達するのは確かく実じつだ。羽々姫たちにはどこにも逃げ場所はない。

「ＡＳ５５２クシナダ──封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

　やけくそ気味に封印リミツターを解除して、羽々姫は固有武装の光剣を引き抜いた。

　羽々姫たちの聖衣シユラウドの動力源は、赤間関基地から転送されてくる魔ま力りよくである。

　基地の地下には、生きたまま捕ほ獲かくされた大型禍憑妃マガツヒが眠っており、羽々姫たち獣じゆう装そう巫ふ兵へいは、その魔力を自分たちの力として利用することができるのだ。

　ただし魔力の転送には莫ばく大だいな経費が必要で、本来なら長時間の封印解放はできない。無む駄だに魔力を浪費すると、転送料金がかさんで、戦っても赤字になってしまうからである。しかし、今回ばかりは、そんなことを気にしている場合ではなかった。

「うらあああああああああっ！」

　羽は々ば姫きの聖衣シユラウドの固有権能は、生体感覚加速だ。大気との摩ま擦さつに耐えながら、通常時の一千倍近くまで加速して、羽々姫は敵の群れへと突っこんだ。そして目についた禍憑妃マガツヒを片っ端から斬きり捨てていく。

「──羽々姫ちゃん!?」

「大丈夫よ、鳴な々な葉は！　こいつら、数は多いけど、そこまで硬くないわ。いけるっ！」

　ぜえぜえと息を切らせながらも、手て応ごたえを感じて羽々姫は叫んだ。

　そんな羽々姫に触発されたのか、音ね々ねも鉄てつ扇せんを広げて身構える。彼女が生み出したのは、圧あつ縮しゆくされた高こう濃のう度どの魔ま力りよくの塊だ。音々がもっとも得意とする爆ばく縮しゆく結界という大技である。

「鳴々葉。連携攻こう撃げき、行くわよー……ＬＳ２４９オトタチバナー！」

「サ、ＡＳ５５０サグメっ！　〝磐船イワフネ〟二百四十連──撃うてっ！」

　音々が極限まで圧縮した魔力を一気に解放した。それは半径数キロを巻きこむ巨大な爆発となって、禍憑妃マガツヒの群れを薙なぎ払った。爆発にかろうじて耐えた禍憑妃マガツヒたちを襲おそったのは、鳴々葉が撃ち出した光剣だ。狙そ撃げきを得意とする鳴々葉の聖衣シユラウドが、手負いの大型禍憑妃マガツヒたちを片っ端から撃ち抜いていく。そして羽々姫の斬ざん撃げきが、生き残った敵に容赦なく引いん導どうを渡す。

　倒した敵の数が百体を超えたところで、羽々姫はそれ以上数えるのをやめた。このまま押し切れるか、とかすかな期待を抱く。だが、限界はすぐに訪れた。

　加速状態が途と切ぎれた一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて、禍憑妃マガツヒの触手が羽々姫の脚を搦からめ捕とる。動けなくなった羽々姫へと、ここぞとばかりに小型禍憑妃マガツヒの群れが殺到した。それらをさばくのに精一杯で、羽々姫は触手から逃れられない。

　ふと見れば鳴々葉や音々も、それぞれ禍憑妃マガツヒの猛攻を受けている。

「くっ……！」

　このままでは聖衣シユラウドの装甲が保もたない、と羽々姫が絶望に囚とらわれかけたとき、彼女の視界の片隅を灼しやく熱ねつの閃せん光こうが駆け抜けた。

「──〝散藤バラフジ〟！」

　薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドをまとった少女が、炎の鞭むちを展開して禍憑妃マガツヒたちを蹴け散ちらしていく。羽々姫を捕らえていた触手持ちの大型禍憑妃マガツヒも、爆炎に包まれて一瞬で消滅した。

「紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい！」

　ようやく自由を取り戻した羽々姫が、降りそそぐ炎をよけながら紗々羅と合流する。

　羽々姫のＡＳ５５２クシナダはすでに満まん身しん創そう痍い。鳴々葉や音々も、かなりのダメージを負っているようだ。しかしまだ戦える。それを確かく認にんして紗々羅は獰どう猛もうに微ほほ笑えむと、聖衣シユラウドの封印リミツターをすべて解除した。封印解放第一段階アンシール・レベルワン──！

「行け、ＭＳ２４０サクヤ……〝熾し天てん寂じやく滅めつ〟！」

　紗々羅の身体からだを中心に放たれたのは、太陽フレアかと見まがうような巨大な爆炎だ。それは荒れ狂う炎の嵐あらしと化して、禍憑妃マガツヒたちの群れを吞のみこんでいく。なにがなんだかよくわからないほどの、とにかく凄すごい攻こう撃げきである。しかしそのネーミングセンスはどうなのか。十二、三歳くらいのころの幼い紗さ々さ羅らが、一いつ生しよう懸けん命めい考えたのだろうと想像すると、多少は微ほほ笑えましくもあるが──

「すごい……これなら……！」

　紗々羅の炎の一いつ閃せんは、敵の数を一気に半分近くにまで減らしていた。

　それを見た羽は々ば姫きの瞳ひとみに生気が戻る。

　敵の数はいまだに膨ぼう大だいだ。だが、もはや絶望するほどの戦力差ではなかった。このまま敵の数を削り続ければ、侵攻を完全に喰くい止めるのも不可能ではないはずだ。

「ＡＳ５５２クシナダ──封印解放アンシール……！」

　羽々姫が勢いよく光剣を振り上げて叫ぶ。

　異変が起きたのは、まさにその瞬しゆん間かんのことだった。

　羽々姫の手の中で実体化していた光剣が、なんの前触れもなく消滅した。

「え!?　クシナダ!?」

　空っぽの両手を見つめて、羽々姫がうめく。しかし消滅したのは剣だけではなかった。背中に展開していた翼つばさや武装、そして聖衣シユラウドの防ぼう護ご結界までもが消滅していく。

「聖衣シユラウドの……魔ま力りよくが……」

「霊獣マガツヒとの接続が解けちゃったかもー」

　武器を失っていたのは、羽々姫だけではない。鳴な々な葉はや音ね々ね、それに紗々羅の聖衣シユラウドからも、魔力の輝かがやきが消えていく。赤あか間まが関せき基き地ちからの魔力転送が止まってしまったのだ。

「ここまでか……」

　機き能のうを停止した聖衣シユラウドを見下ろして、紗々羅が投げやりに呟つぶやいた。

　羽々姫は慌てて彼女に駆け寄り、

「どういうことですか、紗々羅先せん輩ぱい!?　これっていったいなんなんです!?　こんなところで聖衣シユラウドが動かなくなったら……」

「死ぬかな、これは」

　他ひ人と事ごとのような無気力な口く調ちようで、紗々羅が言う。羽々姫はぎょっと目を剝むいた。

「先輩……！　ちょ、なに達たつ観かんしちゃってるんですか!?　諦あきらめるなっ！　こらあああっっ！」

　頭を抱えて羽々姫は絶叫するが、実際、聖衣シユラウドがなければ彼女たちは無力な少女に過ぎない。災さい厄やくの獣けものである禍憑妃マガツヒに対抗するなど、逆立ちしても不可能だ。

　そして無防備に立ち尽くす羽々姫たちを目がけて、新たな禍憑妃マガツヒの群れが迫ってくる。聖衣シユラウドが使えれば一撃で蹴け散ちらせる程度の雑ざ魚こたちだが、今の羽々姫たちにとって、それらは確かく実じつな「死」そのものだった。

　羽々姫の視界を、迫り来る禍憑妃マガツヒの巨体が埋め尽くす。踏みつぶされるまでの一瞬が、引き延ばされて異様に長く感じる。そして──

「──!?」

　天空から飛来した閃せん光こうが、羽は々ば姫きたちの眼前で、禍憑妃マガツヒを刺し貫いた。

　魔ま力りよくの光に包まれて、禍憑妃マガツヒの巨体が消滅していく。羽々姫は呆ぼう然ぜんとそれを眺める。誰だれかが禍憑妃マガツヒを攻こう撃げきして、羽々姫たちの命を救ったのだ。

「獣じゆう装そう巫ふ兵へい……」

　頭上を振り仰いで、音ね々ねがぽつりと呟つぶやいた。

　暗い夜空を背景にして、いくつもの光が流星のように舞まっていた。

　その輝かがやきの正体は、美しい鎧よろいをまとった少女たちだ。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シユラウド〟──

　それが彼女たちの鎧の名前だった。

「極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの聖衣シユラウドじゃ……ない？」

　鳴な々な葉はがかすれた声で言う。見知らぬ聖衣シユラウドをまとった少女たちの数は二十名近く。連隊規模の大戦力である。弱小民間軍事会社である極東自衛機構には、これだけの戦力を動かせるような資金はない。

「どうにか間に合ったわね」

　灰はい色いろの聖衣シユラウドを着た女性が、上空から単独ひとりで降りてくる。

　その聖衣シユラウドの名前を、羽々姫たちは知っていた。

　無数のアンテナ状の突起に覆おおわれた、電子戦型獣装戦闘服ＢＤＵ──ＥＳ６０ノヅチ。

　着用者は国防省の櫟いち井い茅かや乃の従軍監かん査さ官かんだ。

「助かったぜ、カヤノ。借りが増えたな」

「……なによ、今さら。だから極東自衛機構で戦うのはやめなさいって警けい告こくしてあげたのに」

　皮肉っぽく笑って手を振る紗さ々さ羅らを、茅乃が少し呆あきれたように睨にらむ。

　そんな紗々羅と茅乃を、羽々姫は困惑顔で見比べながら、

「櫟井監査官……が、連れてきたってことは、この獣装巫兵戦隊って……国防軍の？」

「違うわ。彼女たちは聖しよう天てん坂さかセキュリティカンパニー──関かん西さい地区に本拠を置く民間軍事会社の傭よう兵へいよ」

　上空に展開した獣装巫兵たちを見上げて、茅乃が答えた。

　いまだに禍憑妃マガツヒの侵攻は続いているが、新たな獣装巫兵部隊は、華か麗れいな連携で妖よう獣じようたちを圧倒する。単に兵の数が多いだけではない。装備の質や練度が高い。よほど資金的に恵まれた部隊なのだろう。

「なんで関西の民間軍事会社が、赤あか間まが関せきに？」

　羽々姫が素朴な疑問を口にする。その瞬しゆん間かん、茅乃は奇妙な表情を浮かべた。羽々姫たちを気き遣づかうような、憐あわれむような、そんな複雑な表情だ。

「え……と、つまり、それは──」

　そして彼女は真実を告げる。残酷な残酷な真実を──
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「倒産した？」

　翌朝。赤あか間まが関せき基き地ちに帰投した羽は々ば姫きたちが見たのは、シャッターで閉へい鎖さされた兵舎と、途方に暮れる隊員たちの姿だった。基地内のめぼしい備品には差し押さえの赤札が貼はられて、殺さつ伐ばつとした雰囲気を醸かもし出している。

「まことに遺い憾かんながら──」

　裁判所発行の命令書を羽々姫たちに突きつけて、茅かや乃のが無感情な声で言う。

「昨日きのう付けで極きよく東とう自じ衛えい機き構こう本社から破産手続開始の申立てが行われ、裁判所に認定されました。これに伴い、極東自衛機構の保有する資産に対して、保全処分および保全管理命令が発令されています」

「えーと……それって聖衣シユラウドが差し押さえってことですか？」

　土地建物などの不動産を除けば、極東自衛機構の保有する最大の資産は、羽々姫たちの獣装戦闘服ＢＤＵである。そして獣装戦闘服ＢＤＵが、獣じゆう装そう巫ふ兵へい一人ひとり一人ひとりに合わせて仕立てられた特注品ワンオフであるということは、羽々姫たちも含めて差し押さえの対象になるのかもしれない。

　そんな羽々姫の不安を裏付けるように、茅乃は静かにうなずいて、

「そうですね。あなた方が受け取るはずだった給料や報奨金も同様になります」

「は、はい……？」

「まことに遺憾ながら」

「いや……遺憾とかそういう問題じゃなくて……。」

　降って湧わいたような突然の不幸に、羽々姫の理解がついていけない。現実を認めることを、脳が拒こばんでいるのかもしれない。ただでさえ借金まみれで苦労しているのに、給料まで差し止められてしまったら、いったいどうなってしまうのか。

「ひょっとしてー、紗さ々さ羅らが監かん査さ官かんと話してたのって、このこと？」

　音ね々ねがちょこんと首を傾かしげて、紗々羅に訊きく。

「ああ。極東自衛機構の経営状態がやばいんじゃないかって気づいて、こっそりカヤノに財務調ちよう査さを頼んでおいたんだ。ただ、そのときにはもう手の施しようがない状態だったけどな」

「あ……」

　紗々羅の説明を聞いた鳴な々な葉はが、驚おどろいて小さく声を洩もらす。これまで騙だまし騙だましやってきた。いつ倒れてもおかしくない。回復の見込みもない。あれらはすべて、極東自衛機構の経営状態に対する言葉だったのだ。

「じゃあ、聖衣シユラウドの運用は無理っていうのは……」

「企業体力的になー。魔ま力りよくの転送料金が支払えないって話で」

「そ……それで私たちの聖衣シユラウドへの魔力供給が途中で止められちゃったんですか」

「だな。長いこと料金未納だったらしいからな」

　紗さ々さ羅らがやる気のない表情で肩をすくめる。そんな理由で……と、その場に力尽きたようにへたりこむ鳴な々な葉は。

「なお、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうが担当していた地区の防衛は、今後、ＳＳＳＣ──聖しよう天てん坂さかセキュリティカンパニーに引き継がれます。外部監かん査さ役やくは、国防省従軍監査官の私が」

　茅かや乃のが事務的な口く調ちようで淡々と告げた。

　そのとき羽は々ば姫きが、怖おず怖おずと手を挙げて質問する。

「あの……ところで、わたしたちはどうなっちゃうんでしょうか」

　茅乃は一いつ瞬しゆん、言葉に詰まったように沈ちん黙もくした。

　可か哀わい想そうな動物を見るような眼なま差ざしを羽々姫に向けて、溜ため息いき混じりの声で言う。

「まことに遺い憾かんながら──」




　そう。本ほん州しゆう最西端の最さい果はての地。極東自衛機構赤あか間まが関せき基き地ちのいちばん長い日は、こんな風にして始まったのだった。
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　黎れい明めいの輝かがやきが地ち平へい線せんを染めている。

　夜の闇やみを振りきるようにして雲の切れ間から姿を現したのは、魔ま力りよくの光を撒まき散らしながら空を翔かける少女たちだった。

　彼女たちが身につけているのは、艶つややかな装甲に覆おおわれた戦せん闘とう服ふくだ。

　獣けものの姿を象かたどったシルエットは、兵器というよりも、呪じゆ術じゆつ的てきな衣装を連想させる。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シユラウド〟──

　それがその奇妙な鎧よろいの名前だった。

「──十二時方向に敵てき影えいを捕ほ捉そく。狻猊サンゲイ亞種。総数三。及び中小型禍憑妃マガツヒ多数！」

「ＭＳ２４０サクヤ了解！　天あま乃の少尉、正面から突とつ撃げきして突き放せ。樛とがの宮みや少尉は天乃少尉を援えん護ご。小こ揺ゆる木ぎ中尉とあたしで三十秒後に一斉砲撃をかける。それまで保もたせろ！」

「了解！」

　色いろ鮮あざやかな鎧をまとった少女たちが、禍憑妃マガツヒと呼ばれる怪物へと果敢に攻撃を仕掛けていく。彼女たちは、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうと呼ばれる民間軍事会社の傭よう兵へいだ。弱体化した政府自衛軍に代わって、九きゆう州しゆう方面からの禍憑妃マガツヒの侵攻を阻止するのが彼女たちの任務である。

「──〝十束トツカ〟！」

　真しん紅くの鎧をまとった少女が、巨大な光剣を一いつ閃せんして、異い形ぎようの怪物を斬きり裂いていく。

　地上からそれを見上げていた赤あか間まが関せきの市民たちが、彼女の雄々しい姿に歓声を上げた。

「さすが極東自衛機構だ……！」

「この辺境サイハテの土地に舞まい降りた女神だ！」

「ありがとう！　ありがとう……！」

　人々の想おもいと感かん謝しやの念が、命いのち懸がけの戦いを続ける少女たちに勇気を与える。

　彼女たちの絶え間ない猛攻を浴びて、群れのボスである巨大な禍憑妃マガツヒが、ついに断末魔の咆ほう吼こうを上げた。しかし歴戦の強つわ者ものたる獣じゆう装そう巫ふ兵へいたちに油断はない。

「各かく機き、これより残敵の掃そう討とうに移れ！　一匹たりとも赤間関に近づけさせるな！」

「はい！」

　散開した少女たちが、怯ひるむことなく怪物たちの群れへと突っこんでいく。真紅の鎧を着た少女も、背中の翼つばさを広げて再び光剣を振り上げた。

「行くよ、ＡＳ５５２クシナダ──！」

　そんな彼女の視界が、不意に暗くなる。握っていたはずの剣が、いつの間にか見えなくなっていた。背中の翼も、魔力の光もすべて消える。

「……クシナ……ダ？」

　聖衣シユラウドの名を呼んでも反応はない。重力に囚とらわれた彼女の身体からだは、やがて不快な浮遊感とともに落下を始めた。深くて暗い闇の底へと、どこまでもどこまでも落ちていく──
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「あー……」

　天あま乃の羽は々ば姫きは、硬いコンクリート製のベンチの上で目を覚ました。

　小柄で可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女だ。

　しかし今は全身に、やさぐれたような気け怠だるい雰囲気をまとわりつかせている。

　頭上には、無む駄だによく晴れた空が広がっていた。海から吹きこむ冷たい風が、毛布がわりに身体からだに巻きつけた段ボールを揺らしている。いつの間にか夜が明けていたらしい。

「おはよう、羽々姫ちゃん。目が覚めた？」

　怖おず怖おずと声をかけてきたのは、長い髪をポニーテール風に束ねた、どことなく薄はつ幸こうそうな顔立ちの少女だった。羽々姫と同期の樛とがの宮みや鳴な々な葉はだ。

　鳴々葉は、一斗缶に枯れ枝や落ち葉を集めて、小さな焚たき火びをおこしている。その焚き火の向こう側に、桜さくら狩がり紗さ々さ羅らと小こ揺ゆる木ぎ音ね々ねの姿も見えた。

「ここは……？」

「赤あか間まが関せき基き地ちの中庭だよ」

　羽々姫の質問に、鳴々葉が少し困ったような表情で答える。

　赤間関要よう塞さいは、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの分ぶん屯とん基地だ。

　本ほん州しゆう最西端の赤間関市において、政府から支払われる報奨金を目当てに、禍憑妃マガツヒ撃げき退たいを請うけ負う武装集団──民間軍事会社の支社である。そこに所属する兵士たちも、金で雇われた契約社員、すなわち傭よう兵へいということになる。

　そんな赤間関基地の出入り口も、今はバリケードで封ふう鎖さされ、備品には差し押さえの赤札が貼はられていた。基地への送電は停止され、禍憑妃マガツヒを監かん視しするレーダーも停とまっている。

「そう……か。極東自衛機構が倒産して、基地が差し押さえられちゃったんだっけ」

　自分たちの置かれた状況を理解して、羽々姫は頼りなく溜ため息いきをついた。

　中庭には羽々姫たち以外にも、大勢の人々の姿がある。兵舎から閉め出されてしまったせいで、基地に勤務する隊員たちのほとんどが、野宿生活を余よ儀ぎなくされているのだ。

「こんな大変なときに、よく寝てられるな。図太いっつうか、ふてぶてしいっつうか」

　まだ少し寝ぼけた顔の羽々姫を見て、本気で感心したように紗々羅が言う。

　羽々姫は少しムッとしながら、携帯ゲーム機きを弄いじっている紗々羅を睨にらんだ。

「ショックで気絶してたんですよ。ていうか、ゲームしてる人に言われたくないです」

「ほかにやることがないんだから、仕方ねーだろ。兵舎には入れねーし、中に置いてある私物も持ち出すなって言われてるし、金もねーし」

「契約社員の給料口座まで封鎖されちゃうのは、予想外だったわねー」

　音ね々ねが頰ほおに手を当てて、可か愛わいらしく息を吐く。

　極きよく東とう自じ衛えい機き構こう社員たちの給料は、月給制ではなく、二年間の契約満了時にまとめて全ぜん額がくが支払われるというシステムになっていた。しかし支払い期日の前に、肝心の雇い主が倒産してしまったせいで、羽は々ば姫きたちの手元には一銭も残されていないのだ。

　もちろん羽々姫たちには給料を請せい求きゆうする権利がある。が、実際に払ってもらえるかどうかは、またべつの問題だ。

「うう……まさか、こんな辺境サイハテの地に一文無しで取り残されるなんて……獣じゆう装そう巫ふ兵へいって、失業手当は出ないんでしたっけ」

「出ないだろ……獣装巫兵だからな」

　羽々姫の疑問に、紗さ々さ羅らが冷たく答える。ですよねー、と羽々姫はぐったりと肩を落とした。

「お腹なか空すいたわねー」

　芝生しばふの上で膝ひざを抱えて、弱々しい声で呟つぶやく音々。

　鳴な々な葉ははそんな音々を励ますように微ほほ笑えんで、

「ちょっと待っててください。もうすぐおイモが焼けますから」

「あ！　また勝手にわたしが育てたイモを……！」

　焚たき火びの中で燻くすぶっているサツマイモの存在に気づいて、羽々姫が頰を膨ふくらます。

　そのイモは、羽々姫が非常食として、基地内でこっそり育てていた家庭菜園の収しゆう穫かく物ぶつだった。さすがの破産管財人も、土の中のイモまで差し押さえようとは思わなかったらしい。

「ううう……なんでこんな貧乏くさいことに……」

　焼き上がったイモの皮を剝むきながら、羽々姫が悲嘆に暮れた呟きを洩もらす。社員食堂も閉へい鎖さされてしまっているせいで、この焼きイモが、今の羽々姫たちに残された唯一の食しよく糧りようなのだ。

　しかし紗々羅は、落ちこむ羽々姫の横顔を不ふ思し議ぎそうに眺めて、

「おまえはもともと貧乏だっただろ。借金で」

「さすがにここまで追い詰められたことはないですよ！」

　思わずムキになって言い返す羽々姫。かつて売り出し中のアイドルだった彼女は、所属事務所の倒産のあおりで十五億新円の借金を背負わされ、その返済のために獣装巫兵になったのだ。

　それでも、自分で育てたイモしか食べられないほどの苦境に追いこまれたのは、初めての体たい験けんである。

「とはいえ極東自衛機構が本当に潰つぶれたら、どうやって借金を返せばいいんだか……」

　羽々姫が弱気な表情で独りごちる。危険で過酷で名誉や栄達とも無む縁えん。だが、それだけに、獣装巫兵の報ほう酬しゆう額がくは桁けた外はずれだ。獣装巫兵として禍憑妃マガツヒと戦う以外に、羽々姫が借金を返済する方法はない。

「獣装巫兵はリストラ対象にはならねーだろ。最悪、聖衣シユラウドとセットで、よその民間軍事会社に身売りされるくらいで」

　さすがに落ちこむ羽は々ば姫きを見かねたのか、紗さ々さ羅らがさりげない口く調ちようで言う。

「で、ですよね……！」

　羽々姫が表情を明るくして言った。

　そんな羽々姫の希望を打ち砕くように、音ね々ねが不景気な溜ため息いきをつく。

「そう上う手まくいけばいいんだけどー……この業界も最近は不況だからー」

「そう言えば先月も、業界大手の全ぜん日に本ほんミリタリーズが潰つぶれちゃったんですよね……」

　鳴な々な葉はが不安げに目を伏せながら呟つぶやいた。ああ、と紗々羅が思い出したようにうなずいて、

「瀬せ戸と内うちセキュリティあたりも危ないって前から言われてたっけか」

「そ……そんな……」

　羽々姫が青ざめながら頭を抱える。そして彼女は、不意に「あ！」と目を細めて、

「紗々羅先せん輩ぱい、そのイモ、わたしのぶんです！」

「あぁ？　どこにそんなこと書いてあるんだよ？」

　新たな焼きイモを焚たき火びの中から拾い上げ、紗々羅は素知らぬ口調で訊きき返す。

「小学生ですか!?　ていうか、これ全部わたしが育てたイモなんですけど！」

「そうよ、紗々羅。それ、三個目でしょうー。食べすぎー」

　音々も食べかけのイモを頰ほお張ばったまま抗こう議ぎする。しかし紗々羅はがっちりとイモを確かく保ほしたまま、断固として譲ゆずらず、

「真っ先にいちばんでかいイモを奪っといて、そういうことを言うかよ。それにこのイモが喰くえるのは、差し押さえになる前に掘り出してきたあたしの機き転てんのおかげだからな」

「あ、あの……私のぶんは……」

　もたもたしているうちに焼きイモを確保しそこねた鳴々葉が、涙目になって弱々しくうめく。

　いがみ合う四人の背後から、気取った声が聞こえてきたのは、その直後のことだった。

「まったく……所属会社が倒産した日にイモの奪い合いなんて、下げ賤せんの輩やからの行動はいやしくて見るに堪たえませんわね」

　上空から音もなく舞まい降りてきたのは、見み慣なれない聖衣シユラウドをまとった少女だ。長い黒髪を腰のあたりまで伸ばし、見るからに育ちのいい令れい嬢じようという雰囲気を醸かもし出している。彼女の聖衣シユラウドは、陽光を浴びてキラキラと輝かがやく金きん色いろだ。

　彼女の背後には、もう一人ひとり、青い聖衣シユラウドを着た獣じゆう装そう巫ふ兵へいが、護ご衛えいのように付き従っている。生き真ま面じ目めそうな顔立ちの、ショートボブの少女である。

　恐ろしく存在感のある二人ふたり組ぐみだが、しかしイモを巡って争っている羽々姫たちは、彼女たちの接近にまったく気づいていなかった。

　思いがけず無視される形になってしまった黒髪の少女は、わなわなと肩を震ふるわせて、

「人の話を聞かんかいこのイモ巫兵どもっ！」

「え？」

　怒ど鳴なり散らす少女の存在にようやく気づいて、羽は々ば姫きが不ふ機き嫌げんそうに振り返る。さすがに声には出さないが、「なにこの金ピカの聖衣シユラウド？　趣しゆ味み悪っ……」と言いたげな表情だ。

　紗さ々さ羅らもイモを齧かじりながら首を傾かしげて、

「誰だれだ、おまえ？」

「聖しよう天てん坂さかです！　あなたの同期の聖天坂美み寿す々ずですわ、桜さくら狩がり紗々羅！　あなたが伊い吹ぶき山やま戦せん役えきの生き残りとしてチヤホヤされていたころに、あなたのライバルとして西の撃墜王エースと呼ばれていた聖天坂です……！」

　伸ばした人差し指を紗々羅に突きつけながら、黒髪の少女が名乗りを上げた。しかし紗々羅は、歯切れの悪い曖あい昧まいな口く調ちようで、

「あー……聖天坂な……うん、聖天坂」

「覚えてないんですね、紗々羅先せん輩ぱい……」

　羽々姫が冷静な口調で指摘する。どうやら紗々羅をライバル視しているのは美寿々だけで、紗々羅のほうは美寿々の存在を認にん識しきすらしていなかったらしい。

「くっ……ま、まあええわ……」

　負け惜しみのような口調で、美寿々が言う。しかし隠していた関かん西さい訛なまりが出ているあたり、やはり内心では動揺しているらしい。

「あの……聖天坂ってことは、もしかして……」

　鳴な々な葉はが、控え目な口調で質問した。

　倒産した極きよく東とう自じ衛えい機き構こうに代わって、赤あか間まが関せき地区の防衛任務を引き継いだのが、ＳＳＳＣこと、聖天坂セキュリティカンパニーという関西の民間軍事会社なのだ。

　美寿々は気を取り直したように顔を上げ、勝ち誇った表情で胸を張った。

「ようやくお気づきになりましたわね。そう、わたくしが聖天坂セキュリティカンパニーの西にし日に本ほん方面支部長です。倒産したあなた方に代わる赤間関地区の防衛担当として、ご挨あい拶さつくらいはしてあげようと思いまして」

「西日本方面支部長……？」

　羽々姫が大きく目を瞬しばたいた。やたら偉そうな態度の女だとは思っていたが、実際それなりに偉い立場の人間だったらしい。

「あの、極東自衛機構の業務を引き継ぐってことは、もしかして従業員もそのまま引き取ってくれるんですか？　わたしたち獣じゆう装そう巫ふ兵へいも再雇用してくれるとか……!?」

　かすかな期待をこめて、羽々姫が訊きく。

　美寿々はニヤニヤと笑いながら、そんな羽々姫に顔を近づけて、

「雇って欲しい？　ねえ、雇って欲しい？」

「え、ええ……それはまあ」

「そう。でも、残念ながら、要いりませんわ」

　そう言って美み寿す々ずは、羽は々ば姫きを突き放すように冷たく笑った。

「え……!?」

「所属会社を潰つぶしちゃうような無能な英雄や、そのお仲間なんて必要ありませんの。そうそう、これ。せめてものお近づきの印に、差し上げますわ。どうぞ召し上がれ」

　思わず硬直する羽々姫の胸元に、どこからともなく取り出した板チョコレートを押しつける美寿々。そして彼女は、護ご衛えいの少女のほうを振り返り、

「凜り々り香か、用事は済みました。我がＳＳＳＣが誇る新しん鋭えい艦かん〝じゃなわある〟に戻りますわよ」

　ごきげんようと言い残して、美寿々はそのまま飛び去っていった。手渡されたチョコを握りしめたまま、羽々姫は呆ぼう然ぜんとそれを見送る。

「すみません。姉の失礼な態度をお詫わびします」

　凜々香と呼ばれた青い聖衣シユラウドの少女が、羽々姫たちに謝しや罪ざいした。

　どうやらこちらは、比較的まともな性格らしい。あんな性格の姉を持って、なにかと苦労しているのかもしれない。

「しかし美寿々の言うとおり、我がＳＳＳＣはすでに十分な戦力を保有しており、再雇用に応じることはできません。皆様の新たな職しよく場ばが無事に見つかるように祈っております」

「は、はあ……どうも」

　深々とお辞じ儀ぎする凜々香につられて、羽々姫たちも頭を下げた。

　礼儀正しくもう一度会釈して、凜々香は空へと飛び立っていく。

　彼女たちの姿はすぐに見えなくなり、あとには無言で立ち尽くす羽々姫たちと、数枚のチョコレートだけが残された。
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　赤あか間まが関せき港こうの沖合に、一隻の船が停泊していた。全通甲かん板ぱんと格納庫ウエルドツクを持つ大型の軍用艦。獣じゆう装そう巫ふ兵へいを搭載、運用する能力を持った、民間軍事会社の移動基地である。

「あれがＳＳＳＣの母艦ですか？」

　港の岸がん壁ぺきから釣り糸を垂らした羽々姫が、ぼんやりと海を眺めて訊きく。

　その質問に答えたのは、音ね々ねだった。

「強きよう襲しゆう揚陸艦〝じゃなわある〟よー。旧自衛軍の退役艦だけど、中継器を載せ替えて最大十六の獣装戦闘服ＢＤＵに魔ま力りよく転送が可能ですって」

「うわ……贅ぜい沢たく」

　聖衣シユラウド十六機きといえば、連隊規模の大戦力である。それだけの部隊を運用できる民間軍事会社は、日に本ほん全国でも数えるほどしかない。

「ＳＳＳＣってお金持ちなんだね」

　鳴な々な葉はが羨うらやましそうに呟つぶやいて、溜ため息いきをつく。彼女の手にも、やはり釣つり竿ざおが握られている。

　遊びで釣りをしているわけではない。深刻な食しよく糧りよう不足に悩む極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの隊員たちにとって、新しん鮮せんな魚から得られる動物性タンパク質は貴重な栄養源なのだ。

「趣しゆ味みはよくないけどね」

　羽は々ば姫きは負け惜しみのような口く調ちようでそう言った。実際、あの金ピカの聖衣シユラウドはあんまりだ。

「でも、なんだか不ふ思し議ぎだね」

「え……？　なにが？」

「ＳＳＳＣって関かん西さい方面がメインの会社なんだよね。どうしていきなり赤あか間まが関せき方面の営業権を買い取ったりしたのかなー」

「知らないけど、業務範はん囲いの拡大とか経営多角化とか、そういうことじゃないの？」

　よくわからないなりに、それらしいことを羽々姫は口にしてみる。

　他社の経営陣がなにを考えているのかは知らないが、わざわざ新規参入してきたからには、それなりに利益を出す勝算があるのだろう。

「でも赤間関方面って、儲もうからないよね」

　しかし鳴々葉は、なおも怪け訝げんな表情を浮かべている。うんうん、と羽々姫は実感たっぷりに同意した。

　民間軍事会社の収益は、政府から支給される予算に大きく左右される。

　人口の密集した大都市や主要な工業地帯などを担当する企業の予算は潤じゆん沢たくだが、そうでない地区に支給されるのは赤字ギリギリの最低限の金きん額がくだ。そして本ほん州しゆう最西端、最さい果はての地である赤間関は間違いなく、そうでない地区のほうだった。

「辺境だからねー……極東自衛機構の経営が破は綻たんしたのもそのせいだよねー」

「それなのにあんな大部隊を持ちこんだりして採算が合うのかな」

「そういやそうだね」

　言われてみれば鳴々葉の疑問はもっともだった。巨大な強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かんといい、多数の獣じゆう装そう巫ふ兵へいといい、過疎化がすすむ赤間関地区の防衛には明らかに過剰な大戦力だ。政府から支払われるわずかな報奨金で、儲けが出るとは思えない。

「なにか裏があるのかもー」

　音ね々ねが釣り針に新たな餌えさをつけながら、思わせぶりに呟いた。

「なんですか、裏って？」

「うーん、ついに九きゆう州しゆう奪だつ還かん作戦が行われるとかー」

「それって、五年くらい前からずっと言われてますよね……」

　やれやれ、と羽々姫が嘆息する。

　禍憑妃マガツヒに奪われた九州地区の領土を奪還するために、政府自衛軍が大規模な反転攻勢を仕掛ける、というのは、これまでに何度も語られてきた有名な噂うわさ話ばなしだった。

　もしその作戦が実現すれば、赤あか間まが関せき地区を担当する民間軍事会社には、部隊の主力として、多た額がくの予算が支給されることになるだろう。しかし、その噂うわさ話ばなしが実現したことはこれまで一度もなかった。もちろん極きよく東とう自じ衛えい機き構こうに予算が支払われることも。

「調しらべてみたい？」

　落胆する羽は々ば姫きを愉快そうに眺めて、音ね々ねが訊きいた。

「それはまあ、たしかに少しは気になりますけど……でも、調べるってどうやって？」

「〝じゃなわある〟に潜せん入にゆうしてみれば、なにかわかるかもー。ね、鳴な々な葉は？」

「え!?」

　唐突に話を振られた鳴々葉が、ギョッとしたように釣つり竿ざおを落っことす。

「わ、私がやるんですか？」

「そういうの得意でしょう？」

　音々が、有無を言わさぬ強引な笑え顔がおで確かく認にんする。羽々姫も、ああ、と納得して手を叩たたき、

「そうか。鳴々葉はそういうの得意だもんね」

「と、得意じゃないよ！　それって不法侵入だよね!?　犯罪だよね!?」

　鳴々葉は半泣きになって首を振った。名門の忍者の家系に生まれ、有能な諜ちよう報ほう員いんを父に持つ鳴々葉だが、気弱な性格が災いして、あまり非合法の潜入活動には向いていないのだった。

「さ、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいはどう思います？」

　助けを求めるような必死の口く調ちようで鳴々葉が訊く。岸がん壁ぺきに寝転び、ゲーム機きで遊んでいた紗々羅は気け怠だるげに手を振って、

「興きよう味みねーな……つか、ＳＳＳＣの連中がなにを考えてようが、もう今さら関係ねーだろ。極東自衛機構は潰つぶれちまったんだし」

「それもそうなのよねー」

　音々が少しつまらなそうに肩をすくめた。所属会社が倒産してしまった今となっては、たとえ九きゆう州しゆう奪だつ還かん作戦が実施されたところで、彼女たちに報奨金が支払われる可能性はない。

「それにさっきの金ピカ女が、そこまで深くモノを考えてるようには見えなかったしな。あたしに対する逆さか恨うらみだか当てつけだかで、嫌いやがらせに来たとしか思えん」

「あ、いちおう自分が恨まれてるって自覚はあったんですね」

　投げやりに呟つぶやく紗々羅を見て、羽々姫が少し驚おどろいたように言った。うるせー、と紗々羅は、顔をしかめて、

「そんなことより腹が減ったな」

「そう言われても食べるものないですよ。イモは食べ尽くしちゃったし、魚は釣れないし。言っときますけど、わたしのぶんのチョコはあげませんからね」

　羽々姫が淡々と突き放すように告げる。ちっ、と不満そうに舌打ちする紗々羅。

「目の前に軍ぐん艦かんが停泊とまってたら、魚も逃げるわよねー」

〝じゃなわある〟の船体を眺めて、音ね々ねも苦笑。目に見えて紗さ々さ羅らが不ふ機き嫌げんになっていく。

　その直後、ピーッという耳障りな電子音とともに、紗々羅のゲーム機きの画面が暗くなった。バッテリー切れである。もちろん兵舎から閉め出された今の紗々羅に、電池の充電などできるはずもない。紗々羅はしばらく無言のまま、動かないゲーム機を眺めていたが、

「おのれ、聖しよう天てん坂さかァァァッ──！」

　突然そう叫んで勢いよく立ち上がった。

　憎悪に満ちた紗々羅の瞳ひとみは、ＳＳＳＣの強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かんに向けられている。それを見て驚おどろいたのは羽は々ば姫きたちだった。魚が釣れないのはともかくとして、ゲーム機のバッテリー切れは、どう考えてもＳＳＳＣとは無関係なはずである。

「ちょっ……紗々羅先せん輩ぱい？　どこ行くんですか？　まさかＳＳＳＣの艦ふねから食べ物を盗み出すつもりなんじゃ……!?」

　なぜか武器や装備の点検を始めた紗々羅を、羽々姫が慌てて問い詰める。

　紗々羅はイライラと目を眇すがめて羽々姫を睨にらみ、

「そんなセコいことするかっ！　あいつらの陰いん謀ぼうを暴あばきに行くんだよ。食しよく糧りようを補給するのは、そのついでだ！」

「盗む気まんまんじゃないですか！　もう！」

　羽々姫たちは呆あきれ果てたように息を吐く。しかし、あえて紗々羅を止めようとする者はいなかった。ＳＳＳＣに不満を抱いていたのは羽々姫たちも同じだし、それよりなにより全員腹を空すかせていたのだ。

　そんな羽々姫たちの企たくらみも知らず、強襲揚陸艦〝じゃなわある〟は静かに浮かんでいる。
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「なんだこの船。警けい備びがザルだな。歩ほ哨しようも立ててねーのかよ」

　夜になるのを待って〝じゃなわある〟に潜もぐりこんだ紗々羅は、艦内の様よう子すを眺めて、拍子抜けしたように呟つぶやいた。ゴムボートで艦ふねに近づいて、ロープを使ってよじ登る間、一度たりともＳＳＳＣの警備員に出くわすことはなかったのだ。

「合理的といえば合理的ですよね。禍憑妃マガツヒは軍艦にこっそり忍びこんだりしませんから」

　羽々姫が皮肉っぽい口く調ちようでそう言った。経営合理化の影えい響きようなのかどうかは知らないが、警備員がいないのは、侵入者である羽々姫たちにとっては好都合だ。

「食糧庫はどっちだ、羽々姫？」

「え？　そんなこと訊きかれても知りませんよ。艦内の案内図とかないんですか？」

「観かん光こう船せんじゃねーんだから、そんな気の利いたものが貼はり出してあるわけねーだろ。食べ物の匂においを辿たどれないかって訊いてるんだよ！」

「できませんよ！　わたしは犬かっ!?」

「あ、あの……」

　低レベルな言い争いを始めた紗さ々さ羅らと羽は々ば姫きを見かねたように、鳴な々な葉はが怖おず怖おずと手を挙げる。

「食料庫なら厨ちゆう房ぼうの近くにあるはずですから、たぶん下の船倉のほうかと……」

「どっちだ？」

「こ、こっちです」

　紗々羅にギロリと睨にらまれた鳴々葉が、船倉に続く階段の扉に手をかけた。その瞬しゆん間かん、錆さびの浮いた鉄製の扉が、ギギギギギ──と凄すさまじい軋きしみ音を響ひびかせる。

　艦ふね中じゆうに響き渡るようなその騒そう音おんに、紗々羅たちが青ざめた。

「な、鳴々葉ああああっ！」

「す、すみません、すみません！　でも、この扉、立て付けが悪くて……！」

「蝶ちよう番つがいが歪ゆがんでるわねー。あちこち錆も浮いてるみたいだし」

　音ね々ねが冷静に扉を見つめて指摘する。言われてみれば、〝じゃなわある〟の船体はあちこち老ろう朽きゆう化かしていて傷みが激はげしい。耐用年数を過ぎた部品が数多く使われているようだ。

「……聖しよう天てん坂さかのヤロウ、新しん鋭えい艦かんとか言ってなかったか？」

「船の外装は立派なんですけどね。あ、そこ、床板が腐っちゃってるみたいなんで気をつけてください。照明が暗くてわかりにくいかも」

「……これも経営合理化の影えい響きようか？」

　天てん井じようの照明を見上げて、紗々羅が眉まゆを寄せた。本来なら二本組で使うはずの蛍光灯が、節電のために一本抜かれている。やけに艦内が薄うす暗ぐらいのもそのせいだ。

「合理的というか、むしろ不安になりますね」

　羽々姫が複雑そうな表情を浮かべて言う。金持ちには吝嗇家ケチが多いという話はよく聞くが、あの金ピカ聖衣シユラウドを愛用する美み寿す々ずの艦ふねが、ここまでボロいというのは予想外だ。どことなく不吉な予感がする。

　羽々姫たちは本気で警けい戒かいしながら、艦内の居住区画へと入っていった。

　そのとき、壁かべ越ごしに聞こえてきたのは、どこか聞き覚えのある少女の声だった。

「……あかん。お腹なか減って動かれへん。凜り々り香かぁ、なんか食べるもの残ってないん？」

　机に突っ伏したような声でうめいていたのは、聖天坂美寿々だった。

　高たか飛び車しやなお嬢じようさま言葉ではなく、地元の言葉でナチュラルに会話しているところを見ると、部へ屋やにいるのは彼女と妹の二人ふたりきりらしい。

「ありません」

　聖天坂凜々香が静かに告げる。美寿々を責めているような冷ややかな口く調ちようだ。

「お姉ねえ様さまが見栄を張って、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの人々に貴重なチョコレートを配るからこんなことになったのではありませんか」

「……そんなん言うたってしゃーないやん。あの桜さくら狩がり紗さ々さ羅らに一泡吹かせる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスやったんやし」

「知りません」

「凜り々り香かが冷たい……」

　美み寿す々ずが拗すねた子どものような態度で言った。凜々香が深々と溜ため息いきを洩もらす。

「お姉ねえ様さま。ＳＳＳＣがなんのために極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの営業権を奪い取ったのか、どうかお忘れにならないでください。我々には余裕がないのです」

「はいはい、わかってますー。例のお宝を回収するまでの辛しん抱ぼうなんやろ」

　美寿々が唇を尖とがらせたまま、渋々と顔を上げる気配けはいがした。

　船室の壁かべにぴったりと耳をくっつけたまま、羽は々ば姫きたちは互いに顔を見合わせる。お宝──ひどく心を揺さぶる響ひびきのフレーズだ。

「本社はなんて言うてんの？」

「ＳＳＳＣの諜ちよう報ほう部ぶが、政府自衛軍から入手した資料です」

　凜々香が、美寿々の机の上にコピー用紙の束を広げる音が聞こえてきた。

「この記き録ろくによれば、やはり禍憑妃マガツヒの侵攻で九きゆう州しゆうが陥落する直前に、大量の軍需物資が大だ宰ざい府ふの軍司令部に運びこまれていたようです。金や稀少金属レアメタルなどを中心に総そう額がく九千億新円相当と」

「きゅっ……!?」

　思わず声を上げかけた羽々姫の口元を、紗さ々さ羅らたちがよってたかって無理やり押さえつけた。とはいえ、驚おどろいているのは彼女たちも同様だ。

　大宰府とは、かつて九州防衛のために設置されていた旧自衛軍基地の通称だった。

　しかし禍憑妃マガツヒの大侵攻によって九州地区は陥落。大宰府基地も壊かい滅めつして放棄されていた。羽々姫たちが生まれる前の話である。

　その大宰府基地の跡地に、九千億新円相当の軍需物資が今も眠っているという。

　もしもそれが事実なら、たしかにとんでもないお宝だ。赤あか間まが関せきから大宰府までは直線距きよ離りで百キロ弱。聖衣シユラウドを着た獣じゆう装そう巫ふ兵へいなら、三十分もあれば往復できるのだ。

「うちらがそれを根こそぎ攫さらってきたら、ＳＳＳＣの経営を立て直せるんよね」

　どこか思い詰めたような口く調ちようで、美寿々が言った。九千億あれば経営を立て直せる──逆に言えば、お宝にでも頼らない限り、経営破は綻たんは免まぬかれないということでもある。

　しかし凜々香は、あくまでも冷静に分析を続ける。

「はい。ですが、現在、大宰府周辺は完全に禍憑妃マガツヒの棲せい息そく圏けんになっていますから、現在の我々の戦力だけで、軍需物資の奪だつ還かんが可能かどうか──」

「無理でもなんでもやるしかないわ。営業権の買収でだいぶ無む茶ちやしたみたいやし、このままＳＳＳＣを潰つぶすわけにもいかんやろ」

　強気な声こわ音ねで、美み寿す々ずが言った。

「はい」

　短い沈ちん黙もくを挟んで、凜り々り香かがうなずく。

　そのときにはもう羽は々ば姫きたちにも、だいたいの事情は吞のみこめていた。
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「ＳＳＳＣも経営が苦しかったんだね……」

　手ぶらで赤あか間まが関せき基き地ちに戻ってきた羽々姫が、隠し持っていたチョコレートを囓かじりながら呟つぶやいた。

「そうだね」

　鳴な々な葉はが弱々しく微ほほ笑えみながら同意する。

　つまらない見栄を張った美寿々を擁よう護ごする気にはなれないが、彼女の苦労を知ってしまった今となっては、妙な親近感を覚えてしまうのも事実だった。

　経営破は綻たん寸前のＳＳＳＣが起死回生の策として選んだのが、太だ宰ざい府ふ基き地ちの遺い産さんを手に入れるという無む謀ぼうな作戦だった。彼らはそのために赤間関方面の営業権を買収し、赤字覚悟で連隊規模の大戦力を投入してきたのだ。

「でもまさか、大宰府基地にお宝が残っていたなんてびっくりね」

　音ね々ねがおっとりと嘆息する。赤間関からわずか百キロ圏内にある大宰府基地跡地は、いわば極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの縄張りシマである。羽々姫たちもこれまでに何度となく、偵察任務で近くを通りかかったことがあった。まさかそんなところに九千億新円相当の軍需物資が眠っていようとは──これまで知らなかったことが悔くやまれる。

「んじゃ、行くか」

　紗さ々さ羅らがそう言って不意に立ち上がった。羽々姫は驚おどろいて彼女を見上げる。

「へ？　行くって、どこにですか？」

「決まってるだろ。ＳＳＳＣの連中より先に、大宰府基地にお宝の回収に行くんだよ」

　当然のような口く調ちようで答えてくる紗々羅。羽々姫は啞あ然ぜんと目を瞬しばたいて、

「いやいやいやいや、凜々香さんの話、聞いてなかったんですか!?　禍憑妃マガツヒの棲せい息そく圏けんのド真ん中ですよ。聖衣シユラウドもないのにどうするんですか!?」

「聖衣シユラウドならあるだろ、この中に」

　紗々羅が怪け訝げん顔がおで指さしたのは、赤間関基地の格納庫だった。

　ただし格納庫の出入り口には、立ち入り禁止を示す赤いテープが貼はられている。倒産した会社の備品を社員が勝手に持ち出さないようにと、破産管財人が貼った差し押さえ札である。

　羽々姫は落胆したように溜ため息いきをついて、

「差し押さえられてるじゃないですか」

「なんだこんな紙切れ。祟たたりを鎮しずめる御お札ふだってわけじゃねーんだから」

　紗さ々さ羅らは無造作にテープをつかむと、それを躊ちゆう躇ちよなくバリバリと引っぺがした。もちろん法令違反である。羽は々ば姫きは驚おどろいて声も出せない。

「どうするんですか、これ、本当にもう！」

　地面に投げ捨てられた差し押さえ札を眺めて、羽々姫が苦悩するように髪をかきむしる。

　そんな羽々姫を同情するように見つめながら、鳴な々な葉はが紗々羅に質問した。

「あの、聖衣シユラウドはともかく、魔ま力りよく転送はどうすれば……極きよく東とう自じ衛えい機き構こうが契約している魔力中継基地は軍の施設ですから、料金を払わないと使えませんよ。回かい線せん止められちゃってるし」

「心配すんな。それはカヤノに頼んでツケにしてもらう」

　紗々羅が自信たっぷりに断言する。カヤノこと櫟いち井い茅かや乃のとは、紗々羅の正規軍時代の同僚で、国防省の従軍監かん査さ官かんを務めている才さい媛えんだ。正規軍の超エリートということになる。

「ツケって……転送料金の前借りってことですか？　そんなの貸してくれるかな……」

「余裕だろ。九千億のお宝を持ってすぐ帰ってくる、ってカヤノには言っとくから」

「いや、むしろ正気を疑われるんじゃないかと思うんですけど……」

　不安げな表情で腕を組み、羽々姫がやんわりと忠告する。

　聖衣シユラウドは、禍憑妃マガツヒに唯一対抗できる強力な兵器だが、その運用には膨ぼう大だいな魔力を必要とする。聖衣シユラウドを動かすためには、亞空間回線を経由して、大量の魔力を送りこんでやらなければならないのだ。そして魔力の転送には、べらぼうな費用コストがかかる。昔の戦友だからといって、おいそれと貸してもらえる金きん額がくではないはずだ。そもそも極東自衛機構が破は綻たんしたのも、元はといえば魔力転送費用の高こう騰とうが経営を圧迫したせいなのだから──

　だがしかし、

「お、返信来た」

　紗々羅が携帯メールの着信音を聞いて、ヒュウと口笛を鳴らした。早速、茅乃からの返事が届いたらしい。そんな重要な用件を、携帯メールで依頼する紗々羅もどうかと思うが、

「ＯＫだってよ」

「噓うそ!?」

　まさかの返事に、羽々姫は愕がく然ぜんとする。あの真ま面じ目めな従軍監査官が、紗々羅の妄言を本気で信じたというのだろうか。そんな馬ば鹿かな、と羽々姫は荒々しく首を振る。

　しかしそんな羽々姫の想おもいを裏切るように、赤あか間まが関せき基き地ちの施設に次々に明かりが灯ともった。料金滞納で止められていたはずの電力供給が再開されたのだ。

「……電気が！」

「櫟井監査官には感かん謝しやしないとねー」

　鳴々葉が感動したように目を潤うるませ、音ね々ねも嬉うれしそうに口元をほころばせる。赤間関基地のあちこちで、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの隊員たちが歓喜の声を上げていた。

　紗さ々さ羅らは、当然だと言わんばかりの表情で、ふふん、と鼻を鳴らし、

「まあ、あたしとカヤノの仲だからな……ただし魔ま力りよく中継基地が使えるのは今夜だけだとさ」

「うう……なんか素直に納得できない……」

　あまりにも都合の良すぎる展開に、本気で悩み始める羽は々ば姫き。そのとき鳴な々な葉はが、異変を察して、不意に海のほうへと視し線せんを向けた。

「羽々姫ちゃん！　〝じゃなわある〟が！」

「ちっ……ＳＳＳＣも動き出したか。思ったより早かったな！」

　眩まばゆい魔力をまとって、〝じゃなわある〟の甲かん板ぱんから飛び立っていく光がある。ＳＳＳＣの獣じゆう装そう巫ふ兵へいたちだ。旧きゆう自じ衛えい軍ぐんの遺い産さんを奪うために、大だ宰ざい府ふ基き地ちの跡地へと向かっているのだ。このままでは羽々姫たちより先に、彼らがお宝を手に入れてしまう可能性が高い。

「悩んでる時間はなさそうだな」

　格納庫の中へと足を踏み入れながら、紗々羅が言った。最後にここを出てまだ一日も経たっていないのに、聖衣シユラウドを収納したロッカールームが、どこか懐なつかしく感じられる。

「正真正銘、最後の任務おしごとですね」

　慣なれた手つきで聖衣シユラウドを装着しながら、羽々姫は苦笑混じりに呟つぶやいた。

「ああ」

　紗々羅もニヤリと笑い返す。遺産の奪取に失敗すれば、今度こそ極東自衛機構はおしまいだ。前借りした魔力転送料金のぶんの負ふ債さいを抱えて、紗々羅たちも破産することになる。

　逆に、運良く旧自衛軍の遺産を手に入れることができたとしても、紗々羅たちが極東自衛機構の傭よう兵へいとして戦うことは、もう二度とないだろう。なにしろ九千億新円だ。借金を返した上に、一生遊んで暮らしてもお釣りが来る。まさに天国と地獄というわけだ。

「──赤間関コントロール、第一巫兵隊。出撃でるぞ」

　全員が聖衣シユラウドの装着を終えたことを確かく認にんして、紗々羅が叫んだ。

　無む線せん機き越ごしに、すぐに応答が返ってくる。懐かしい管制官の声で──

『赤間関コントロール、了解！　ご武運を！』




　　　　５




　大地が黒く染まっていた。

　数千数万もの禍憑妃マガツヒの群れが、地表を覆おおい尽くしているのだ。棲息圏ナワバリを荒らされた異い形ぎようの怪物たちが、侵入者を撃げき退たいするために殺到してくる。

　それはあたかも聖書に記された黙もく示し録ろくの世界を見ているようだった。逃れられない滅亡そのものを、現実化したような光景だ。

「さすがに棲せい息そく圏けんの中はすごい密度ねー」

　場違いなほどのんびりとした声で、感想を洩もらしたのは音ね々ねだった。

　しかし羽は々ば姫きたちには、その呟つぶやきに答える余裕はない。なにしろ敵が多すぎる。空が禍憑妃マガツヒ一色に塗り替えられて、なにも見えない。まるで禍憑妃マガツヒの壁かべを見ているようだ。いったいどうすればこんなものを突破できるというのか──

「え!?」

　半ば絶望しかけた羽々姫の目の前で、その禍憑妃マガツヒの壁が唐突に割れていく。

　色とりどりの聖衣シユラウドをまとった少女たちが、禍憑妃マガツヒの群れに正面から突っこんで、突破口を開いてくれたのだ。

「ＳＳＳＣの獣じゆう装そう巫ふ兵へいか！」

　彼女たちの正体に気づいて、紗さ々さ羅らが獰どう猛もうに笑う。〝じゃなわある〟から出しゆつ撃げきしたＳＳＳＣ所属の獣装巫兵たちが、禍憑妃マガツヒたちを抑えてくれている。

　もちろん彼女らの目的は、羽々姫たちの援えん護ごなどではない。大だ宰ざい府ふに向かう聖しよう天てん坂さか姉妹のために、命いのち懸がけで血路を開いているのだ。それをちゃっかりと利用して、羽々姫たちも禍憑妃マガツヒの包囲を突破していく。

「雑ざ魚この相手は連中に任せろ。時間がねェ！」

「──了解！」

　適当にＳＳＳＣの手助けをしながら、紗々羅が真っ先に禍憑妃マガツヒの壁を抜けた。羽々姫たちもすぐに彼女に続く。

「大宰府基地跡地まで残り十キロ！」

　レーダーを兼ねた頭飾りをピクピクと動かしながら、鳴な々な葉はが叫んだ。禍憑妃マガツヒたちの棲息圏と化した九きゆう州しゆうの地形は、人類が住んでいたころとは様変わりしている。彼女のレーダーとＧＰＳによるナビゲーションだけが頼りだ。

　しかし禍憑妃マガツヒの包囲を突破したからといって、ここが彼らの棲息圏の中であることには変わりがない。ひっきりなしに現れる巨大な怪物たちが、羽々姫たちの行方ゆくえを遮さえぎって襲おそってくる。

「ああ、クソ！　キリがねえなっ！」

「そろそろ体力の限界かも──！」

　めずらしく紗々羅が弱音を吐き、ただでさえ病弱な音々がケホケホと咳せきこむ。なにしろここは敵地アウエイである。戦せん闘とうが長引けば不利になっていく一方だ。

「前方、大型禍憑妃マガツヒ、来ます。天災級クラスＡ！」

　ラスボス級の強敵の出現に、鳴々葉がたまらず悲鳴を上げる。なにィ、と唇を歪ゆがめる紗々羅。そんな紗々羅たちの目の前で、禍憑妃マガツヒの巨体がぐらりと揺らいだ。

「あれは……聖天坂の……!?」

　羽々姫がハッと目を見張る。大型禍憑妃マガツヒと交戦していたのは、金きん色いろの聖衣シユラウドをまとった獣装巫ふ兵へいだった。聖しよう天てん坂さか美み寿す々ずである。彼女を支援する凜り々り香かの姿も見える。

「行きますわよ、ＡＳ４７ミヅハノメ！──〝闇靇クラオカミ〟！」

　金きん色いろの聖衣シユラウドから放たれたのは、極寒の凍気。それは巨大な氷の槍やりと化して禍憑妃マガツヒを貫通し、異い形ぎようの巨体を凍結させていく。

　やがて完全に凍りついた禍憑妃マガツヒは、脆もろくなった細胞が自重に耐えかねて、ガラス細工のように砕け散った。

「すごい……西の撃げき墜つい王おうって口先だけじゃなかったんだ！」

　羽は々ば姫きが感嘆の息を吐く。たった一人ひとりで、全長八十メートルを超える大型禍憑妃マガツヒを撃墜する──紗さ々さ羅らのＭＳ２４０サクヤにも比肩し得る、凄すさまじい戦せん闘とう力りよくを持つ聖衣シユラウドだ。

「ざっと……こんなものですわ」

　荒々しく肩で息をしながら、美み寿す々ずが得意げに呟つぶやいた。その直後、凜々香が血相を変える。

「まだです、お姉ねえ様さま！」

「へ!?」

　粉砕された大型禍憑妃マガツヒの背後から、新たな禍憑妃マガツヒが出現した。魔ま力りよくを放出し終えたばかりの美寿々は、その突然の奇き襲しゆうに対応できない。

　凜々香が咄とつ嗟さに美寿々を庇かばって前に飛び出す。だが禍憑妃マガツヒの攻撃のほうが早い。

「ひっ!?」

「──〝散藤バラフジ〟！」

　硬直する美寿々の眼がん前ぜんを駆け抜けたのは、灼しやく熱ねつの光の奔ほん流りゆうだった。紗々羅が放った炎の鞭むちだ。凄まじい熱と衝しよう撃げき波はが、一いつ瞬しゆんで禍憑妃マガツヒを焼き尽くして美寿々を救う。

「聖天坂の金ピカ、生きてるか!?」

「さ、桜さくら狩がり紗々羅！　なんであんたここにおるん……いえ、いらっしゃいますの!?」

　ぽかんと口を開けたまま、美寿々が声を震ふるわせる。

「まさかあなた方も旧きゆう自じ衛えい軍ぐんのお宝を狙ねらって!?　なんてがめつい。これだから貧乏集団は！」

「おまえらだって似たようなものじゃねーか。会社が傾きかけてるくせに」

「なっ……!?　なぜそれを!?」

　紗々羅に軽くあしらわれて、美寿々の顔色が蒼そう白はくに染まった。

「し、知られたからには生かしておけませんわ。覚悟なさい、桜狩紗々羅！」

「面おも白しれェ……やるか！」

　互いに武器を構えて睨にらみ合う美寿々と紗々羅。それを見ていた凜々香と羽々姫が、慌てて二人ふたりを背後から取り押さえる。

「お姉様、落ち着いてください！」

「二人とも、喧けん嘩かしてる場合ですかっ！　あいつら、どうにかしてくださいよ！」

「ああくそ！　しゃーねーな……おい、聖天坂姉！　ここは一時共闘ってことにしようぜ」

　いつの間にか禍憑妃マガツヒの大群に包囲されていたことに気づいた紗さ々さ羅らが、不ふ機き嫌げんそうに呼びかけた。美み寿す々ずも渋々とうなずいて、

「し、仕方ありませんわね。言っときますけど、お宝は恨うらみっこなしの折半ですわよ！」

「いや、八対二ハチニイだろ。もちろんあたしら極きよく東とう自じ衛えい機き構こうが八で」

　紗々羅がさらりと身勝手な条件を突きつける。美寿々は顔を真まっ赤かにして、

「なんでやの……で、ですの!?　こういう場合は山分けでしょう、普通！」

「そうか。じゃあ、九対一キユウイチで」

「なんであなた方の取り分が増えているんですのっ!?」

「嫌いやなら好きにしろよ。あたしらは黙だまって見てるから。姉妹二人ふたりで頑張れ」

「う……うう……六対四ロクヨンで……」

　急に弱気になって交渉に乗ってくる美寿々。さすがに獣じゆう装そう巫ふ兵へい二人でこの危き機きを乗りきれると思うほど、無む謀ぼうな性格ではなかったらしい。

　しかし紗々羅は駆け引きの手を緩ゆるめない。

「七対三ナナサンだ。これ以上はまからんぞ」

「ああ、もう、わかりましたわよ！　七対三ナナサンで結構ですわ！」

「交渉成立、だな」

　美寿々がやけくそ気味に絶叫し、紗々羅は満足げに唇を吊つり上げた。

「……お、鬼だ」

「お姉ねえ様さま……」

　羽は々ば姫きと凜り々り香かが、それぞれ激はげしい頭痛に襲おそわれたように目を伏せる。紗々羅は落ちこむ彼女たちを無視して、正面へと向き直り、

「鳴な々な葉は！　雑ざ魚こは任せる。あたしたちが突入する間、基地に近づけさせるな！」

「は、はいっ！」

　鳴々葉が緊きん張ちよう気味の表情でうなずいた。両腕を広げた彼女の背後に、光ひかり輝かがやく無数の短剣ダガーが出現する。鳴々葉のＡＳ５５０サグメは狙そ撃げき型がたの聖衣シユラウド。遠えん距きよ離りからの火力支援は、もっとも得意とするところだ。そして、

「一人ひとりでは無理だ。援えん護ごする」

　青白い稲いな妻ずまをまといながらそう言ったのは、凜々香だった。

　独どつ鈷こ杵しよを構えた彼女の胸元に、凄すさまじい雷光が収束していく。凜々香の青い聖衣シユラウドは、電撃を操あやつる固有権能を持っているのだ。

「ＡＳ９４スセリ、〝神逐カンヤライ〟！」

「ＡＳ５５０サグメ、〝磐船イワフネ〟──撃うて！」

　凜々香と鳴々葉の砲撃が、飛来する小型禍憑妃マガツヒの集団を一掃する。

　急きゆう激げきに開けた視界の片隅に映ったのは、明らかに人工物とおぼしき巨大な建物の痕こん跡せきだった。大だ宰ざい府ふ基き地ちの残ざん骸がいだ。鳴な々な葉はと凜り々り香かの支援を受けながら、羽は々ば姫きたちはお宝を目指して基地跡地へと向かう。しかし基地の周囲は陸戦型の禍憑妃マガツヒでいっぱいだ。

「地上の連中は任せてー」

「音ね々ね先せん輩ぱい──!?」

「ちょっと、あなた、一人ひとりでなにをする気なんですの!?」

「馬ば鹿か。逃げろ！　巻きこまれるぞ！」

　両腕に鉄てつ扇せんを広げた音々が、巨大な魔ま法ほう陣じんを展開する。半径数キロ圏内を巻きこむ、無差別攻こう撃げきの前兆である。事情を知らずに戸惑う美み寿す々ずを、羽々姫と紗さ々さ羅らが羽は交がい締じめにして無理やり退たい避ひさせる。

「ＬＳ２４９オトタチバナ！　爆ばく縮しゆく結界・自じ壊かい・全方位連れん鎖さ！」

　ほーっほっほ、という哄こう笑しようとともに、音々が魔力を解放した。

　限界まで圧縮されていた魔力が物質破壊の連鎖を引き起こし、禍憑妃マガツヒごと地上を薙なぎ払う。地形を変えるほどの凶悪な爆撃だ。

　だが、その凄すさまじい攻撃ですら、斃たおしきれなかった禍憑妃マガツヒがいる。

　全長七、八メートルほどの獣けもの型がたの怪物だ。その姿は金属製の獅し子しに似ている。ボス級の禍憑妃マガツヒの平均からすれば、決して巨大とはいえないサイズである。しかし、その全身から放たれている破局粒子ＤＣＰの濃のう度どは桁けた外はずれだ。まさしく天変地異級と呼ぶに相応ふさわしい凄まじい魔力だった。

「──あれがこのあたりの棲せい息そく圏けんの主ヌシか！」

　吹きつけてくる殺気に顔をしかめながら、紗々羅が唸うなった。歴戦の獣じゆう装そう巫ふ兵へいの直感で、本能的に敵の強大さを理解しているのだ。

　だが、相手が棲息圏の主ヌシということは、そいつを斃せば、この棲息圏は崩壊するということでもある。上う手まくいけば、九きゆう州しゆう地区を人類の手に奪だつ還かんするための最初の足がかりにもなるだろう。しかし欲に目が眩くらんだ羽々姫たちに、そこまでの深い考えはない。

　彼女たちの頭にあるのは、大だ宰ざい府ふ基き地ちの跡地に眠るお宝のことだけ。そして、邪魔する者を殲せん滅めつするという極めてシンプルな思考だけである──

「同時に行きますわよ、桜さくら狩がり紗々羅！」

「上等だ、聖しよう天てん坂さか美寿……なんとか！」

「美寿々じゃっ！」

　まだ覚えてへんかったんか、と怒ど鳴なりながら美寿々が凍気の槍やりを撃うちこみ、凍りついた禍憑妃マガツヒの主ヌシを、紗々羅の炎の鞭むちが炙あぶる。

　そんな彼女たちの連携攻撃を浴びて、なおも禍憑妃マガツヒは平然と立っていた。

「これでもあかんの!?」

　美寿々の表情が絶望に凍りつく。しかし紗々羅は不敵に微ほほ笑えみ、

「いや、まだだ！　行け、羽々姫──！」

「了解！」

　巨大な光剣を引き抜いて、真しん紅くの聖衣シユラウドをまとう羽は々ば姫きが飛び出していく。

　獅し子し型がたの禍憑妃マガツヒが、咆ほう吼こうとともに魔ま力りよくの閃せん光こうを放った。大地を引き裂く破は壊かい的てきな光こう熱ねつ波はが、突とつ撃げきしてくる羽々姫を撃うち落とす──

　そう思われた瞬しゆん間かん、羽々姫の姿が消えた。

「ＡＳ５５２クシナダ！　封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

　羽々姫の聖衣シユラウドの固有権能は生体感覚加速だ。加速状態の羽々姫には、いかなる攻撃も触れられない。強烈な空気抵抗に耐えながら、時間が静止したようなスローモーションの世界を羽々姫は疾走。禍憑妃マガツヒの急所へと、光の剣を叩たたきこむ。
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　すべては一瞬の出来事だった。

　粉々に砕け散った禍憑妃マガツヒの主ヌシが、断末魔の輝かがやきを撒まき散らしながら消えていく。それはとても美しく、そして儚はかない光景だった。
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「……考えてみれば、棲せい息そく圏けんの主ヌシがいなくなったくらいで、禍憑妃マガツヒが逃げ出すわけなかったんですよね。」

　崩れかけた廃はい墟きよの壁かべにもたれて、羽は々ば姫きがぐったりと呟つぶやいた。

　彼女の聖衣シユラウドはボロボロで、羽々姫本人もあちこち傷だらけだ。禍憑妃マガツヒとの激げき闘とうの痕こん跡せきである。予想に反して、羽々姫たちが主ヌシを斃たおしたあとも、禍憑妃マガツヒの攻こう撃げきがやむことはなかったのだ。

　延々と絶え間なく襲おそってくる禍憑妃マガツヒたちを斬きって斬って斬りまくり、どうにか無事に彼らを追い払うことができたのは、ほとんど奇跡のようなものだった。

「もともとなに考えてるかわからない化け物だからなー」

　瓦が礫れきの上に寝転んだ紗さ々さ羅らも、投げやりな態度で溜ため息いきをつく。さすがの彼女も疲労の極致で、立ち上がる気力もないらしい。ちなみに音ね々ねは血まみれになって倒れている。戦闘で負傷したわけではなく、いつもの発作だ。しばらく放っておけば、そのうち目を覚ますはずだった。

「それでもなんとか片付きましたわね……」

　力無く地面にうつ伏せているのは美み寿す々ずである。なんだかんだで生き延びているあたり、やはり彼女も優ゆう秀しゆうな獣じゆう装そう巫ふ兵へいなのだろう。

「あの……それで肝心のお宝なんですけど」

　消え入りそうな声で呼びかけてきたのは鳴な々な葉はだった。なんとなく話の成り行きで、彼女と凜り々り香かが、大だ宰ざい府ふ基き地ちの捜索係を押しつけられていたのだ。

「見つかったの!?」

　お宝という言葉に反応して、憔しよう悴すいしていたはずの羽々姫たちが一斉に起き上がった。

　う、うん、と曖あい昧まいにうなずきながら、鳴々葉は一同を案内して歩き出す。

　彼女が向かった先は、かつて格納庫として使われていたとおぼしき地下倉庫だった。倉庫の前には、なぜか複雑そうな表情を浮かべた凜々香が立っていた。

「なんだ、これ……？」

　倉庫の中をのぞきこんで、紗々羅がうめいた。

　地下のだだっ広い空間に詰めこまれていたのは、巨大な金属の塊だった。

　形状としてはお正月に飾る鏡かがみ餅もちに近い。直径十メートルあまりの半球状の物体である。

「……おそらく貴金属のインゴットを積つみ上げてあったのだと思われます。それが禍憑妃マガツヒとの戦闘による高こう熱ねつによって融ゆう解かいし、このような形に固まったのではないかと」

　凜々香が冷静な口く調ちようで言った。ああ、と紗々羅が息をはく。

「そういえばお宝は、九千億新円ぶんの稀少金属レアメタル……って話だったっけか」

「じゃあ、これって全部、貴金属なん？」

　半信半疑の表情で言いつつ、美み寿す々ずが金属塊にぺたぺたと手を触れた。

　融とけて固まっただけなら、稀少金属レアメタルとしての価値に変化はないのだろうが、見た目はただの鉄塊である。これがお宝だといわれても今イチ実感がわかない。

「……五百トンくらいは余裕でありそうですね。どうやって運びます？」

　そう言いながら羽々姫は愛用の光剣〝十束トツカ〟を抜いた。これが本当に貴金属の塊なら、ひとつかみだけでもけっこうな価値があるはずなのだが──

「硬い……斬きれない……」

　禍憑妃マガツヒすら斬り裂く光剣の刃やいばが、あっさりと弾はじかれて羽は々ば姫きは戸惑う。それを見ていた紗さ々さ羅らと美み寿す々ずが、妙に納得したような顔でうなずいて、

「稀少金属レアメタルだからなあ」

「稀少金属レアメタルやもんなあ」

「──稀少金属レアメタルってそういうものなんでしたっけ!?」

　どこか腑ふに落ちないという風に頰ほおを膨ふくらます羽々姫。しかし、小分けすることもできないとなると、この巨大な金属塊を運び出すのは事実上ほぼ不可能である。

　せっかくお宝を見つけたのにどうすればいいんだ、とその場にいた全員が途方に暮れていた。

　羽々姫たちが奇妙な気配けはいに気づいたのは、その直後のことだった。

　大気を揺るがすような轟ごう音おんが、ゆっくりと基地の跡地に近づいてくる。

　禍憑妃マガツヒや獣じゆう装そう巫ふ兵へいの気配ではなかった。軍ぐん用よう機き。それも大型輸ゆ送そう機きのエンジン音だ。

「な、なんで!?」

　慌てて基地の外に出た羽々姫が、着陸態勢に入った輸送機を見上げて立ち尽くす。

　荒れ野を滑走路がわりにして、四発ターボファンエンジンを備えた巨大な機体は悠然と着陸する。パイロットはかなりの凄すご腕うでだ。

「あの紋もん章しよう……自じ衛えい軍ぐんか!?」

　機体に描かれた正規軍のマークに気づいて、紗々羅が顔をしかめた。

　やがて停止した輸送機から降りてきたのは、見覚えのある国防省の職しよく員いんだった。眼鏡めがねをかけた知的な風ふう貌ぼうの女性である。

「──極きよく東とう自じ衛えい機き構こう、ならびに聖しよう天てん坂さかセキュリティサービスの皆様、お疲れさまでした」

「櫟いち井い監かん査さ官かん……!?」

　輸送機から降り立つ櫟井茅かや乃のを見つめて、羽々姫たちは絶句する。

　しかし茅乃は、表情すら動かさない。すべて予定どおり、と言いたげな態度である。

「大だ宰ざい府ふ基き地ちの奪だつ還かんにかかわる皆様の奮ふん闘とうに感かん謝しやします。なお、現時点をもって、この地区の防衛担当は政府自衛軍が引き継ぎます。各自、速やかに基地に帰投してください」

「……カヤノ……てめェ、謀はかったな？」

　事務的に告げる茅乃を睨にらんで、紗々羅が不ふ機き嫌げんそうに声を低くした。

　茅乃は素知らぬ表情で首を傾かしげて、

「あら、紗々羅。なんのことかしら？」

「とぼけんな。最初からあたしたちに禍憑妃マガツヒの殲せん滅めつを任せて、お宝を横取りするつもりだったんだろうが」

　紗々羅が要求した魔ま力りよく転送料金の前借りに、茅乃があっさりと応じた理由。それは茅乃が、大だ宰ざい府ふ基き地ちに眠るお宝の存在を知っていたからだったのだ。

　禍憑妃マガツヒの棲せい息そく圏けんに残された軍需物資は、危険すぎて正規軍の部隊に回収させることができない。そこで茅かや乃のは、紗さ々さ羅らたちを利用しようと一計を案じたのだろう。聖しよう天てん坂さか姉妹がそのお宝を狙ねらっていたことも、そして紗々羅たちがそれを横取りしようとしていたことも、彼女はすべて把握していたのだ。

「横取りなんて、人聞きが悪いわね。この稀少金属レアメタルはもともと自じ衛えい軍ぐんのものでしょう？」

　茅乃は悪びれもせずに微ほほ笑えんで告げる。ぐっ、と言葉に詰まる紗々羅。

「じゃあ、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの再建は……ていうか、わたしの借金は……」

　羽は々ば姫きがその場にへなへなと座りこむ。

　お宝が手に入らなかったということは、極東自衛機構の破産が確かく定てい。そして無む職しよくになった羽々姫は、借金を抱えて路頭に迷うことになるのだ。

　しかし茅乃は、羽々姫を見つめて優やさしく首を振り、

「安心して。今回の作戦であなたたちが撃げき墜ついした禍憑妃マガツヒについては、きっちり報奨金が支払われるから。かなりの大物を何匹も倒してるし、極東自衛機構の負債を清算する程度の額がくは期待していいんじゃないかしら」

「ええー……」

　羽々姫がぐったりと背中を丸めた。

　大型禍憑妃マガツヒ撃墜の報奨金は高額だが、九千億新円のお宝とは比べるべくもない。極東自衛機構を再建するのが精一杯で、羽々姫たちの手元にはいくらも残らないはずだ。

　結局、これまでどおりコツコツと地道に働いて借金を返すしかないわけだ。

「これだけ苦労して、結局、元もとの木もく阿あ弥みですか……」

　羽々姫がいじけたように溜ため息いきをつく。そんな羽々姫の横顔を眺めて、紗々羅は、ふふん、と皮肉っぽく笑い、

「そのわりには嬉うれしそうだな、羽々姫」

「……紗々羅先せん輩ぱいだって」

　羽々姫が頰ほおを赤らめながら、拗すねたような声で言い返す。そう、なにもかもこれまでどおり、なのだ。つまりこれからも、みんなで一いつ緒しよにいられるということだ。

「あ、あの……それではわたくしたちＳＳＳＣはどうなってしまうんですの……？」

　頼りない表情で美み寿す々ずが訊きく。

　経営破は綻たんの危き機きにあるのは、彼女たち聖天坂セキュリティカンパニーも同様なのだ。しかも彼女たちは今回の作戦に、連隊規模の大戦力を投入している。魔ま力りよく転送にかかった費用も当然、羽々姫たちとは桁けた違ちがいにかさんでいるはずだ。

「ああ、その件については、先ほど聖天坂セキュリティサービスの本社から連絡がありました」

　茅かや乃のが無感情な声で答える。ぱちぱち、と目を瞬しばたく美み寿す々ず。

「は、はい？」

「まことに遺い憾かんですが──」

　なぜか言いづらそうに視し線せんを逸そらしながら、茅乃が告げる。




　聖しよう天てん坂さかセキュリティサービスの倒産が正式発表されたのは、それから間もなくのことだった。
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　数日後──

　諸もろ々もろの法的手続きを終えて、無事に営業を再開した極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの赤あか間まが関せき基き地ちに、紗さ々さ羅らのやる気のない声が響ひびき渡る。

「というわけで、新入隊員を紹介するぜー」

　紗々羅に連れられて作戦室に入ってきたのは、二人ふたりの年若い少女だった。

　一人ひとりは生き真ま面じ目めそうな顔立ちのショートボブ。もう一人はお嬢じようさま然とした、気の強そうな黒髪の少女だ。見覚えのある彼女たちの姿を、羽は々ば姫きたちは、複雑そうな半はん眼がんで眺めている。

「聖天坂凜り々り香か特任少尉であります」

　きっちりと背筋を伸ばしたまま、礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつするショートボブ。その隣となりでは黒髪の少女が苦悩するように頭を抱えて、

「しょ……聖天坂美寿々……大尉です。納得が……納得がいきませんわ。なぜこのわたくしが、桜さくら狩がり紗々羅と同じ部隊に……いえ、むしろどちらが優ゆう秀しゆうかはっきりさせるいい機き会かいなのかも」

「よ、よろしくお願ねがいします」

　張り詰めた空気に耐えかねたように、鳴な々な葉はが愛想よく挨拶した。にこにこと微ほほ笑えみながら手を振る音ね々ね。やれやれ、と羽々姫が溜ため息いきをつく。

　ＳＳＳＣが倒産したことで失業した聖天坂姉妹は、結局、そのまま赤間関に残って極東自衛機構に入社することになったのだった。戦力が増えるのは喜ばしいことだが、聖天坂姉妹──特に姉のほうの性格が性格だけに不安が残る。厄やつ介かい事ごとが増えそうな不吉な予感がぬぐえない。

「じゃあ、まあ、別命あるまで待機ってことで」

　紗々羅は気け怠だるく言い放つと、そのままテレビの前に座ってゲームを始めた。その背中を美寿々は呆ぼう然ぜんと眺めて、

「も、もう終わりですの、桜狩紗々羅！　私たちの着任の歓迎会は!?　てか、あんた、なんで任務中にゲームしとんねん!?」

　一方そのころ、凜々香もパニックに陥っていた。彼女の目の前で音々が突然、なんの前触れもなく鮮せん血けつを吐いてぶっ倒れたのだ。羽々姫たちにとっては日常茶飯事だが、やはり初めての人間には、音ね々ねの発作は刺し激げきが強いらしい。

「ね、音々中尉……!?　しっかりしてください！　誰だれか衛えい生せい兵へいを早く！　中尉の脈が……！」

「なんだか急に賑にぎやかになっちゃったね」

　普ふ段だんよりも五割増しで騒さわがしい待たい機き室しつを見回して、鳴な々な葉はが儚はかなげに微ほほ笑えんだ。

　羽は々ば姫きがどこか晴れ晴れとした顔で笑う。

「そうだね……まあ、すぐに慣なれるよ。きっと」

「うん」




　極きよく東とう自じ衛えい機き構こう赤あか間まが関せき基き地ち。

　本ほん州しゆう最西端の最さい果はての地で、人類を護まもるために戦う少女たちの一日が、またいつものようにのんびりと過ぎていく──
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　赤あか間まが関せき要よう塞さいは〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟の分ぶん屯とん基地だ。

　弱体化した日に本ほん政府に金で雇われて、禍憑妃マガツヒ侵攻阻止の任務を担う民間軍事会社の地方支店。しかし慢性的な予算不足で、稼か働どう中ちゆうの戦力は多くない。配属された傭よう兵へいたちのほとんどはワケありの余剰人員であり、設備もボロい。兵舎として使われている建物も、廃校になった小学校の木造校舎だった。

　作戦室と呼ばれている教室には、木製の古い机や椅い子すが乱雑に散らばっている。

　そんな教室の黒板の前には、桜さくら狩がり紗さ々さ羅らが気け怠だるそうに立っていた。

「つーわけで、今日きようの作戦会かい議ぎは、キチサイの出し物についてってことで」

　意見のある人ー、と紗々羅が投げやりな口く調ちようで訊きく。まるでホームルームの司会を無理やり押しつけられた、やる気のないクラス委員長のような態度である。

　律りち儀ぎに席についていた天あま乃の羽は々ば姫きと樛とがの宮みや鳴な々な葉はは、かすかな困惑の表情を浮かべて、互いの顔を見合わせた。

「あの、キチサイってなんですか？」

　羽々姫が手を挙げて質問した。んあ、と怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる紗々羅。ああ、そういえば、と手を叩たたいて、小こ揺ゆる木ぎ音ね々ねがおっとりと微ほほ笑えんだ。

「そういえば、鳴々葉と羽々姫さんは今回が初めてなのよねー」

　はあ……と曖あい昧まいな態度で、羽々姫たちがうなずく。たしかに極東自衛機構に入社して以来、キチサイなどというものを体たい験けんした記き憶おくはない。

「もしかしてお野菜の仲間なんでしょうか？　ハクサイ系？」

　真ま面じ目めな口調で鳴々葉が訊いた。どういう発想だ、と紗々羅が軽く頭を抱えて、

「ハクサイ系でもチンゲンサイ系でもねーよ。基き地ち祭さいってのは、極東自衛機構の任務について理解を深めてもらうために、赤間関基地を一般市民に開放するって趣しゆ旨しのイベントだ」

「ああ……地元住民との交流会みたいなものですか」

　羽々姫が、ようやく得とく心しんしたように肩をすくめた。

　軍事基地である赤間関要塞には、部外者の立ち入りは禁止されている。しかし、なにをやっているのかわからない得体えたいの知れない連中だと思われてしまうのは、地元住民の不信や反発を招くので好ましくない。そこで定期的に一般市民を基地に招いて、業務内容や基地の必要性を理解してもらうのだ。軍事施設にはありがちなイベントである。

「そういえば自衛軍の基地でもやってますね。アクロバット飛行が見られる航空ショーとか」

　鳴々葉が思い出したように呟つぶやいた。それを聞いた羽々姫が、えー、と嫌いやな顔をする。

「わたしたちもやらされるんですか？　聖衣シユラウドの曲技飛行とか」

　聖衣シユラウドの運用はそれなりの危険がともなう上に、経費もかかる。儲もうけにならない上に見世物扱いされるとあっては、金にうるさい羽々姫が文句を言うのも当然だ。

　しかし紗々羅は、凜り々りしい表情で首を振る。

「基地司令からはやってくれって頼まれたんだが、断った。曲技飛行はあたしたちの任務とは関係ないからな」

「紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい……」

　羽は々ば姫きは、少し驚おどろいたように紗々羅を見つめて呟つぶやいた。いつも大おお雑ざつ把ぱで不ふ真ま面じ目めな紗々羅が、獣じゆう装そう巫ふ兵へいの任務について真剣に考えてくれていたことが意外だったのだ。

　そう、命いのち懸がけで禍憑妃マガツヒと戦うのが獣装巫兵の使命だ。曲芸飛行は羽々姫たちの任務しごとではない。

　感動で目を潤うるませる羽々姫を見て、紗々羅は誇らしげにうなずいた。

「──なので、代わりに『大雑把すぎて伝わらないモノマネ選手権』と『ホットドッグの早はや喰ぐい競きよう争そう』に出ることになったから」

「なんでですかっ!?　そっちのほうが任務と関係ないじゃないですかどう考えても！」

　羽々姫が椅い子すからずり落ちながら抗こう議ぎする。紗々羅は鬱うつ陶とうしげに手を振って、

「人手不足なんだから仕方ねーだろ……で、それとはべつにうちの小隊で出し物をやることになってる。模も擬ぎ店てんとか、展示とか。内容はあたしらが勝手に決めていいってよ」

「模擬店!?」

　ずっこけていた羽々姫の瞳ひとみが、ギラリと獰どう猛もうな光を放った。

「その収益って、もしかしてわたしたちが自由に使っちゃっていいんですか？」

「いちおうな。ただし会社から予算は出ないし、赤字になったら自腹だけどな」

　紗々羅が無関心な口く調ちようで説明する。羽々姫は、それを最後まで聞かずに跳ね起きて、両腕を高々と天てん井じよう目がけて突き上げた。

「きたあああああああああああああ──っ！」

「は、羽々姫ちゃん？」

　ビクッと肩を震ふるわせて怯おびえる鳴な々な葉は。紗々羅はうんざりしたような半眼になって、

「金かね儲もうけのことになると目の色変わるな、こいつは」

「いいんです！　こんなときにがっつり稼かせがなくていつ稼ぐんですか。ただでさえ本業が赤字続きなのに！　なにやるんですか、なにやるんですか!?」

「まあ、適当に粉モノでも焼いて売っとけばいいだろ。お好み焼きとかタコ焼きとか」

「甘いわああああああああああああっ！」

　バン、と乱らん暴ぼうに机を叩たたいて、羽々姫が怒ど鳴なった。ひっ、と鳴々葉が表情を引ひき攣つらせる。羽々姫はさらにバシバシと机を鳴らし、

「そんな甘い考えでどうするんですか。モノを作って売ってれば儲かるような時代はもう終わったんです！　これからは商品の付加価値が重要なんですよ！」

「ふ、付加価値？」

「そうです。独自性オリジナリテイ、希少性レアリテイ、信頼性リライアビリテイ、革新性イノベーテイブネス──このネットワーク社会において価値あるユーザーエクスペリエンスを創造し、おもてなしの心でエンドユーザーとウィン・ウィンの関係を築く高いリテラシーこそが現代の模も擬ぎ店てんに要求されるミッションなのです！」

　ビビる鳴な々な葉はたちに向かって、ろくろを回すようなポーズを取りながら演説する羽は々ば姫き。

　そんな羽々姫の額ひたいに、紗さ々さ羅らは「やかましい」とデコピンを喰くらわせて、

「なにが言いたいのか全然わからん。人間の言葉で喋しやべれ」

「本音はー？」

　にこにこと微ほほ笑えみながら、音ね々ねが訊きく。羽々姫はゴホンと小さく咳せき払ばらいして、

「商売なめんなってことですよ。味で勝負したら本職プロに勝てるわけがないんですから、ただタコ焼きだけ売っても儲もうかるわけないじゃないですか。なにかおまけで勝負しないと」

「なるほど……それはそうかもしれねーな」

　思ったよりもまともな羽々姫の意見に、紗々羅が唸うなる。

「おまけって具体的にはなにをつけるの？」

　音々がちょこんと小首を傾かしげた。羽々姫は、うーん、と腕を組んで思案し、

「握手券はどうですかね？　紗々羅先せん輩ぱいなら知名度もあって、今でもファンが多いっていうし、コストがかからなくて集客に効果がありそう」

「握手会か……そういや、自じ衛えい軍ぐんにいたころにやらされたなー」

　何気ない口く調ちようで紗々羅が呟つぶやく。

　今ではただのゲーム廃人と化している紗々羅だが、ほんの数年前までは、救国の英雄として熱ねつ狂きよう的てきに支持された有名人だったのだ。おまけに見た目だけならモデル級の美少女だ。自衛軍の広報活動に利用されたとしても意外ではない。

「あ、そうなんですか。自衛軍もなかなかやりますね」

　羽々姫が感心したように言った。しかし紗々羅は、なぜか遠くを見るような表情になって、

「負傷者が出て、すぐ中止になったんだけどな」

「……お客さんが殺到してパニックになったってことですか？」

「そういうわけじゃないんだが、やたら脂っこくて汗臭いオッサンが、じっとり汗ばんだ手を近づけてきたから、思わず無音殺傷術サイレントキリングの実演をしちまって……」

「こらああああ──っ！」		

　しみじみと語る紗々羅に向かって、羽々姫が怒声を上げる。

「いやー、つい無む意い識しきになー」

「無意識にお客さんを無力化してどうするんですかっ。没！　握手券という案は没です！」

　荒々しく呼吸を乱しながら、羽々姫が叫んだ。握手会にやってきた大事なお客に向かって、いきなり近接格かく闘とうを仕掛けられたらたまらない。

「握手券がダメなら、あとは肩かた叩たたき券とか？」

　やつれている羽々姫を気き遣づかって、鳴々葉が怖おず怖おずと提案する。羽々姫は脱力したように机に突っ伏した。

「父の日のプレゼントかっ！」

「肩かた叩たたきは、ある意味、握手以上にお客さんが危険よねー……後頭部への打だ撃げきは下へ手たしたら命にかかわるしー」

　音ね々ねが深刻な口く調ちようで言う。羽は々ば姫きは深々と嘆息して、

「なぜ打撃があるのが前提になってるのかわかりませんが、あえて否定はしません」

「……そういえば、おまけって必ずしもモノとは限らないんだよな」

　そのとき紗さ々さ羅らがぼそりと独りごちた。

　羽々姫は、む、と気を取り直したように顔を上げる。

「ええ、まあ……たしかに、商品自体に付加価値をつけるって方法もありますね。カロリーを控え目にしたり、健康に良い成分を使ったり──」

「うふふふふ、それならここにちょうどいいものがー」

　地の底から響ひびいてくるような不吉な笑い声とともに、音々がガラス瓶に入った粉末を取り出した。瓶のラベルに記されているのは、どことなく禍まが々まがしい化学式だ。

「いちおう訊きくだけ訊いてみるが、その粉末にはどういう効果があるんだ？」

　紗々羅が顔をしかめて質問した。音々はにっこりと微ほほ笑えんで、

「えーと……疲れがとれたりとかー……元気になったりとかー」

「疲労回復に活力増強ってところか……？」

「あとは痛覚が鈍にぶくなって肉体の限界以上の力を引き出せたり、頭を吹き飛ばされない限り死ななくなったり、顔色がちょっと土つち気け色いろになって、たまに人間を襲おそってきたりー」

「思いっきりゾンビ化してるじゃねーかよ──！」

　微笑む音々の頭部へと、紗々羅が打ち下ろしの右ストレートを叩きこんだ。ずごん、と鈍い音を立て、顔面から机に激げき突とつする音々。

「痛ーい」

「やかましいわっ！　地元住民との交流会で、地元住民をゾンビにしてどうする!?」

　赤くなった鼻を押さえて抗こう議ぎする音々に、紗々羅が唾つばを飛ばしながら怒ど鳴なる。

　音々の趣しゆ味みは、怪しい薬物の調合だ。うっかり目を離はなすと、タコ焼きのタネに怪しい薬物を仕込んで、客を使った人体実じつ験けんくらいのことはやりかねない。

「食べ物系の屋台は危険だな……」

「ですね……模も擬ぎ店てんって、ほかになにかありましたっけ？　金魚すくいや射的みたいな元手が必要なやつは無理として」

　険しい顔つきで相そう談だんを始める紗々羅と羽々姫。そんな二人ふたりを不安そうに眺めながら、鳴な々な葉はが頼りなく手を挙げて、

「あ、あの……模擬店にこだわらなくても、展示でも大丈夫なんだよね？」

「定番といえば喫茶店かお化ばけ屋や敷しきだな」

「お化け屋敷は、設営がちょっと大変ですよね。食材を仕入れなくて済むのはいいんですけど」

　鳴な々な葉はの提案をきっぱりと無視して、紗さ々さ羅らと羽は々ば姫きは話し合いを続ける。

「まあな……鳴々葉がまた暴ぼう走そうする可能性もあるしな……」

「あれは嫌いやな事件だったわねー」

　おぞましい記き憶おくを振り払うように、目元を覆おおう紗々羅と音ね々ね。事件というのは、前に任務で、とあるレーダー基地の調ちよう査さに出かけたときのことだ。霊れいが出ると噂うわさされるその施設で、恐怖に耐えかねた鳴々葉は錯さく乱らんして暴あばれ出し、危うく部隊を全滅させそうになったのだ。

　もしも基地祭の当日に、鳴々葉が再び暴走したら、どれだけの被害が出るか想像もつかない。お化け屋敷は、ある意味で、音々の人体実じつ験けん以上に危険な出し物なのかもしれなかった。

「あの……ですから、お化け屋敷の代わりに獣じゆう装そう巫ふ兵へいの活動の紹介とか……」

　その鳴々葉が、弱々しく主張を繰くり返す。が、

「却下」

「却下よー」

「鳴々葉は黙だまってて。展示なんか儲もうからないし！」

「あう……うう……」

　ほかの三人に一斉に突き放されて、鳴々葉は涙目でうつむいた。

「ここはやっぱり無ぶ難なんに喫茶店にしませんか。インテリアを可か愛わいく飾って、美お味いしい飲み物と料理を用意して、あざとい制服を着て、ちょっと愛想よくしてやれば、お金なんかいくらでも巻き上げ放題ですよ、クククククッ……」

　羽々姫が、あくどい表情でほくそ笑えみながら提案した。

　ふむ、と紗々羅が真顔で考えこむ。

「なるほど……たしかに、あたしもカフェはよく利用するしな」

「え、そうなんですか？　それは初耳でした」

　羽々姫が意外そうに目を瞬しばたいた。カフェで優ゆう雅がなティータイムを満喫する紗々羅の姿は、普ふ段だんの彼女のイメージからは想像しづらい。しかし紗々羅は不服そうに鼻を鳴らして、

「そうか？　あたしはカフェの設備やサービスにはうるさいぞ」

「じゃあ、接客のやり方にも詳しかったりしますか？」

　期待をこめて尋たずねる羽々姫に、紗々羅は不敵に微ほほ笑えんでみせた。

「余裕だな。カフェなんか、適当にテーブルの上にパソコン並べておけば、客が勝手にセルフサービスで飲み物を席まで持ってくし」

「ただのネットカフェじゃないですか──！」

　思いきり落胆しながら怒ど鳴なる羽々姫。ゲーム廃人の紗々羅が入いり浸びたるカフェといえば、当然、オンラインゲームが可能なネットカフェという可能性を真っ先に疑うべきだった。

「ほかにどんなカフェがあるんだよ？」

　紗さ々さ羅らが唇を尖とがらせて訊きき返してくる。羽は々ば姫きはわずかに躊ちゆう躇ちよしたものの、すぐににこやかな営業スマイルを浮かべて、開き直ったように優ゆう雅がに一礼してみせた。

「それは……なんていうか、お帰りなさいませご主人様、的なあれですよ。店員がメイド服を着てたり、オムライスにケチャップで絵を描かいたり……料金的にはこんな感じで」

「いくらなんでもぼったくりじゃないかな……食パン一枚二千新円、水道水五百新円って……」

　羽々姫が黒板に書いたメニューを見て、鳴な々な葉はがダラダラと冷や汗を流す。

　そんな鳴々葉を、羽々姫はギロリと睨にらみつけ、

「それを無理やり売りつけるのがメイドの心意気でしょうが！」

「え、ええー……それは私が知ってるメイドとなんか違う……」

　鳴々葉が消え入りそうな声でぼそぼそと言った。紗々羅は気け怠だるげに髪をかき上げて、

「なんか面めん倒どうくせえな。普通にネカフェでいいだろ」

「いちおうメイド喫茶にも、お客さんと一いつ緒しよにゲームをするサービスがありますよ」

　気乗りしない表情の紗々羅を説得しようと、羽々姫が小声で囁ささやいてみる。ゲームという単語に反応して、紗々羅は表情を引ひき締しめた。

「客と一緒にゲームって、ゲーセンの対戦台みたいなものか？　それともオンライン系か？　客をボコボコにして装備を身ぐるみ剝はいだりするのもＯＫか？」

「え……いや、どうなんだろ……もっとこう、他愛たわいのないゲームだと思うんですけど」

　じゃんけんやポッキーゲーム的なものを想像していた羽々姫は、異様に喰くいつきのいい紗々羅に圧倒されて後ずさる。その間に紗々羅は一人ひとりで納得して、

「ゲームをして客から金を巻き上げる……っていうと、アレか。ブラックジャックとかルーレットとか地下ボクシングみたいな」

「いやいや、それはもうゲームじゃなくて賭と博ばくですよね。カフェじゃなくてカジノですよね」

「そんなのいやー。屋台ぃー屋台ぃー……カフェのご飯はお腹なかにたまらないしー」

　子どものように頰ほおを膨ふくらませた音ね々ねが、勝手に盛り上がっている紗々羅に抗こう議ぎする。

「なんでおまえが喰うことになってるんだよ!?」

　紗々羅が思わずツッコミを入れるが、音々はなおも不服そうに、

「飲み物には難なん溶よう性せいのお薬が混ざらないしー」

「なにを混ぜる気だったんですか!?」

　恐怖に顔を引ひき攣つらせて、羽々姫が叫んだ。やれやれ、と紗々羅は溜ため息いきをつきながら、

「とにかく、うちの出し物はカジノでいいだろ。決定な。あたしがディーラーやってやるよ。音々はバニーガールで、羽々姫と鳴々葉は生体感覚加速と光学迷彩で客の手札を入れ替えたり、ルーレットの目を操そう作さしたりする係な」

「え……!?　え!?」

　いつの間にかイカサマの片棒を担がされることになってしまった鳴な々な葉はが、顔色を蒼そう白はくにしながらうろたえる。羽は々ば姫きは呆あきれ顔がおで首を振り、

「そういう違法行為じゃなくてカフェでまっとうに稼かせぎましょうよ」

「ぼったくる気満々だったやつに言われたくねーよ」

　ムッと眉み間けんにしわを寄せながら反はん論ろんする紗さ々さ羅ら。一方、音ね々ねは、胸元から怪しげな粉末の詰まった薬包を取り出して、

「屋台のほうが儲もうかるのにー。この青ノリによく似た粉末には強い常習性があって、一度口にしたが最後、定期的に食べ続けないと激はげしい禁断症状に見み舞まわれるという……」

「どこからそんなもの持ってきたっ!?」

　紗々羅が再び音々の顔面目がけて右ストレートを振り下ろす。しかし今度は音々もおとなしく殴られたりはしなかった。華か麗れいなダッキングで紗々羅のパンチをかわし、がら空きになった紗々羅の顎あご先さきへとカウンターの掌しよう底ていを叩たたきこむ。

　避けられるようなタイミングではなかったはずだが、紗々羅はその反はん撃げきを紙一重で避けた。人にん間げん離ばなれした反射神経の賜たま物ものだ。ギリギリでかすめた攻撃で唇が裂けて、流れ出した鮮せん血けつを紗々羅が舌先でちろりと舐なめる。

「……音々、てめえ」

「うふふ……獣じゆう装そう巫ふ兵へいに一度見せた攻撃は通用しないのよー」

　舞ぶ踏とうを思わせる優ゆう雅がな構えをとって、音々が紗々羅を威い嚇かくする。

　紗々羅は獰どう猛もうに唇を吊つり上げて、両腕をだらりと弛し緩かんさせると、

「あー、そうかよっ！」

　なんの予備動作もなく、握っていた黒板消しを音々に向かって投げつけた。さらに指弾の要領でチョークを連射。時間差攻撃で音々の退路を断つ。

「げぶっ!?」

　しかし悲鳴を上げたのは、音々ではなく無関係の羽々姫だった。

　紗々羅の攻撃をよけきれないと悟って、音々は近くにいた羽々姫を楯たてに使ったのだ。

「……先せん輩ぱいー……」

　全身チョークの粉まみれになった羽々姫が、チョークの直撃を喰くらった額ひたいを抑えてうめいた。

　恨うらみがましい目つきで睨にらまれた音々は、不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげて微ほほ笑えみ、

「あら、どうしたの羽々姫さん。そんな面おも白しろい顔をして」

「邪魔すんなよ、羽々姫。そんなところにボーッと突っ立ってるやつが悪い」

　直接の加害者である紗々羅が、冷酷な口く調ちようで言い放つ。

　羽々姫は、ピキッとこめかみに血管を浮かべて拳こぶしを構えた。彼女の背後に、炎のような殺気が浮かび上がる。

「面おも白しろいじゃないですか。なんだったら、力ずくでカフェの準備を手て伝つだわせてもいいんですよ」

「ハッ、わかりやすくていいじゃねえか。最初からそうやって決めればよかったぜ。それならいっそ負けたやつが一人ひとりで模も擬ぎ店てんやるってのはどうだ？」

「いいんですか、そんなこと言って。あとで泣きついてきても知りませんからね」

「あら……こんなところに液体酸素爆薬ＬＯＸが入った小瓶がー」

　生々しい殺気を撒まき散らしながら、攻こう撃げき的てきに身構える三人の獣じゆう装そう巫ふ兵へい。

「あの……そんなに無理して模擬店をやらなくても、獣装巫兵の活動のパネル展示とか……」

　鳴な々な葉はが恐怖に足をすくませながら、やんわりと仲間たちの私し闘とうを止めようとするが、

「「「却下っ！」」」

　その言葉が合図になったかのように、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。打撃、寝技、関節技、急所攻撃や武器の使用までなんでもありのバトルロイヤルだ。

　ガラスが割れ、床や壁かべは鮮せん血けつに染まり、机や椅い子すが砕け散る。もともとボロかった教室がさらに傷つき、廃はい墟きよへとまた一歩近づいていく。このままでは基地祭の準備どころではない。

「あうぅ……」

　鳴々葉は肩を落としたまま、仲間たちの戦いをしばらく呆ぼう然ぜんと眺めていたが、やがてなにか思いついたように、ポケットからカメラを取り出した。




　　　　○




　基地祭が始まったのは、その翌週のことだった。

　基地の中庭には無数のテントが立ち並び、その隙すき間まを埋め尽くすようにして、来場者たちが長い行列を作っている。予想以上の混雑だ。

「思ったよりも盛況ねー、今年ことしの基地祭は」

　兵舎の窓からそれを眺めて、溜ため息いきをついたのは音ね々ねだった。彼女の全身は包帯まみれで、銀ぎん色いろの松まつ葉ば杖づえを突いている。

「うぐぐ……せっかくの稼かせぎ時どきを、こんな形で無む駄だにしてしまうなんて……」

　同じく窓に張りつくようにして、羽は々ば姫きは悔しげに外を見つめている。

　彼女もいまだに生傷だらけで、負傷した右腕を包帯で吊つっていた。数日前に作戦室で行われた乱闘の代だい償しようだ。私闘の結果、壮絶な相打ちになって寝こんだ羽々姫たちは、結局、基地祭の準備をすることができなかったのだ。

「まったくもう……先せん輩ぱいたちがくだらないことで喧けん嘩かするからこんなことに……」

「他ひ人と事ごとみたいに言うなよ。おまえだって好き放題に暴あばれてたじゃねーかよ」

　満まん身しん創そう痍いでベッドに横たわる紗さ々さ羅らが、ふて腐れたような目つきで羽々姫を睨にらんだ。

　そして三人は同時に深く溜ため息いきをつく。なんだかんだで彼女たちも、基地祭を楽しみにしていたのだった。

「ごめんねー、鳴な々な葉は。準備を全部押しつけちゃってー」

　音ね々ねが神妙な態度で鳴々葉に頭を下げた。羽は々ば姫きたち三人が寝こんでいる間に、たった一人ひとりで基地祭の出し物を用意したのは鳴々葉だったのだ。

「あ、いえ。大丈夫です。出し物といっても、展示の受付だけですし。意外に評判が良くて、入場料だけでも、なんとか赤字は免まぬかれそうですよ」

　一人だけ無傷の鳴々葉が、少し照れたように微ほほ笑えんで首を振る。

　そんな鳴々葉を、羽々姫が怪け訝げんそうに見返して訊きいた。

「へえ……でも、鳴々葉一人で準備したんでしょ？　なにを展示してるの？」

「え……えと、うちの部隊のプロモーションビデオ、みたいなもの……かな……」

　なぜか不自然に目を逸そらしながら、鳴々葉は曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

　ふーん、と羽々姫は感心したように眉まゆを上げ、

「そうなんだ。よくそんなものが用意できたね」

「う、うん。まあね……偶然ちょうどいい素材が撮さつ影えいできたから……」

　そう言って鳴々葉はぎこちない笑えみを浮かべた。

　基地祭を訪れていた一般客たちが、派は手でな笑い声を上げながら廊下を通り過ぎていったのは、その直後のことだった。

「いやー……噂うわさ以上の迫力だったな……『三大女怪かい獣じゆう・赤あか間まが関せき最大の決戦』。アクションが、生々しいっつうか痛々しいっつうか」

「本当に殴る蹴けるしてるようにしか見えなかったよな。顔とかマジで腫はれてるように見えたし、ネネって子が血を噴ふいて倒れるところはすごかったわ。撃うち殺されたゾンビかと思った」

「だけど、主役のササラって女の特殊メイクはやりすぎだったな。本物の殺人鬼みたいになってたし。もう一人のちっこいのは小猿っぽくて笑えたけど」

　客たちの口さがない感想を聞きながら、羽々姫たちは凍りついたように動きを止めていた。

　鳴々葉は完全に硬直したまま、ダラダラと脂汗を流している。

　さらにその直後、ほかの客たちの声も聞こえてきて、

「あの自主制作映画、本物の獣じゆう装そう巫ふ兵へいが出演でてるって本当かな」

「いやあ、それはねーだろ。いくら赤間関の獣装巫兵が落ちこぼれでも、あんな恥ずかしい作品に出るくらいなら普通は死を選ぶって」

「禍憑妃マガツヒとどっちが怪物だかわからないもんな。まあ、おかげで笑わせてもらったけど」

　自主制作映画とやらを見終わった直後の人々が、好き勝手な感想を言いながら笑っている。

　そんな楽しげな彼らの様よう子すとは裏腹に、作戦室の中の空気は重々しく張り詰めていた。

「鳴々葉……うちらの展示はなにを上映してるんだって……？」

　殺意の籠こもった低い声で、紗さ々さ羅らが言った。鳴な々な葉はの逃げ道を塞ふさぐように、ベッドを降りて立ち上がる。

　鳴々葉は追い詰められた表情で、小刻みに首を振りながら、

「違うんです……わ、わたしは、うちの部隊の日常生活の映像を撮さつ影えいして編へん集しゆうしただけで……タイトルは基地祭の実行委員の袖そで乃の森もりちゃんたちが勝手に……」

「誰だれが女怪かい獣じゆうだ!?　あたしがいつ特殊メイクしたコラァ!?」

「ゾンビって言われたー……！」

「あたしなんか元アイドルなのに小猿ですよ、小猿！　それもこれも全部鳴々葉が……」

「そ、それは私のせいじゃなくて……映画を見た人たちが勝手に……」

「「「──却下！」」」

「え、ええ……っ!?」

　大勢の人々で賑にぎわう赤あか間まが関せき基き地ちに、壮絶な怒声と悲鳴が響ひびき渡る。

　それは本ほん州しゆう最西端の最さい果はての地に、束つかの間まだけ訪れた平和な祭りの日の一幕。

　眩まばゆい陽ひ射ざしが、いつものように青い海を照らしている。

　少女たちの日常は続く。
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　　　あとがき




　前巻から一年間のご無ぶ沙さ汰たでした。『サイハテの聖衣シユラウド２』をお届けしております。

　この作品は、雑誌『電でん撃げき文庫MAGAZINE』にて長きにわたり連載させていただいたイラストノベル企画の小説パートを、文庫向けに加筆・再構成したものです。

　雑誌では毎回、朱シオ先生描きおろしの見開きカラーイラストや、四コママンガなどの企画ページと一いつ緒しよに掲載されていたので、小説単体では物足りなく感じる部分もあると思いますが、作品の雰囲気はできるだけ再現してみたつもりです。楽しんでいただければ幸いです。




　そんなわけで、以下、ネタバレこみで各話の簡かん単たんな解説などを──




『Mission 01』（初出：電撃文庫MAGAZINE Vol.25）

　新入隊員登場回です。ちょうど掲載誌の発売月が新年度の４月だったので、季節合わせで羽は々ば姫きたちの職しよく場ばに新人がやってくるというテーマになりました。女の子たちの集団にマスコット的な動物、というのは定番の組み合わせですが、それだけに羽々姫たちの性格やリアクションがストレートに反映されて、書いてて楽しかったです。気に入ってる場面は、中尉と羽々姫の心温まる（？）交流シーンです。

　あとどうでもいいですけど、犬飼いたい。お腹なかとか撫なでさすりたい。




『Mission 02』（初出：電撃文庫MAGAZINE Vol.26）

　いろいろと肥ひ沃よくな感じの話です。聖衣シユラウドのデザインがデザインだけに、ヒロインを肥えさせるというのはビジュアル的にどうかと思いましたが、案外、丸っこい羽々姫も可か愛わいいのではないかという気がします。せっかく孤島で富豪の別荘だったので、連続殺人的な事件のひとつも起こしてみたかったのですが、冷静に考えて普通に無理でした。気に入ってる場面は、紗さ々さ羅らたちが羽々姫に体重のことを言い出せずに苦悩しているシーンです。

　あとどうでもいいですけど、しばらく引きこもって仕事をしてたら私も微妙に体重が増えてしまったので、最近スポーツジム通いを再開しました。本当にどうでもいいですけど。




『Mission 03』（初出：電撃文庫MAGAZINE Vol.27）

　本作のターニングポイントとなる重要なエピソードです。具体的には、袖そで乃の森もりちゃんが満を持して登場するところとか、茅かや乃のが再登場するところとか。

　誤解が積み重なって話が大きくなるというのはコメディではお約束の展開ですが、それを逆手にとってもう一回ひっくり返すという力業をやっております。そのせいで茅乃の説明がちょっとガチャガチャしてるのはご愛敬。紗さ々さ羅らがめずらしく本気を出したり、ＳＳＳＣが登場したり、これまでとは毛色が違う展開が多々あって面おも白しろかったです。気に入っている場面は、紗々羅の送別会のシーンです。特に羽は々ば姫きの反応が。

　あとどうでもいいですけど、私も長年ひっそりやってた某ブラウザゲームから、先日足を洗いました。これで課か金きん地じ獄ごくともおさらばだぜ！




『Mission 04』（初出：電でん撃げき文庫MAGAZINE Vol.28）

　聖しよう天てん坂さか姉妹の初登場回です。企画の比較的早い段階で、極きよく東とう自じ衛えい機き構こう以外の傭よう兵へいチームを、いくつか設定してあったのですが、今回ようやくお披ひ露ろ目めとなりました。美み寿す々ずに関しては、紗々羅の（自称）ライバルというデータしかなかったのですが、予想していたよりも楽しい性格で、こんなことならもっと早くから登場させていれば、と少し後悔した次第。気に入っているのはやはり美寿々と紗々羅の会話です。




『Intermission』（書き下ろし）

　雑誌連載時には、羽々姫たちの日常をまったり描く「部隊日誌」という企画があったので、その雰囲気を小説で再現してみました。やはり禍憑妃マガツヒ相手の戦せん闘とうがないエピソードは、彼女たちの日々の暮らしぶりがダイレクトに描けていいですね。




　この作品は前述のとおり、小説だけでなくビジュアルでも積極的に世界観を表現していこう、という趣旨の企画で、朱あかシオ先生の素晴らしいキャラデザインやイラストがなければ成立しないものでした。この文庫と同日発売の『電撃文庫MAGAZINE Vol.29』にも、文庫未収録の新作イラストが掲載されています。よかったらぜひお手にとってみてください。

　さらにファミ通コミッククリアさんでは、伊い月つきクロ先生によるコミカライズも展開していただいております。羽々姫たちの活かつ躍やくが（贅ぜい沢たくにも）マンガで読めますので、そちらも是非ご覧になっていただければと思います。




　この作品の雑誌初掲載は２０１０年の９月号（Vol.15）でしたので、実に二年以上も続けさせてもらった計算になります。ご協力いただいた朱シオ先生と編へん集しゆう部ぶの皆様には、心から感かん謝しやいたします。そしてもちろん、この本を読んでくださったすべての方々にも最大の感謝を。

　電撃文庫で展開中のもうひとつのシリーズ、『ストライク・ザ・ブラッド』ともども、末永くよろしくお願いいたします。


三み雲くも岳がく斗と
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三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いている人。最近うっかりギターエフェクター集めに手を出してしまい、順調に仕事場の足元が狭くなりつつあります。電撃文庫より『ストライク・ザ・ブラッド』シリーズ発売中です。
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イラスト／朱あかシオ

岡山在住のイラストレーター。神社とフィギュアとドールをこよなく愛しています。『サイハテの聖衣』の他に、『魔王学校に俺だけ勇者!?』（ＨＪ文庫）などで挿絵を担当しています。
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